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　感謝を知らぬ少女は、こびとの靴くつを履はいてはならない。

　家族を愛する少女は、硝子ガラスの靴を履いてはならない。

　少女は孤こ独どくを胸むねに、靴くつ箱ばこの蓋ふたを開けてはならない。




　──ドゥーガルド・ディセント手しゆ記き「靴箱館に訪おとずれる少女のための約やく束そくごと」より
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　冷たく吹きすさぶ風を背に受け、少女は顔を上げた。

　閉ざされた禁園の内で、よく磨みがかれた赤しやく銅どう色いろのじょうろをたずさえて、彼女は風の音にじっと耳を澄すませている。

　少女のふたつに結んだ髪は年とし相そう応おうの愛らしい印象を与えるが、六歳のときから働き始めたせいか、同じ年頃の子どもたちよりも大人びて見えるところがあった。

　年若くとも、彼女は庭にわ師しとして給金をもらう生活を、すでに四年間過ごしていた。

　労働は人の心を生かすこともできるが、あっさりと殺すこともできる。

　月日を重ねるごとに、少女の瞳ひとみはただ死を待つ老人のように、昏くらく沈しずんだ色になってゆく。

　彼女はじょうろで霧きり雨さめのような水を撒まいて、薔ば薇らの花びらを濡ぬらした。

　彼女が育てるこの薔薇は、オーロラのように気まぐれに、違ちがった色合いを見せる魔ま法ほうのような花だった。咲く時期すらもまばらで、春につぼみをふくらませたかと思えば、花開くのは季節を跨またいだ秋であったりする。冬の三日間だけ咲き、生き急ぐように散ちってゆくときもある。

　苗なえをよそに移しても、けして育たない。禁園の土だけに、この薔薇は微笑ほほえみかけるのだ。

　その希き少しよう性せいから『終しゆう焉えんの薔薇』と呼ばれ、特権階級の人間たち、それも「とある事情」を抱かかえた者たちだけに、秘ひ密みつ裡りに手渡されてきた。

　終焉の薔薇は長年の、執しゆう念ねんともいえるべき情熱をもってこの禁園の主あるじが完成させたものだった。

　今その執念を受け継つぐ者は、彼女──この広大な庭の小さな庭師、リリーローズしかいない。

　ひときわ大きな風が吹き、むせかえるような薔薇の芳ほう香こうが広がった。

　リリーローズは突然、じょうろを地面に叩たたきつけた。静かな庭にかぁん、とするどい音が響ひびき渡った。

　小さな体に収まりきらないほどの怒いかりが、彼女の中にわき上がっていた。

「この薔薇は、呪のろわれている」

　薔薇と演劇、そして靴くつ。

　薔薇はこの国の三大産業のひとつだ。

　もうすぐランタン・デイがやってくる。薔薇は国中を飛び交かい、祭りは一段と華はなやかになるだろう。

　すでに『終焉の薔薇』を求める注文が入っている。

　けしてこの花を枯からしてはならない。かわいそうな子どもたちがどんな末路をたどったか、リリーローズは知っている。

　すべては、天てん罰ばつをまぬがれるために。




　──真実など、なにも知らなければよかったのだ。

　リリーローズは、じょうろを拾って、土を払った。

　水をたっぷりと満たして──その代わりに、心はからっぽにするのだ。
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「私、アランさまのことが好きです。心から」

　エデルがしぼりだすようにそう言うと、アランはほっとしたような顔をした。

　カンディナールに建たつ、ディセント伯はく爵しやく家けの屋や敷しきである。

　驚おどろくばかりのすばらしい調度品の数々と、真しん紅くの薔薇に囲まれた、エデルの新しい部屋。この場所で、エデルは生まれて初めてのプロポーズを受けた。

　それも、心から愛する人から。

　靴店ガラスドームの経営者でエデルの雇やとい主ぬし、アラン・ディセントはシンデレラ王おう妃ひを輩はい出しゆつしたディセント伯爵家の次期当主である。

　冷たく整った顔立ちからは想像もつかないほどの情熱の持ち主で、仕事に関することだけでなく、持ち主を不幸にする『魔ま術じゆつ師しの靴』絡がらみの事件でエデルに手を差し伸べてくれた。

　エデルはそんな彼に心を寄せながらも、どこかで諦あきらめていた。彼女は労働者というだけでなく、シンデレラの天てん敵てきである魔術師の血を引いている。彼のことは、ひっそりと想うだけ。気持ちを伝えられることはないだろうと──。

　ところが、彼から「結婚を前提としたお付き合い」を申し込まれ状じよう況きようは一変した。

（アランさまに、私の気持ち、言えた……）

　それに、彼は自分のことを「愛している」と言ったのだ。

　思い出すだけでも、顔が熱くなる。すでに体のどこかが溶とけてしまっているのではないかと心配になるほどだ。

　溶けだしているとするならば、それは間違いなく心しん臓ぞうのあたりだが──。

　アランは神しん妙みような顔つきになって、エデルに差し出したプレゼントの箱のリボンをほどいた。

　ベルベットの小さな宝石箱の中に、小ぶりのアメジストの指輪が収まっている。クローバーを模もしたかわいらしいデザインで、エデルが身に着けている母の形見、すみれの花のブローチとよく合っていた。

「これが、一番お前に似合うと思って」

　婚約指輪だ。

　エデルは彼の顔を見つめた。

「アランさま、私」

「作業の邪じや魔まになるのは分かってる。仕事中につけろとも、言わない。持っていてくれるだけでいいんだ……受け取ってくれないか」

　エデルは、彼の手の中に収まっている薄うす紫むらさき色いろの可か憐れんな石を見下ろした。

　自分の好きな人が、自分のために用意してくれた贈おくり物もの。

　この指輪は、幸せの象しよう徴ちようだ。

　思わず手を伸のばしかけて、エデルははっとした。

　──幸せを壊こわす者は、自分のすぐそばにいるかもしれない。

　レイ・バーンゼル。クジュラ国の歴史学者であり魔術師。そして、ずっと行方ゆくえ知れずだったエデルの父親。

　彼はエデルにとって大切な人間を見み極きわめ、危害を加えると脅おどしたのだ。

　不幸な少女エデルを作り出し、次代のシンデレラとするために。

「……受け取れません」

「……は？」

「アランさま、ごめんなさい。この指輪は受け取れません。結婚を前提にお付き合いすることも、できません」

　この幸せの形は、あまりにも分かりやすすぎる。

　母と祖そ父ふを亡なくし身よりのない自分にとって、存ぞん命めいしている大切な人間は限られている。

　レイはすぐにでもアランに目をつけるだろう。

　彼を失ってからでは遅おそいのだ。何もかも、取り返しがつかない。

「でも、お前は俺のことが好きだと言ったじゃないか」

「はい。お慕したいはしています。……でも」

　エデルは胸の前できゅっとこぶしを握にぎって、言った。

「アランさまは悪くありません。私が、交際したくないというだけなのです。私のような者に、もったいないほどのお心こころ遣づかいをありがとうございました。──でも、私はアランさまと……オーナーと職人という間あいだ柄がらで、いたいのです」

　彼の顔を見ることができずに、エデルはうつむきながら早口になった。

「お気持ちは、とてもうれしかったです。ありがとうございました。私はどこか、空あいているお部屋をお借りします」

　エデルは受け取った花束をそっとベッドサイドのテーブルに置くと、逃にげるように場を辞じした。

　アランは、追ってこなかった。
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　かつて、このオルハラ国には「シンデレラ」と呼ばれ国民から愛された王妃がいた。

　シンデレラの本当の名前は、シャルロッテ・ディセント。

　父の後ご妻さいからうとまれた彼女は、継まま母ははやその連つれ子に虐しいたげられ不ふ遇ぐうの少女時代を過ごした。押しつけられた暖だん炉ろ掃そう除じで灰はいをかぶったみじめな姿を嘲ちよう笑しようされたシャルロッテは、「灰かぶりシンデレラ」と呼ばれるようになったのだ。

　彼女はある日、魔術師から「硝子ガラスの靴」を与えられる。魔法仕じ掛かけの靴の力で、シンデレラは劇的に運命を変えた。舞ぶ踏とう会かいで王子と恋に落ちた彼女は、灰の代わりに王妃の冠かんむりをかぶることとなる。

　灰かぶりから、王妃へ。そのすがすがしいまでの逆転劇は国民たちに希望を与える、大出世の物語だった。

　しかし、この国の人間のほとんどはシンデレラの真実を知らない。

　彼女が魔術師と手を組み、継母と継姉の命を捧ささげ成功を手に入れた、悪女であったということは。

　そしてその悪女の血を引いたディセント家の令れい嬢じようは、屋敷の中で空腹を持て余していたのである──。

「お兄さま、そろそろおなかがすきすぎてどうにかなりそうですわ。婚こん約やく記念の盛大なお食事会はまだですの？」

　ルディアはしびれを切らして兄の部屋をノックした。

　今日は兄であるアランが女性に「結婚を前提としたお付き合い」を申し込む日だ。

　お相手はアランの経営する靴店の職人、エデル・アンダーソン。内気で大人おとなしい性格だが、芯しんの通った強さを持ち合わせている不ふ思し議ぎな少女だ。そういったところが、兄の心を引きつけたのだろう。身分や身の上から障しよう害がいの多い恋となったわけだが、ルディアは全面的に応おう援えんしている。

　ルディアは少しでも兄の手助けになればと、巷ちまたで流行している恋愛指し南なん書しよを手渡してきた（初恋に戸と惑まどう兄が真剣に本を読み込むさまが面おも白しろかったから、というのもあるが）。

　女性を毛け嫌ぎらいし目も合わせようとしなかった兄がここまで成長したとは……妹として、大変感かん慨がい深ぶかいものである。

　もうすぐお義ね姉えさまができるかもしれない、とわくわくしているというのに、いくら待っても幸せなふたりがルディアのところへ報告に来ない。

「お兄さま、いらっしゃるんでしょう。開けてくださいまし！」

　返答はない。どこかへ出かけたのだろうか？

（お隣となりの、エデルさんの様よう子すは……？）

　ルディアはちらりと半開きになった扉とびらの隙すき間まから様子を窺うかがった。メイドたちが寝しん台だいに散らされた薔薇の花びらを片付けにかかっている。

　これは、アランが引きこもるわけである。

　ルディアは兄とうりふたつの夕焼け色の瞳を細めて、意い地じ悪わるく言った。

「お兄さまのせいで飢うえ死じにしてしまいますわ。早くしてくださらないと……ああ、もう無理。貧ひん血けつで倒たおれそう。わたくし、お隣に何か食べ物を恵めぐんでいただけないか、お願いしてしまうかもしれませんわ」

　言い終わると同時に、扉が乱暴に開いた。

　むっつりとした顔のアランが、ルディアを見下ろしている。

「ごきげんよう、お兄さま」

「俺の機き嫌げんはよろしくない」

「おなかがすきましたわ」

「知っている」

「お隣のお部屋にお菓か子しをおねだりしてしまいそうですわ」

「……今、隣にエデルはいない」

　ルディアは声を小さくして、兄にたずねた。

「申し込みはしたんでしょう？　エデルさんはなんて？」

「……俺のことは、好きだと」

「ええ」

「でも、付き合うことはできないと」

　ルディアは腕うでを組んだ。やはり、エデルは身分を気にしているのか。貴族の──それも長男から、結婚を前提としたお付き合いを申し込まれて、簡かん単たんにのぼせあがってしまうほど彼女も愚おろかではなかったというわけだ。

　身分のある者が労働者に手を出すとき、口では結婚の可能性を匂におわせておいて、実際は遊び相手として捨ててしまうなんて、よく聞く話である。

「お兄さま、身分のことはきちんとご説明なさいましたの？　遊びでないということを分かっていただかなくては、エデルさんだって良いお返事はできませんわよ」

「そういえば……説明する前に、すぐに断られたからな……」

　アランはベッドに腰こしを下ろして、黙だまり込んだ。

　だめだ。虚うつろな表情で壁かべを見つめるその姿は、完全なる腑ふ抜ぬけである。

「今、エデルさんはどこにいらっしゃるのです。一人にしたのですか？」

　エデルの父親・レイの魔の手がいつ伸びるか分からない状態で、彼女を一人にはしておけない──。

　そもそもエデルをこの屋敷に呼び寄せたのは、彼女の身の安全を守るためだ。

「お前のメイドが追いかけていった」

　ならばひとまずは安心である。エデルを屋敷内に留とめ置いてくれるはず。

「俺は……俺は、何かを失敗したのだろうか」

　アランは沈んだ声でつぶやいた。

「愛していると言った。結婚を前提にお付き合いをしてほしいと言った。彼女のために新しい部屋を用意して、薔薇もできるだけ多く配置した。指輪も……」

「お兄さま」

「本に書いてある通り、全部やったぞ。それなのにあいつは、俺とはオーナーと職人の間柄でいたいと言ったんだ。俺のことを好きだと言ったのに」

「それはまあ……社しや交こう辞じ令れいの可能性がありますから。『あなたのお人ひと柄がらはとても好きですけれど』なんて断りの常じよう套とう句くですわね。角かどを立てないための最低限のマナーですわ」

「なん……だと……」

　ルディアは口をつぐんだ。いけない。思ったことをありのままに言って兄を追いつめてしまった。

　あわてて猫ねこ撫なで声ごえで、アランの機嫌をとりにかかる。

「でもお兄さま、エデルさんは突然の求婚に驚いたでしょうし、そこまで気を回したとは考えにくいですわ。お兄さまを好すいていらっしゃるというのは、少なくとも本当なのではなくて？」

「そうとは限らないじゃないか」

「そうではないとも限りませんわ」

「お前が言ったんだろう、好きだとかなんだとかを前置きするのは交際の申し込みを穏おん便びんに断るための常套句だと！」

　はっきり言って、ルディアは気の長い方ではない。特に身内に対しては。

「情なさけないですわね、お兄さま。それでもシンデレラ伯爵家の人間ですの？　わたくしたちは王族を籠ろう絡らくした悪女の血を引いている、いわば恋愛の勝者の家系の者なのです。それを一回プロポーズを断られたくらいでいつまでもぐだぐだと」

　アランはあっけにとられたような顔で、ルディアを見た。

「お前、兄に向かってその口のききようは……」

「お兄さまだからこうして言ってさしあげているのですよ！　目の前にいらっしゃるのが縁えんもゆかりもない男性でしたら、相手にすらしませんわ。男の愚ぐ痴ちなどみっともない」

「愚痴……？　みっともない……？」

「ディセント家の男性ならば、女性を夢中にさせて当然なのです。お兄さまにもその魅み力りよくが十分に備そなわっておいでですのに、ご自身で気づいてらっしゃらないだけですわ！　なぜ持って生まれた魅力を生かして、必ずエデルさんを手に入れようと思わないのです！」

　アランは目を見開いて、ただルディアの言葉に耳をかたむけていた。

　あともうひと押しである。

「お兄さまならば、次こそは絶対にうまくいきますわ」

　ルディアは書しよ斎さい机づくえに置かれた、革かわのブックカバーのかかった小ぶりの本を手に取った。

　ルディアが兄に次々と手渡してきた、『初恋攻略大ガイドブックシリーズ』の一冊である。

「──この本で、お兄さまは結果を出してきたではありませんの。エデルさんとキスもしましたし、デートもできましたわ。お兄さまは短い期間で男性として大きく成長されたのですわ」

「俺が、成長」

「そうですわ。お兄さまにはまだのびしろがあります」

「のびしろ」

「これはさらなる成長のチャンスなのです。お兄さまは一度の失敗で終わってしまうような方ではございませんわ。恋に苦難はつきものです。今がそのときなのですわ。こうした苦難を乗り越えてこそ、結ばれるべき運命のカップルになれるというものです！」

（これで決まりましたわね……）

　恋愛経験の乏とぼしい男性は、『運命』という言葉に弱いのである。

　彼らに「失恋した？　次の恋があるさ！」という思考は存在しないのだ。今の恋がすべて、今の相手は自分の最高のパートナー。そう信じて、己おのれを奮ふるい立たせて恋をしているのである。

　晩生おくてであればあるほど、一度好きになった相手は何があっても愛し続けるのだ。

「エデルさん以上に愛せる女性がほかにいらっしゃいます？　考えもつかないでしょう。これを運命と言わずに、なんと言うのでしょう」

「ルディア……」

　アランは浮かない顔のままだ。

「でも、だめだ。これ以上しつこくして、嫌きらわれたくない。いや、もうすでに嫌われているのかもしれないな。防犯のためと言いながら隣に部屋まで用意して、俺がはしたない考えを持っていると思われたのだろう」

「そのようなことはございませんわ！」

（まぁ、たしかにベッドに薔薇を散らすのは完全に下心ありのハネムーン仕様でしたけれど……）

　と思ったが、ルディアは口にしないでおいた。

「お前が励はげましてくれるのは心強いが、今回ばかりは俺もかなり堪こたえているんだ。エデルが申し訳なさそうに部屋から出て行くところがいつまでも繰り返し頭の中で……」

「お兄さま……」

「明日から家でも職場でもどうしたらいいか分からない。というか今から分からない。俺はどうすれば……」

　ルディアはお手上げだった。ちょっとおだてればやる気を出してくれると思ったのに、アランは相当ショックを受けているようだ。

　こんなに自信なげな兄を見たのは初めてである。

「エデルさんがお兄さまをお嫌いになるなんて、あるはずがないでしょう。しっかりなさってください、お兄さま」

「すまない。具合が悪くなってきた……」

「は？」

　息苦しそうな呼吸を繰り返しながら、アランはよろめいた。

「お兄さま！」

　ベッドに倒れ込むように体勢を崩くずした兄を支え、ルディアははっとした。彼の額ひたいに玉のような汗が浮かんでいる。

「熱があるではありませんの。お休みになってください。今使用人を呼びますから」

　さっと上着を脱ぬがせて、毛布をかけてやる。あとはほかの者に任まかせた方がいいだろう。

　部屋を辞じして、ルディアは口元に手をあてた。

　いけない。兄の前で笑えみを見せてしまうところだった。

（婚約を断られたショックで、熱を出されるなんて……！）

　けして、自分が兄に辛しん辣らつな言葉を浴あびせたせいだとは思わないルディアであった。

「さすがお兄さま。期待を裏切りませんわねえ」

　誰か手の空あいている者を……と考えたところで、ぴたりと足を止める。

「いいことを思いつきましたわ。兄想いの妹が、ひと肌脱いでさしあげましょう」
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　屋敷の中でアランとはち合わせてしまうのが怖こわくて、エデルはディセント家の庭園をとぼとぼと歩いていた。この時期に咲く花は少なく、春が待ち遠しくなるような風景である。

　エデルのそばに寄り添そうようにして、メイドがついてきてくれている。

「あちらにアネモネが咲いていますよ」

　あてのない散歩をしていたので、花を探していると思われたのだろう。

　彼女の言う方へ目を向けると、たしかに青みがかった紫色の花が、鮮あざやかに咲いていた。

（アランさまの瞳と、似ている色……）

　エデルはぼんやりと花か壇だんを見つめた。

　今でも、信じられない。彼が自分にプロポーズをしてくれたなんて。

　身分違いだし、どうあっても結ばれることのない恋だと思っていた。彼はそう考えていなかったのだろうか。

「エデルさん！」

　名前を呼ばれて、エデルは顔を上げた。

「ルディアさま……」

　ルディアはグレーサテンのドレスをストライプリボンの大きなベルトで締めていた。まるでこれから食事会にでも出席するかのような装よそおいだ。ちらりと覗のぞいた靴は、いつかエデルが作ったオイルレザーのオープンサイドパンプスである。

「お久しぶりです。その靴、履はいてくださっているのですね」

「ええ、とても気に入っていますの。また作ってくださいまし……まぁ、のんきにご挨あい拶さつをしている場合じゃないのですわ！」

「ど、どうなさったのですか」

「エデルさん、お兄さまからの交際の申し込みをお断りになったんですってね」

　ルディアが声を低くした。

「えっ、あの……」

「どういうおつもりなのです？　お兄さまは決死の覚かく悟ごで挑いどまれていたのですよ」

（あああ……）

　いたたまれなくなって、エデルは身を縮ちぢこまらせた。

　ルディアは目を細めた。

「お兄さまはショックのあまり、お倒れになってしまいました」

「え!?」

「高熱を出してうなされておいでです。枕まくら元もとであなたの名前を呼んでおりましたわよ」

「そ、そんな」

　エデルは顔を青くした。

（わ、私が交際を拒きよ否ひしたから……？　それが精神的負ふ担たんになって……？　私みたいなのに断られると思ってなかったから……？）

　ルディアは目を伏ふせて、長いまつ毛を濡らした。

「お兄さまがおかわいそうで……わたくし、見ていられませんでしたわ。今日は婚約記念の盛大な食事会だと聞いておりましたから、わたくしもおしゃれをして待っておりましたのに……まさかこんなことになるなんて……わたくしだって、おなかがすきましてよ」

「あ、あの私……」

「エデルさん。責任をとってくださるかしら」

　ハンカチで目元をぬぐいながら、ルディアは言った。

「お兄さまに看かん病びようの者をつけたいのですけれど、あいにくとみな出払っておりますの。お兄さまの熱が下がるまで、そばについていてくださるかしら」

「わ、分かりました」

「まあ、二つ返事で。頼もしい限りですわ」

（ぜ、全然断れる雰ふん囲い気きじゃなかった……。でも、アランさまのことは気になるし）

　ルディアは微笑んで、エデルの手をとった。

「エデルさんがそばについていてくださったら、お兄さまもきっと元気になりますわ。すぐにお兄さまのお部屋へ行ってくださいまし。約束ですわよ」

　あわてて駆かけ出すエデルの背中を見送ると、メイドが見み計はからったように言った。

「使用人は、手が空いている者がおりますが」

「そうね。お兄さまの着替えとタオルとお水……そのあたりは用意してもらおうかしら」

「お届けするだけでよろしいのですね」

「もちろん」

「うなされるほどの高熱が出ておいでなら、すぐにでも医師を手配いたしますが」

「そうね。うなされていたのは、起きていたときかもしれないわ」

「ではお医者さまには少し遅めに来ていただくよう、ご連絡しておきます」

　ルディアはアネモネの花を見下ろした。

　青みがかった紫色の花が風に揺ゆられて、冬の庭に華やかさをもたらしてくれている。

「エデルさんは、お兄さまのことがお嫌いというわけではなさそうね」

　あとはエデルとアランしだいである。妹ができるお膳ぜん立だてといえば、せいぜいこのくらいのものだ。

「お嬢じようさま、お食事の用意をさせましょう」

「ええ、もうぺこぺこなの。噓うそ泣なきも結けつ構こう体力を使うのよね」

「存ぞんじております」

　今日のために用意された食事にひとりでありつくのは少々気が引けるが、仕方がない。

　ルディアはそう思いながらも、豪ごう勢せいな食事をデザートまでたっぷりと堪たん能のうしたのだった。





[image: ]






　きちんとアイロンをかけられた寝ね間ま着きと、ふかふかのタオル。水差しとコップが次々とエデルのもとへ届けられた。

　エデルはそれらを抱えて、よろよろとアランの部屋へ足を踏ふみ入れた。

「し、失礼いたします……」

　陽ひが沈みきって、部屋は薄うす暗ぐらかった。エデルはランプをそっと灯ともすと、まずはアランの様子を確認した。

　苦しそうに呼吸をしていたが、眠っているようだ。エデルがそばにいることにも、気がついていない。

　エデルはほっと胸むねを撫で下ろした。彼と顔を合わせづらかったので、眠っていてくれた方がありがたいというものだ。

　よく見れば、彼は外出用のシャツに、クラヴァットを結んだままだ。さぞかし苦しいだろう。

　ベッドで休むにふさわしい、楽な格かつ好こうをさせてあげないと……。

（楽な格好を……らくな……）

　エデルはふと、思いとどまった。

「えっと、えっと着替えは……さすがに……でも……」

　自分が、彼の着替えを持ってきたのだ。

　それに使用人は出払っていると、ルディアは言った。

　エデルはこくりと唾つばを飲み込んだ。

（や、やるしか……ない……？）

　いや、でもアランさまは私に着替えさせられるのは、絶対に嫌いやだろうし……。

　けれど、このまま汗あせで濡れたシャツを着ていては体調が悪化するのでは……。

　エデルはしばしまごまごしていたが、覚悟を決めた。

（ルディアさまに、アランさまの看病を頼まれたのだから、私がお役目を放ほう棄きしてはいけない）

　エデルは扉が閉まっていることを確認し、念のためカーテンを引いた。

（こ、これでアランさまが恥はずかしい思いをしなくて済む……もし私だったら、着替えているところを誰かに見られたら嫌だし……私は、薄目で作業して、アランさまを着替えさせたことは記き憶おくから抹まつ消しようすれば……）

「し、失礼します……」

　エデルはアランのクラヴァットに手をかけた。しかしながら、男性のクラヴァットをほどいたことなどなかった。加えて薄目での作業である。

（う、うまくほどけない）

　涙なみだ目めになって襟えり元もとをぐちゃぐちゃにさせていたところ、アランがうめいて寝返りを打った。

　エデルはばくばくする心臓を押さえて、ベッドの脇わきに逃げるように転ころがり込んでいた。

（はっ、隠かくれてどうするの……！）

　エデルはおそるおそる、シーツの上に顎あごをのせて様子を窺った。

　アランは無意識のうちに、自分で襟元をゆるめていた。どうやらエデルにいじられて苦しかったらしい。

（アランさま……おひとりで解決されてしまうなんて……さすがです……）

　ゆるめられたクラヴァットはほどくのが簡単だった。なるべく平常心を心がけながらシャツのボタンを外はずし、新しい寝間着を手に取る。

　普ふ段だん彼は服を着崩すことがないので、首筋や鎖さ骨こつがちらりと見えるだけで、エデルは動どう揺ようしてしまう。

　見ない、見ないと心の中で繰り返しながらタオルを水で濡らし、かたく絞しぼる。首の周りを拭ふいてゆくと、彼の眉み間けんに寄せられた皺しわが消えていた。

（気持ちいいのかな……やっぱりお熱が高いし、早く着替えさせてお医者さまを呼んでもらわなくちゃ）

　エデルは手を止めた。ボタンを外したはいいが、脱がせるにはもう一段階が必要だ。腕を出さなくては、シャツは取り替えられない。

（そ、そもそも背中も拭かなくちゃだし……順番がぐちゃぐちゃだ……）

　自分の手て際ぎわの悪さがほとほと嫌になる。

　手前の腕はなんとかひっぱり出せたが、もう片方はなかなかに難むずかしい。先ほどのように寝返りを打たれてはまたもたついてしまう。エデルは意を決して、ベッドに乗った。

「し、失礼します」

　アランの上に跨またがって、手早くシャツを脱がせようとしたそのとき──。

　アランと、目が合った。

「……ひぃ！」

「……エ……デル？」

「ち、違うんですわ、私、これには事情が」

　はだけた上半身のアランと、その上に跨がっているエデル。

　非常に言い訳が難しい状態である。

「私、シャツが、お熱で」

　アランはぼんやりと、自分の上に乗っているエデルを見つめていた。

　それから、エデルの腕を引っ張ったのである。

（わ────────────!!）

　エデルは叫さけび声ごえを吞のみ込んで、かちこちに固まっていた。

　アランの頰ほおが、自分のつむじにあたっている。彼の腕が、自分の背中に回されている……。

（だ、だ、抱だきしめられ……）
















　エデルは混乱しきって、息を止めていた。

　てっきり着替えさせたことをとがめられると思っていたのに、いったいどういうことなのだろう。

　アランに限って、芝しば居いや物語に出てくる悪い男性のように、女性を寝台に連れ込む……まねをするはずがない。

（ま、まさか……私をくせものと勘かん違ちがいして、拘こう束そくされたのでは……）

　エデルはおそるおそるアランの様子を窺った。

「あ、アランさま、あの」

　無言である。

「私、エデルです。怪あやしいものではありません」

「……」

「ほ、本当なんです。あっそうだ、従業員心得もそらで言えます。本物の証しよう拠こです」

「すー……」

「す、すう……？」

　アランは、眠っていた。

　寝顔までも端たん正せいで、ほれぼれとするほどだ。

（な、なんだぁ……）

　ほっとしたら、なんだか改あらためてこの状況を意識してしまい、エデルはみるみる顔を熱くした。今の自分は、アランよりも熱が高いのではないだろうか。

　自分の方がここで倒れそうだったが、気を取り直してシャツを脱がせる作業を続行しようと、身をよじる。

「エデル……愛している……結婚……」

　エデルはびくっと肩かたを震ふるわせた。

　彼は、自分の夢を見ているのかもしれなかった。

　彼の腕の中で、エデルは居い心地ごこちがよくなっていたが頭をふって、自分を正気に戻もどした。彼からシャツをはぎ取ると、丁てい寧ねいに背中を拭いてゆく。

　代わりの寝間着を着せて、水に浸ひたしたタオルを彼の額に乗せ、エデルはアランの頭を撫でた。

　エデルが熱を出したとき、母のヴァイオレットが優しく頭を撫でてくれたのを思い出したのである。

「アランさま、ごめんなさい」

　離れがたくなり、エデルは椅い子すをベッドサイドに移動させ、じっと彼の寝顔を見つめていた。

　アランが、次の寝言を発した。

「俺には、まだ、のびしろがある……」

「は、はあ」

（どんな夢を見てらっしゃるんだろう）

　エデルは彼の髪を撫でながら、愛いとおしい気持ちで胸をいっぱいにしていた。
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　目覚めたとき、アランは自身の体が軽くなっていることに気がついた。

　体を起こし、ぼんやりと部屋の風景をながめ、アランは確信した。

（やはり、俺の運命の相手はエデルしかいない）

　アランは天てん啓けいを受けた。

　なんと、エデルの夢を見たのである。

　彼女は浮いていた。いつもの、困こまったような顔をして自分のことを見下ろしていたのだ。

　アランがエデルのことを見下ろすことはあっても、逆はなかなかない。つまり、あれはエデルであってエデルではないもの──。

（天使に違いない）

　エデルの姿をした天使だったのだ。

　アランは思わず、天使を抱きしめて願った。もう一度プロポーズをやり直したい。彼女を愛している、結婚したいのはエデルだけなのだと。

　天使は腕の中でもぞもぞしていたが、アランを拒否することもなく、大人しくなった。

　それからかいがいしくアランの世話を焼き、頭を撫でてくれたのだ。

（あれが天啓ならば──俺が努力を惜おしまなければ、ふたりで歩む道が開けるのではないか？）

　頭を撫でるという行こう為いにも意味があるかもしれない。

　頭──といってすぐに思い浮かべるのは、知性や勉学といったたぐいの言葉だろう。

　自分はエデルとの仲を深めるために、例の本を参考に恋愛の勉強を重ねてきた。

（このまま指南書通り、恋のレッスンを続けろというお告げか）

　天使は、アランののびしろを認めたのだ。まだ自分には成長の余地があるということだ。

　ルディアの言った通り、エデルが運命の相手だということを神が教えてくれたに違いない。

　しかし、これは自分にとってただの都つ合ごうのいい夢という可能性もある。エデルに婚約を断られたショックで、自分のいいように妄もう想そうをしてしまったのかもしれない。

　俺はそんなに軟なん弱じやくな男ではないと思いたいが──。

　だがあの夢での抱き心地ごこちは妙みように生々しいものがあった。髪かみの毛のさらさらした具合とか、華きや奢しやな肩の感かん触しよくなどは本物のエデルそっくりだ。

（これも俺の想像なのか？　そんなに想像力のたくましい男だったのだろうか、俺は）

　夢を信じたいという気持ちと、つらい現実を受け止めなくてはならないという気持ちがせめぎ合い、アランを悩なやませる。

　悶もん々もんとしていると、部屋の外から声がかかった。

「お兄さま、起きていらっしゃいます？」

「ああ、入ってくれ」

　ルディアはアランの回復ぶりに驚いたようだった。

「まあ、お顔の色もすっかり元通りですわ。お医者さまいらずでしたわね。まさかわたくしの作戦でここまでお元気になられるとは」

「作戦？」

「いいえ、こちらの話ですわ。ときにお兄さま、エデルさんとのことですけど……」

「ルディア、俺は天啓を受けたのかもしれないが、そうでないかもしれない」

「お兄さま、何をおっしゃってるの」

「聞いてほしい、俺は夢を見たんだが──」

　ルディアは半はん眼がんになってアランの話を聞いていた。それから扇おうぎで口元を隠すと、ゆっくりと話し始めた。

「ぷっ……あら失礼しましたわ。お兄さま、それは天啓ですわね。実のことを申し上げますと、エデルさんはお兄さまがお倒れになったと聞いてたいそう心配されておりましたの」

「心配……？」

「ええ、もう真まっ青さおなお顔になって。わたくしの見たところ、エデルさんはお兄さまのことをお嫌いというわけではなさそうですわ。お身内の方が病気になられたかのようなあわてぶりでしたもの」

「身内の」

「エデルさんはお兄さまのことを想って夜も眠れずにいたのです。つまりは──まだ脈みやくがあるということでは？　その夢が示し唆さしていたのは、諦めるにはまだ早いというメッセージでしょうね」

　ルディアがもっともらしくそう言ったので、アランもだんだんそうであるような気分になってきた。夢の真しん偽ぎはどうであれ、エデルが自分を心配して夜も眠れなかったというのは現実に起こったことなのだ。

「俺は……まだ諦めなくてもいいのか……？」

「ええ、もちろんです」

「俺は、エデルを諦めたくない」

「諦めるべきではありません」

「もしあの夢が天啓だというのなら、俺はまだきっとやれるはずだ」

「お兄さまの恋のレッスンは始まったばかりですわよ」

「俺にはまだ」

「のびしろがあります」

　兄きよう妹だいは目を合わせると、お互たがい手をとり合った。

「昨日きのうはすまなかった、お前が苦言を呈ていしてくれたのに」

「構かまいませんわ。お兄さまがお元気でいらっしゃるのが一番喜ばしいことなのです。それでこそわたくしの、自じ慢まんのお兄さまでしてよ」

「兄想いの妹を持って、俺も誇ほこらしい」

　妹と仲直りをすませると、アランは咳せき払ばらいをした。

「ときにエデルは？」

「昨日は一晩中起きていらしたので、先ほどお休みになりましたわ。あの部屋を使うわけにはいかないとしぶっておられましたが、わたくしがほかの部屋を与えませんでしたので」

「それでいい。どのみちエデルが使わなければ、俺が死ぬまであの部屋は空室だ」

　アランはまじめな顔で言った。

「例の指南書を読みながら食事をとりたいんだが……」

「お食事はすぐにご用意させます」

　ルディアは書斎机から恋愛指南書を数冊手にとって、兄のベッドサイドテーブルに重ねた。

「お兄さま、闇やみ雲くもにプロポーズを繰り返しても結果は同じです。ここはまだ試ためしていないテクニックを利用し、エデルさんの様子を窺いましょう。『押してだめなら退ひいてみろ』作戦ですわ」

「奇き遇ぐうだな、俺も同じことを考えていた」

　アランは丁寧に本を開き、新たなテクニックを求めてページをめくり始めた。
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　ガラスドームは、靴の街カンディナール屈くつ指しの老舗しにせ靴店である。

　薔薇とつぐみのアーチに囲われた玄げん関かん口ぐち、ドロップガラスシャンデリアに照てらされたショーウィンドウには流りゆう行こうの舞踏靴や革靴が陳ちん列れつし、ドアマンが扉を開ければ陶とう器き製せいのベルが柔やわらかな音で鳴り響く。

　シンデレラの末裔であるディセント伯爵家の経営するガラスドームは、シンデレラが一足の靴をきっかけに人生を変えたことにあやかって、老ろう若にやく男なん女によ身分を問わずに多くの人々が靴を作りにやってくる。

　アランと共に昼過ぎに出しゆつ勤きんしたエデルは、工こう房ぼうでせっせと仕事に励んでいた。

　エデルがまずはじめにとりかかったのは、靴型がきちんとできているかを確認する作業だ。

　同じ人物の靴でも、紐ひもつきタイプの靴にするか、浅あさ履ばきの靴にするかで靴型の形が変わってくる。常連のお客さまが初めてブーツを注ちゆう文もんされたので、新しく靴型を作り直したのだ。

（ブーツは足首の部分を太目に作っておかないと、サイズが合わなくなる……）

　靴によって肉づけの位置が異なるため、難しい作業だ。できあがりのイメージに合わせて型を調整していかなくてはならない。

　こういったときは熟じゆく練れんの職人に、まずは確認である。

「ジジさん……」

　ジジはすぐにやってきて、靴型の出で来き栄ばえを確かめてくれた。どうやら問題なかったようでほっとする。

「そういえばエデル、寮りようが壊こわれたんだって？　大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

　エデルとアランが同居を始めた理由は、エデルの寮が住居として使用できないほどに壊れてしまったから……ということになっている。

　ジジは隣の椅子に腰をかけて、興きよう味みしんしんといった様子でたずねてくる。

「で、どうなんだ？　同どう棲せい生活の感想は」

「ど、どうせい……」

「アランさんも晩生おくてなんだか手が早いんだが……。自分の家にエデルを住まわせるなんてなあ」

「そ、そんな。ルディアさまもいらっしゃいますし、使用人の方も大勢いらっしゃるんですよ」

　いいながらも、エデルは思い出していた。

（出勤のときは、同じ馬車に乗ることになったけれど……）

　同じ家から出発し、同じ職場へ向かう。アランの屋敷に居い候そうろうさせてもらっている身なので当たり前のことなのだが、なんだかその事実が少し、こそばゆく思える。

　昨日のことがあったのでさぞかし気まずい道のりになるかと思ったが、アランは予想以上に落ち着いていた。本に目を落としては、思い出したように話しかけたりしてくれる。

　失礼な返事をしてしまったというのに、彼が自分を気遣ってくれているのだと分かって、エデルは申し訳なさとありがたさでいっぱいになっていた。

（それに……）

　ガラスドームに到着する直前アランは、エデルにこう言ったのである。

「昨日はお前の都合も考えずにいきなり交際の申し込みをして、すまなかった。今はいったん退いておく。けれど、俺はお前以外の女性を妻つまにするつもりはない、これから何があっても」

（何かを言う前に、アランさまは執しつ務む室しつへ入ってしまったけれど……）

　自分のことなど待たなくてもいい、気に入る女性ができたなら、その方と幸せになってほしいと。

　そう言うべきであったのだが、そんな未来が訪おとずれなければいいのにという気持ちが強かった。

（私、ずるいな）

　彼に交際できないと言っておきながら、ほかの女性を妻に迎えるつもりはないという言葉に、ほっとしているなんて──。

　朝の出来事に想いを馳はせていると、ジジがにやにやと口元をゆるませていて、エデルは我われに返った。

「使用人がいようと、ルディアさまがいようと、エデルとアランさんには関係なかったわけだ。今日も昼過ぎからの出勤だし、なんだか怪しいなあ」

「えっ……」

　昼過ぎの出勤だったのは、慣なれない看病をしたせいかいつも通りに起きられなかっただけで……。

　けれど何を言ってもやぶへびになりそうな気がして、エデルは話題を変えた。

「あの、ジジさん。ランタン・デイの注文靴のことなんですけれど……」

「ああ。質問されると思っていた。たぶんエデルはこういった傾けい向こうが一番苦手なんじゃないかと思ってね」

　仕事のことになると、ジジの表情は瞬しゆん時じに変わる。試し作さく師し兼けん店長、彼の役割はガラスドームの太い柱そのものだ。

「仮装パーティ用の靴なんて、デルタさんは教えてくれなかったんじゃないか？」

「はい、祖父から教わったものは普段使いできるものが主おもでしたから……。作ったことはあるのだと思いますが、デザインまでは……」

　オルハラ国は、もうすぐ仮装パーティでにぎわうランタン・デイを迎むかえようとしていた。

　実は、今エデルが作成しているブーツもランタン・デイ用の靴なのだ。

　ランタン・デイの期間は各地方により定められた日から二週間となっている。もうすぐここカンディナールや近きん隣りんの王都がその期間に突入することになる。

　この大がかりなイベントは、大昔にとある地方領主が、変わり映えのしない豊作のお祭りに手を加えたのが始まりで、各地方に浸しん透とうしたのである。

　当時はくじ引きで当たった村人が、領主と服を交換して一日領主として過ごすというものだったらしい。やがて祭りの参加者全員が仮装をするようになり、それが話題を集めて大いに盛り上がることになった。仮装目当てに祭りの時期はよそからも人が集まるようになり、その村の経済は潤うるおった。

　みながその恩おん恵けいにあやかろうと、各地方で仮装大会を始めるようになったのである。祭りの始まりの時期が地方によりずれているのはそのためで、みなが同じ日に祭りを行ってしまえば物見の客が分散してしまうからだ。

　ランタン・デイでは物語の登場人物や歴史上に存在した人物を模した衣い装しように身を包んだり、普段とは違った人物になりきるために仮面や小道具を身に着けたりする。

　身分を問わずこの遊びにみな夢中になるのだが、街を歩くときはランタンを持つのがいつの間にか習しゆう慣かんづいていた。

「たしか、あちこちの街で夜中におばけの格好をした人がうろついていて通報されたのが始まり……でしたっけ？」

「まあそうだろうね。ランタンを持って祭りの参加者であることを主張しないと、衣装によっては人を驚かせてしまうだろうから」

　ジジが遠い目になった。

「年数を重ねると衣装もだんだん派は手でになって、おどろおどろしくなっていくからねえ。私も去年は紫色のヘドロみたいな靴を作ってくれって言われたなぁ……」

「ひ、ひぃ……」

　その注文は結局どうなったのだろう。ジジの表情が引きつっていたので、なんとなく聞けなかった。

「ご予約のお客さまもランタン・デイ用の靴や飾かざりの注文が多いんです。それに、私のデザイン案は、いまいちだったみたいで……」

　以前の貝かい殻がらの靴に変わって、今ショーウィンドウを飾っているのは一風変わったデザインの靴ばかりだ。

　履き口の布を大きく広げて精せい緻ちなホワイトレースをふんだんに乗せたショートブーツは、まさかの男性用。二百年ほど前、騎き士したちはこのようなブーツを式典の際に履いていたらしい。

　膝ひざの甲こうまで隠れるロングブーツには、さまざまな動物の足あし跡あとの刺し繡しゆうが。

　なんと、唇くちびるの形のシュークリップまで売られている。

　もちろん伝統あるガラスドームの靴なので、素材やデザインは突飛になりすぎないように気を遣われているが、ドロップガラスシャンデリアは色つきガラスに、敷しき物ものはレースからベルベットに取り替えられた。普段のショーウィンドウとは様相を変えている。

　ショーウィンドウに飾る試作靴のデザイン案はエデルも出してはいたのだが、アランの婚約者候補であった令嬢、シレーヌ・クラウデッドが急きゆう遽きよ来店し、エデルはそちらの注文にかかりきりになってしまった。彼女の案は採用されることなく、手元に戻ってきたのだ。

（少しでも見どころがあるデザインだったら、ジジさんに意見をもらって、試作靴に使ってもらえたはず……。結局、ボツになってしまったんだ……）

　アランは「デザインを考える機き会かいはこれからいくらでもある。店でシーズンを過ごしてから、もう一度デザインするといい」と、エデルに宿題を出した。そしてショーウィンドウの靴はジジに一任したのである。

「私、全然お役に立てていなかったですね……」

「エデル。ショーウィンドウの靴を作るのは試作師の仕事だ。気に病やむ必要はないさ。でも、今の傾向を知っておいた方がいいな。……それに、ディックも最悪の案を出してきたから、どうせなら勉強会といこう」

　時計を確認して、ジジはディックを呼びかけた。

　作業も落ち着き、予約客もまだ来店していない。隙間の時間を利用して勉強会を開くにはちょうどいい頃合いだ。

　工房のすみで靴ひもの選定に悪あく戦せん苦く闘とうしていたディックは、これ幸さいわいとこちらにやってきた。

「なんだよオッサン、今いま更さらランタン・デイの靴の話なんて」

「ディックくんも……案を出してたの？」

「当たり前だろ！　おれさまの斬ざん新しんなアイディアを、アランさんは一秒で却きやつ下かしやがったけどな！」

　ジジがデザインボードをエデルに手渡した。

「ディックのデザイン。靴ひもでがんじがらめにしたブーツ、命名『ミイラ』だそうだ」

　ロングブーツが、たしかにいくつもの靴ひもで縛しばり上げられている。

「あっ、えっと……」

　エデルは言葉に詰つまった。

（脱ぐのも履くのも大変そう……。そもそも、これって靴ひもをどうやって結ぶんだろう。全部リボン結びというわけには……それとも縫ぬいつけるの……？）

「その靴に使うのにちょうどよさそうな靴ひもを探してたんだよ。もっかい材料をそろえてアランさんに挑戦してやろうと」

「やめとけ。結果は同じだ」

「やる前から結果なんて分からないだろ!?」

「分かりきっている。ミイラはありえない」

「え、えっと……」

　ディックは、ジジの甥おいにあたる。親しん戚せき同士のふたりは気心が知れているのか、遠えん慮りよがない。興こう奮ふんぎみのディックに何か言葉をかけようか悩んでいると、彼は矛ほこ先さきをエデルに向けてきた。

「エデル、お前もおれのデザインを馬ば鹿かにしてるんだな!?　お前はどんなの出したんだよ!?」

　ジジがエデルのデザインボードを取り出した。

「あっ、それは」

「ふっつーじゃねえか！」

　エデルが出したのは、どんな衣装にも合わせやすいように……と配はい慮りよした黒いビロードのショートブーツだ。飾りはいっさいない代わりに、裏地に明るい黄緑色の生き地じを使い、脱いだときに印象深い作りにしていた。

「少なくともお前のミイラより実用性はあるだろうが」

　ジジはディックの頭をこづくと、ふたりを椅子に座らせた。

「来年のランタン・デイはふたりに戦力になってもらいたい。セスが抜けて、職人不足なのは相あい変かわらずだ。──アランさんは、セスの代わりを入れるつもりはないらしい。一時的に職人をよその工房から借りたとしても、セスの役割を与えるつもりはないと、この間はっきり聞いたからな」

「セスさんの、代わり……」

　以前店長をしていたセスは、魔術師であった。

　シンデレラの末裔であるアランのそばで暗あん躍やくし、魔術師の靴を集めて、少女たちに手渡していたのだ。──すべては、彼が魔術師の力を失わないようにするために。

　エデルとアランの説得により、セスは魔術師を足ぬけする事になった。そのために彼は一度、故こ郷きようへと帰ったのである。

　ディックが頰ほお杖づえをついてたずねた。

「セスさんから何か連絡ないのか？」

「ないな。手紙も届いていないらしい」

「じゃあ、このまま退たい職しよくってことになっちゃうんじゃないの？　休職ったって、ちゃんと期間が設もうけてあるんだろ」

「アランさんも、このままにするつもりはないだろう。そのためにセスの代わりを募ぼ集しゆうしていないんだ。私たちにできることは、セスがいない間もこの店を変わらず守り続けることだ。そのためには、お前たちの技術向上が必要不可欠なんだよ」

　ジジが広げたのは昨年の注文履り歴れきと、ランタン・デイ用のドレスや帽ぼう子しが特集されたデザイン資料集だ。

　これらが、ランタン・デイの靴を作るためのヒントになる。

　デザイン案を出すにあたって、エデルも過去の資料に目を通してはいた。だが結果的に、試作靴にふさわしいデザインを起こすことができなかったのだ。

（つまり私は、目を通したはずの資料から正しい情報を拾えていないんだ）

　ジジは腕を組んで言った。

「先に言っておくが、この情報は『もう古い』んだ」

「古い……」

「昨年流行した衣装、それより前にランタン・デイ用として履かれた靴。ここにあるのはそういったものだ」

　ディックは憮ぶ然ぜんとして言った。

「じゃあどうやって考えりゃいいんだよ？」

「ヒントは古い情報にしかない……ということですか？」

　ジジは首をふった。

「アランさんがなんのために新聞や雑誌を工房に置いてくれていると思ってる？　お客さまとの会話についていくためだけじゃないぞ。ここには最新の情報があるからだ。今年だったら……そうだな。『仮面の歌姫』じゃないか？」

（シレーヌさま？）

　真夜中の橋の上で歌を披ひ露ろうし、一いち躍やく有名になった仮面の歌姫。その正体は伯爵令嬢シレーヌ・クラウデッドである。

　歌を披露しているときのシレーヌは仮面で顔を隠し、黒のフードをかぶっているため、その正体を知る者は少ない。アランやエデル、そして彼女を支え続けてきたオーウェンなどの一部の人間のみである。

「今年の女性たちは、黒のフードに目元を隠す白い仮面をつけるだろうなあ。これなら労働者階級層も手が出しやすいから、この界かい隈わいでランタンを持った仮面の歌姫が大勢見られる」

　たしかに、大がかりな衣装ではないので安価でそろえられそうだ。

「仮面の歌姫の扮ふん装そうをする場合、靴はどのようなものが最適だと思いますか？」

「この間エデルが作っていたような金色でもいいし、仮面と合わせて白が無難だな」

　金色のトゥーキャップシューズは、仮面の歌姫本人のためにエデルが選んだ靴だった。その靴で、新しい一歩を踏み出してもらうために。

（お客さまのご希望される色がなければ、できるだけ白を作ろうかな……）

　なんとなく、期間限定の仮装で履かれる靴とシレーヌの靴とは区別をしておきたくなって、エデルは心に留め置いた。

「このように、時流から流行の扮装を予想してある程度戦略を立てておくのが大事だ。もちろん、みなが流行の格好ばかりをするわけじゃない。特にガラスドームにやってくるお客さまは伝統を重んじる方が多いからな」

　そこでこれだ、とジジはデザイン資料集と過去のデザインボードを広げた。

「絶対に色あせない伝統の衣装をいくつか紹しよう介かいする」

「待てよオッサン。さっき、この情報はもう古いって言ったじゃねえか」

「そうだ。古い。だからといって、古いことが悪いとも限らない」

　ジジがページをめくると、古風なドレスや帽子のデザインが並んでいた。

「これは王妃シンデレラ存命時、『靴の黄金期』の時代の衣装だ」

　王妃シンデレラは靴を愛し、産業として発展させた。国中の人間に「足元を装う」という娯ご楽らくを浸しん透とうさせたのだ。その最盛期が、『靴の黄おう金ごん期き』であると言われている。

「今の流行とは違いますが……なんだか、昔の宮きゆう廷ていみたいで、わくわくしますね」

「そう。百五十年前の著ちよ名めい人じんや、当時の芝居の衣装を着るのも人気だ。それに合わせて代々伝わるアンティークジュエリーを身に着けることもある。昔の衣装の人気が根強いのは、こういった楽しみがあるからだな」

　宝石箱の中で眠っていたアクセサリーを取り出してつけてみたり、古風なデザインの衣装で時間旅行気分を味わえるというわけだ。

「なかでも人気なのが『薔薇伯爵と薔薇夫人』だな。この時代に流は行やった芝居のひとつだけれど、今でもずっと愛されている」
















　薔薇伯爵と薔薇夫人は、現在でも歌劇で人気の演目である。往年の夫婦の物語なので、ベテランの役者が迫力のある演技をすることで有名なのだ。

　この衣装は基本的にふたり一組であつらえるので、夫婦や恋人同士に人気のようだ。

　薔薇伯爵のタキシードの左腕には絡みつく蔦つたが、薔薇夫人のドレスの右肩には、ひときわ大きな茶色の薔薇が乗っている。

「薔薇伯爵の左腕の蔦は、薔薇夫人の衣装に乗っている薔薇のものってことですね？」

「そういうこと。女性の独どく占せん欲よくを表す衣装だよ。このお芝居は夫を愛しすぎて狂くるってしまった女性の悲恋のお話だからね」

「けっ、悪あく趣しゆ味み」

　ディックは資料集から目を逸そらして、頰をふくらませている。

「こんなのふたり揃って着るやつらなんて、どうかしてるぜ」

「それが意外に多いんだよな。まぁ恋人同士、仲がいいのは結構なことじゃないか。それにランタン・デイは奇抜な衣装を堂々と着られるまたとない機会だろう」

　ジジが笑って付け加えた。

「エデルだってアランさんと着てみたいよな？」

「えっ」

　エデルは思わず、官かん能のう的てきな薔薇夫人のドレスを見た。

（わ、私がアランさまを独占……ど、独占……）

　彼を独占など、できるわけがない。いつも魔術師の靴の回収やガラスドームの経営で忙いそがしく飛び回っているのだ。

（でも、アランさまの看病をさせてもらえたときは──）

　離れがたく思って、そのまましばらく、彼の寝顔に見入っていて──。

　アランが眠っている間は、安心していられる。目が覚めたらプロポーズを断った自分が、なぜ彼のそばにいるのだと思われてしまうかもしれない。

　だからもう少しだけ、と想いながら結局一晩彼のそばで過ごしてしまった。彼には申し訳ないけれど、もっとこの時間が長く続いてくれればいいのに、と思っていた。

　ああいう気持ちを、「独占したい」というのだろうか……。

「オッサン、気持ち悪いこと言うなよ！　エデルがめちゃくちゃ引いてるだろが！」

　エデルは我に返って、あわてて言葉を発した。

「え、えっと素す敵てきなお衣装ですので、アランさまはお似合いになると思います。でも、私には分ぶん不ふ相そう応おうというか……こんなにいっぱいタフタが入ったドレスは、きっと着ても歩けないでしょうし」

「そうだぞ。だいたい茶色の薔薇なんて枯れてるじゃないか。もっとおばさんが着るドレスだろこれ」

「デ、ディックくん」

「ところでこの衣装に合わせる靴ってどれがいいんだ？」

　ジジは注文履歴を見せてくれた。

　エデルは過去のデザインボードに、しばしの間みとれていた。

「アンティークのようです……。靴のデザインも、百五十年ほど前のものなんですね……」

「素材は今そろえられるものを使うけれど、質感は合わせる。百五十年前にオルハラ国のご令嬢が、実際に履いていたものと同じデザインだ」

　シルクサテンのハイヒールであった。女性の足は小さければ小さいほどよいとされていた時代特有のデザインだ。

　ドレスの裾すそが広がっていたこの時代、装そう飾しよくはつま先に集中していた。この靴も甲こう革かわに刺繡つきのリボンテープが貼はられている。

「私がデザインしたのは、仮装に合わせるために無難な靴、でした。けれど流行するものを予想して型をしぼるか、古典的な衣装をイメージしておくか、どちらかに振りきるべきだったということですか？」

「そうだな。流行するものはどの靴店も大量に作るからお客さまに選せん択たく肢しが多すぎて、選んでもらうのは難しい。古典的な靴はすでに数えきれないほどカンディナールの靴店がデザインしている。今の自分がその中で何を提供できるのか、そこまで考えて満点だった」

（そ、そんな……。来年までに、そこまでできる自分になれているのかな）

　自分のデザインボードを見下ろしてみる。たしかに、この黒い靴は仮装の『裏うら方かた』のような役割だ。便利そうではあっても、決め手には欠けるデザインかもしれない。

「どうしたら、お客さまが即決できるデザインを考えられるでしょうか」

「こればかりは経験を積むことだな。助言するとしたら、誰かに相談しなければならないような、『迷まよい』のあるデザインは捨てることだ」

　ジジの言葉に、エデルは首を傾かしげた。

「迷い……？」

「私たちはガラスドームの仲間で助け合いながら靴を作る。分業制だからな。不得意な刺繡をすることになったり、デザインが決められなかったりしたら、誰かに声をかければいい。これはとても働きやすく効率もいい。だが、自分で選択することに臆おく病びようになる」

　困ったことがあれば、仲間に声をかければいい。

　だが、何も考えずにそれを続けていればどうなるか。

　誰かの意見を聞いてからじゃないと決められない人間になってしまう。

「必然的に経歴の長い者や、責任者の意見が強く投影されてしまう。そして従うことの安心感をおぼえてしまえば、能力的に伸び悩むことになるんだ。自分で考えるということが苦手になる。だから最初にデザインを起こすとき、誰にも手を加えさせないつもりで、これが一番のデザインだと決めるんだ。今回、エデルが出した案はどうだった？」

　仮装の手助けとなるような、黒のショートブーツ。

　去年の資料を見て、手て探さぐりの中デザインを起こした。

（いい案だったらジジさんから手直しが入るはずって思ってた。何かあったらアランさまが意見をくれるとも……最初から人の手が加わることを前提に安心していたんだ）

　ガラスドームには、従業員心こころ得えがある。




　ひとつ、道に迷えば先せん達だつの背中を。

　ふたつ、道を外せば大声で叫べ。

　みっつ、道の向こうから迎えを待て。




　山登りの掟おきてのようなこの心得は、職人同士、協力し合いながら切せつ磋さ琢たく磨まするという意味がこめられているのだ。

　だが、もちろんそれに甘えていいということではない。

（自分で決めるのが、大切なこと……）

　簡単なようでいて、実は難しい。

「まあ、アランさんの言う通りこのシーズンを過ごしてみて、お客さまのオーダーを一通りこなすといい。自分が納なつ得とくできるデザインを起こすには、まずは経験値を積むことだからな。ほかの店の品やショーウィンドウもよく見ておくんだ。技わざを盗ぬすむ師がひとりでは、職人として伸びないぞ。来年には自信を持ってデザインした一足を見せてくれ。そのうえで、みんなで靴を作ろう」

「はい、やってみます」

　返事をすると同時に、ちりん、ちりんとベルの音が聞こえてくる。さっそくお客さまが来店したようだ。

「あっ、見習いは松ヤニ作りさせてるんだった。おれ行ってくる！」

　資料と顔をつきあわせていたディックが、我先にと工房を飛び出していった。

「うちは伝統ある店なのに……あいつのああいうところ、直させないとな……」

　しばらくして、ディックは困ったような顔をして工房に戻ってきた。

「どうしたの？　ご予約のお客さまじゃなかった？」

「うん。飛び込み……。めちゃくちゃちっこいお客さん」

「小さい……？」

　ジジが顔つきを変えた。

「ひとりで来たのか？」

「そうみたいだ。親もいないし、聞いても答えない」

「まいったな。未成年ひとりで靴を作ることはできないんだよ。親の同どう伴はん、もしくは委い任にん状じようがなければ受けられない。うちの店は子どもの小こ遣づかいで買える品を置いていないからなぁ……」

　ジジの懸け念ねんはもっともである。注文を受けて、あとでトラブルになる可能性もある。親の知らぬところで子どもが大金を使っていた、ということになりかねない。

　オーダーメイドの靴を返品されても、その靴は店頭に出して売るわけにはいかないのだ。注文主のサイズに合わせた、その人のための一足なのだから。

「ところが、支払い能力はあるみたいなんだよな。どっさりお金が入った袋を持ってて、『これで足りますか』って」

「ますます怪しいじゃないか。万が一、親の貯金をくすねてきていたらどうするんだ」

「かわいい女の子だったぞ」

「よし、では私が話をしてこようかな」

　女の子と聞いて、ジジはびしっと立ち上がった。

「小さくてもレディはレディだ、数年後の成長しだいでは大たい輪りんの花に」

「オッサン……女好きもそこまでいくと引くぞ……」

「あ、あの。すみません、今回は私が行っても、いいでしょうか」

　エデルはおずおずと申し出た。

　もし小さな子どもが、ガラスドームに憧あこがれて来店してくれたのだとしたら、それは店としても大変ありがたいことである。

　でも、もし大人の男性が出てきて、靴の注文を断られてしまったら……。

　ジジはきっとやんわりと伝えてくれるだろうが、もしかしたら怖がらせてしまうかもしれない。

　エデルの気持ちをくみ取ったのか、ジジは顎ひげを撫でて言った。

「……そうだな。せっかくだから部屋へ通して、お茶も出してやりなさい」

「いいんですか？」

「未来のお得意さまになってくださるかもしれない。店の雰囲気だけでも楽しんでもらって、お帰りいただこう」

　どんなお客さまでもせっかくご来店してくださったのだから、店を出るときにはいい気分になっていただきたい。

　エデルはほっとして、室内履きから接客用のパンプスに履き替えた。

　アランが贈ってくれたこのアンクルストラップパンプスはヒールが高く、背筋がしゃんと伸びてくれる。少しだけ自分に自信が持てるようになるのだ。

　カウンターから顔を覗かせると、扉のそばにエプロンドレスを着た小さな女の子が立っていた。

　髪の毛は耳の後ろでふたつに結んで、大きな瞳を不安そうに揺らしている。その様子はさながら知らない森の中に迷い込んだ、ウサギのようである。

（かわいらしい……）

　エデルはなるべくヒールの音を響かせないように気を遣いながら、少女に近づいた。

「いらっしゃいませ。私、エデル・アンダーソンと申します。お客さまのお名前をお伺うかがいしてもよろしいですか？」

　少女はきょとんとした顔をしてから、か細い声でつぶやいた。

「リリーローズ・シュタイン」

「リリーローズさま。お部屋へご案内いたしますね」

　思えばこんなに小さなお客さまを接客するのは初めてのことである。リリーローズは緊きん張ちようしているようで、表情が硬かたかった。

（こ、こっちまで緊張してきた）

　何しろ、エデルにとって初めての『お断り』の接客である。ちゃんとお伝えできるだろうか。

　リリーローズががっかりしてしまったら……と考えて頭をふった。

　悪い方に考えても仕方がない。精いっぱいお伝えしなくては。

　こちらがぎこちなくてはお客さまを不安にさせてしまう。エデルは深く息を吸って、自分を落ち着かせた。

「お部屋はこちらになります」

　出口に一番近い来客室だ。リリーローズがソファに腰を下ろすと、見習い職人が見計らったように紅茶とお菓子を用意してくれる。

「どうぞ、召し上がってください」

　エデルがすすめても、彼女は出されたものに手をつけなかった。

　リリーローズはじっとエデルのことを見つめると、口を開いた。

「あの、聞いてもいいですか」

「なんでしょう」

「私は靴を作りたいのですが、ショーウィンドウに子ども用の靴はありませんでした。大丈夫ですか？」

「そのお話なんですけど……」

　エデルが説明をする前に、急せいたように彼女は言った。

「仕事を辞やめられる靴が欲しいんです」

　エデルはリリーローズをまじまじとながめた。

（たぶん、十歳前後くらい……。私もおじいちゃんのもとで、このくらいの歳としのときには働いていたけれど……）

　どちらかといえば、自分は働いて賃ちん金ぎんをもらうというよりは、職人として修しゆ業ぎようをさせてもらう期間だった。つらいときでもあったが、靴職人になるという目標があったからこそ、投げ出したいとは思わなかった。

　エデルは注意深くリリーローズを観察した。

（とても、疲つかれているみたい……）

　子どもらしかぬ暗く沈んだ瞳である。はじめは靴店にひとりでやってきて緊張しているのかと思ったが、もっと別の何かに切せつ迫ぱくしているような表情をしている。

「仕事を辞めても、許ゆるしてもらえるような靴が欲しいんです。シンデレラ王妃みたいに、靴で人生を変えたいんです」

「え、えっと……。リリーローズさまは、なんのお仕事をされているのですか？」

「……庭師です」

　庭師。こんなに小さな子が。

（でも、親が庭師ならば小さな頃から仕事に慣れ親しんでおかせようとするのかも……）

　それにしては、ディックに見せたというお金のことが気になる。彼の話ではリリーローズが子どものお小遣いとしては考えにくい金額を持っていたということだったが……。

（それに、仕事を辞めても許してもらえる、って……）

　言葉を変えるなら、仕事を辞めたら許されない、ということだ。

　エデルは気を取り直して、質問した。

「お歳を伺ってもよろしいですか？」

「十歳です」

　やはり、彼女はエデルの見立てた通りの年ねん齢れいだったというわけだ。

「残念ながら、リリーローズさまのご年齢ですと、親おや御ごさまの許きよ可かがなければ当店で靴をお作りすることはできかねるのです」

「えっ……でも、私は働いています。大人と同じように」

　リリーローズはポシェットの中から、巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出して、中身を見せてくれた。

　エデルがちらりと確認できただけでも、上等な大人用の靴が五足は作れそうな額が入っている。たしかに、これは子どものお小遣いの範はん囲いではなさそうだ。

　エデルは言いづらそうに口にした。

「委任状だけでも、構いません。こちらで書類を発行しますから、保護者の方にサインをいただいて……」

「親は、いません。頼めません」

「リリーローズさまの現在の保護者は、雇い主の方でしょうか？」

　リリーローズは戸惑ってから、うなずいた。

（私と同じ状況か……）

　エデルの現在の保護者は、アランである。家を借りるときや、祖父の財産を処しよ分ぶんするときなどは彼が保証人になってくれた。そういったことに不ふ慣なれだったエデルは、ずいぶんと助けられたものだ。

　けれど、これはアランがたまたま親切なオーナーであったからである。

　たいていは大きな買い物をしたいとき、雇い主に保証人になってほしい、とは頼みづらいものだ。

（このまま帰っていただくのは、やっぱりつらいな……）

　リリーローズはうつむいて、エプロンドレスの裾すそを見つめている。

「あの。ではご予約というかたちでどうでしょう？」

「予約……？」

「リリーローズさまが成人なさったら作る靴を、今決めませんか？　もちろん、期日が近づきましたらこちらから改めて予約日の確認のお手紙を入れますし、その時点でリリーローズさまはキャンセルなさることもできます。すぐにお作りすることはできませんけれど、これなら今日、一いつ緒しよに靴をお選びすることができます。サイズは成人されてからまた改めて測らせていただいて」

　リリーローズは目をぱちくりさせて、ようやく子どもらしい表情になった。

「十六歳の誕たん生じよう日びまで、待ってくれるということ？」

「そうです。六年後に履く靴です」

　彼女はエデルの提案を意外に思ったようだった。

　しかし、再び大人びた顔つきになる。

「……いい話だけど、すぐに変わりたいんです。でも、だめみたいですね」

　リリーローズは立ち上がった。

「──帰ります」

「リリーローズさま」

「今、靴を作って変わりたかったんです。子どもは、大人になるまで人生を変えられない。大人には変わる手段がいくらでもある。でも子どもには、ありません」

　早口でまくしたてるように言うと、リリーローズは扉へと体を向けた。

「待ってください」

　エデルはリリーローズの手をとった。かさかさとしていて、最近こしらえたらしい小さな傷もあった。厳きびしい労働を知っている手だった。

「お仕事を、辞められる靴とおっしゃいましたね。リリーローズさまは、大人に命じられて今のお仕事をなさっているのですか？」

「そうです」

「あの……私でよければ、ご相談に乗れます。私もリリーローズさまくらいの年齢で、働いていました。すぐに靴は作れなくとも、ゆっくり、時間をかけて新しい靴を作りませんか？　もしすぐにということであれば、私が一緒に雇い主の方にご挨拶に行きます」

「……」

「それに一緒にお仕事について考えたら、もしかしたら見方が変わるかもしれません。リリーローズさまが一いつ生しよう懸けん命めい働かれているの、手を見れば分かります。きっと、丹たん精せいをこめてお庭を作っているんですよね」

　エデルはたどたどしく続けた。

「打ち込めるお仕事なら、きっとリリーローズさまに向いています。リリーローズさまの靴のこと、お仕事のこと、一緒に考えさせてくれませんか？」

「あなたは、人がいいみたい」

　リリーローズはぽつりと言った。

「ランタン・デイは、どこかのパーティに参加するの？」

「ランタン・デイ……ですか？」

　唐とう突とつな質問だった。

「いえ……予定はありませんが……」

「『薔薇伯爵と薔薇夫人』にだけは、近づかないで」

　リリーローズは短くそう言うと、エデルの手を振り払った。

「お茶と、お話をありがとう」

「あっ、あの」

　リリーローズは部屋を出ると、素早く階段を駆け下りて、あっという間に店を出てしまった。

　あまりの速さに、エデルはあっけにとられるばかりだ。先ほどまで落ち着いて話していた少女とは思えない。

（落ち着いて……）

　そう、リリーローズは落ち着きすぎていた。まるで大人だ。店の中を珍めずらしげに見ることはあっても、けしてチェストやテーブルを触さわったり、エデルをあれこれと質問責めにすることはなかった。エデルに対して、人見知りすることもなかった。

「お客さま、帰ったのか？　ずいぶん騒さわがしかったな」

　リリーローズが階段を駆け下りる音が聞こえたらしい。ジジがカウンターから顔を出していた。

「ええ。結局、うまくお話しすることができたか分かりません」

　リリーローズが出て行くときに鳴ならしたドアベルが、最後のリン……という音を残して静かになった。

（薔薇伯爵と薔薇夫人にだけは、近づかないで──）

　いったいどういう意味だったのだろう。

　エデルは扉を開けてリリーローズの姿を捜さがしたが、見つからなかった。ドアマンが、彼女が裏通りへ走っていったようだと教えてくれる。

「靴を作ってあげたかったな……」

　エデルはしばし、祖父のデルタと過ごした思い出を振り返っていた。

　田舎いなか町まちの、小さな靴の修しゆう繕ぜん屋やで、小さなエデルは労働の厳しさと夢の大きさを、同じくらい知っていた。
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　薔薇の世話をしなくてはならない。

　リリーローズはとぼとぼと街かい道どうを歩いていた。

　石いし畳だたみに目を落とし、自分のすりきれた靴の先っぽを見つめながら、空想をした。

　もし私があの、すばらしい内装の靴店で働いていたら。せめて、今踏みしめている石畳を作る仕事をしていたら。

　こんなに後ろめたい気持ちを抱えたまま、街を歩かなくて済むのに。

『打ち込めるお仕事なら、きっとリリーローズさまに向いています』

　あの人──エデル・アンダーソンと名乗った靴職人は、そう言った。

　たしかに、終焉の薔薇を作れるのは今のところ自分しかいないのだから、向いているということになるだろう。

　向いている仕事が、自分の望んでいる仕事とは限らないだけで。

　ぼんやりとしながら馬車に揺られ、リリーローズは禁園へ帰ってきた。──結局、この庭から逃のがれることはできなかった。

「つらい顔をしているね、リリーローズ」

　呼び止められて、リリーローズは顔を上げた。

　門の前に見知らぬ男が立っている。

「あなたは、誰」

「おぼえていなくとも無理はない。ぼくがきみに会ったとき、きみはまだ庭師ですらなかった。今よりもずっと小さな子どもだったよ。オスカー神しん父ぷから自分の後こう継けい者しやにするつもりだと言われたときはこの目を疑うたがったものだが、いまや立りつ派ぱに庭を守っているようだね」

　リリーローズは慎しん重ちように男を観察した。

　大人の男性は、年齢をあてることが難しい。目の前の男は若くも見えるが、そうでないようにも見える。

　灰桃色ローズミストの髪の隙間で、薄茶の人ひと懐なつっこそうな瞳を細めている。なぜだろう、先ほどの靴職人を思い出した。

「オスカー神父はぼくの大だい先せん輩ぱいなんだ。お互い戦時中のオルハラ国の歴史を調べていた。マルゴ教授のもとでね」

「マルゴ……」

　その名はリリーローズも知っていた。終焉の薔薇はマルゴという男がもともと管理していたのだ。その後リリーローズの保護者であるオスカー神父が役目を引き継いだ。

　ということは、目の前の男は神父と師を同じくした知ち己き──ということになる。

「僕は戦後のシンデレラ王妃の政治活動について研究していたけれど、きみの保護者はもっぱら戦時中の歴史に夢中だった。それに、秘密の薔薇について特に熱心だった。あの薔薇は戦争で大きな役割を果たしたからね。ついには教授から立派な庭も受け継いで」

「あの……この庭の主は……」

　昔話を遮さえぎるようにリリーローズが口を挟はさむと、男は唇に人差し指をあてた。何もかも分かっているようだった。
















　リリーローズは乾かわいた声でたずねた。

「薔薇をお求めにいらしたのですか？」

「いや。今日は別件だ。きみに靴をプレゼントしにやってきた」

「靴を……？」

　オーダーメイドの依い頼らいを断られたばかりだったので、リリーローズはひやりとした。なんという偶ぐう然ぜんだろう。

「……お客さまは、靴屋さんなのですか？」

「いいや、魔ま法ほう使いさ」

　茶化すように言われて、リリーローズは嘆たん息そくした。

（まぁ、正しよう直じきに職業を明かす人もいないか）

　何せ、この薔薇に関わるのは相当なわけありの者たちばかりである。

　男は微笑んだ。

「願いが叶かなえられる靴があるといったら、きみは欲しいかい？」

「願いを、叶える靴……」

「たとえば、この庭から逃れられる靴とか」

　リリーローズは息を吞んだ。この男は他人の心の内が読めるのだろうか。

「いいえ。この薔薇を、育てられる者がほかにいません。だから私は」

「きみの本当の願いを教えてごらん。オスカー神父はきみの行く末を心配していた。子どもを導みちびいてやれるのは、大人だけだ。きみの願いを叶えてあげるのは、たやすいことだよ」

　そう、大人は子どもの願いをいとも簡単に叶えてみせる。

　おいしいお菓子や温かい毛布、安心できる暮らしまで。大人に愛されれば、子どもたちは幸せでいられる。

（でも、ただ優しいわけじゃない）

　──そう、あのときもそうだった。

　リリーローズは思い出していた。ガラスの瓶びんに入っていたジャム。たっぷりと砂さ糖とうが入っていて、とても甘あまい。スプーンでひとすくい、ふたすくいしてビスケットに乗せる。たくさん乗せても怒おこられない。

　大人は、リリーローズたちにそれを与えた。どの子もおいしそうにジャムを舐なめていた。

「それに、きみは頼れる導き手を失っている。そうだろう」

　リリーローズは怯おびえた目で男を見上げた。

「僕はきみに靴を履いてもらいたいんだ。ただの靴じゃない、魔術のかかった特別な靴だ」

「……？　魔術、ですか？」

「そう。願いの成じよう就じゆと引き換えに、代だい償しようを払う靴だ。けれど、成功すればきみの願いは叶ってめでたくハッピーエンド。まさにシンデレラの硝子の靴だよ」

　リリーローズは男に疑わしい目を向けた。

　これは、子どもだからといって侮あなどられているのか。

「噓じゃないよ。ぼくは研究者なんだ。『魔術師の靴』の研究をして、いつかもっと大きなことを成し遂とげたいと思っている。そのためには使用例がいくつか必要なんだよ。なるべく現状に満足していない、叶えるべき願いを持っている女の子を選んで靴をあげているんだ。実は以前から、きみの生おい立たちに目をつけていた。きみは条件にぴったりだったからね」

「で、私を使用例にしたいと」

「そういうこと。きみは願いを叶えられるし、ぼくはきみの様子を観察できる。それに」

　男は低い声で、付け加えた。

「うまくいったら、もう人殺しはしなくて済むよ」

　彼の薄茶色の人懐っこい瞳は、印象が変わっていた。ほの暗く、どこまでも深い。深しん潭たんの瞳である。

　リリーローズは選択を迫られた。

　子どもは世界を変えられない。

　大人は都合よく助けてくれるとはかぎらない。

　差し伸べられた手は、どこに続くか分からない。

　けれどはっきりと分かるのは、その手をとらなければ、自分はどこへも行けないだろうということだった。

　大人に愛されない子どもには、天罰がくだるのである。

　リリーローズは、男の手を取った。

　大人のくせに、労働を知らない、きれいな手をしていた。
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「レイ・バーンゼルの行方ゆくえ？」

　ルディアが飲みかけの紅茶のカップをソーサーに戻もどして、顔を上げた。

　陽ひの沈しずみきる直前の空のような、青みがかった紫色の瞳ひとみを細めて、エデルを見ている。

　兄のアランそっくりの美び貌ぼうは、同じ女同士だというのにみとれてしまうほどだ。

　エデルはぼうっとしかけた自分をあわてて叱しつ咤たした。

「そ、そうなんです。ルディアさまがお調べくださっているらしいと、アランさまからお聞きしたもので──」

　アランは食事を終えるなり、仕入れ業者との打ち合わせを別室で行っていた。お店が休みの日だというのに、いなくなったセスの分まで彼は働きづめだ。

　エデルは彼が席を立ったのを見み計はからって、ルディアにレイの行方をたずねたのである──。

　アランのプロポーズを断った以上、けじめをつけなくてはならない。

　危険なものから──自分の父親から、彼を遠ざける。

　正しよう直じきなところ、エデルもレイの居場所を知ったところでどうするべきか、正解は分からなかった。セスのように説得が通用する相手とも思えない。ただ、彼が何かをたくらんでいるのは間違いなく、そのたくらみに自分は無関係ではいられないのだ。

（最悪の場合、私はカンディナールから離れたほうがいいかもしれない）

　けれどそれは、自分が見つけた夢や、出逢った人たちとの決別を意味する。

　今こうして自分を守ろうとしてくれるアランを、裏切るかたちにもなる。

　そのような選択はしたくないけれど──。

「レイの居場所を知ってどうするおつもりなの？」

「ど、どうするとは……」

「エデルさん。今いま更さらあなたが父親と接せつ触しよくするのを、あなたのお母さまはよく思わないのではなくて？」

「それは……」

　エデルの母、ヴァイオレットはレイと決別し、ひとりでエデルを産んだ。

　のちにガラスドームの客人として現れたジュディは、当時のヴァイオレットをよく知る人物だった。劇団の命令でヴァイオレットのゴシップ記事を書いていた彼女は、ヴァイオレットに「自分の子どもと、子どもの父親のことだけはけして記事にはしないでほしい」と言われたのだという。

「ヴァイオレット・ファーは気づいていたのではないのですか？　おなかの子どもの父親の正体を。世間からあなたを隠かくしたことには理由があると思うのですわ。ひとつは、あなたの父親探しを避さけるため」

　ヴァイオレットに子どもがいると分かれば、世間は父親探しにやっきになるだろう。レイは研究のためにクジュラ国へわたったようだが、国内にとどまっていればエデルが父親似であったことも災わざわいし、ことが露ろ見けんしたかもしれない。

「もうひとつは、レイ本人があなたを見つけるのを避けるためですわ」

「私を……」

「もしあなたが女優の道を選べば、すぐにレイはあなたに気がついたでしょう。ヴァイオレットが幼おさないあなたを絶ぜつ縁えんしていた父親……デルタ・アンダーソンのもとへ預あずけたのも、それを危き惧ぐしたからではないでしょうか」

　エデルを、レイと会わせないようにするために。

　ヴァイオレットは、レイが危険な人物であることを知っていたのかもしれない。

「お母さまの気持ちを大切になさるなら、レイ・バーンゼルのことはわたくしとお兄さまにお任まかせになって。あなたは何も気になさることなどないわ」

「そういうわけにはいきません。彼はシレーヌさまに魔ま術じゆつ師しの靴くつを渡していますし、まだ何かするつもりです」

「魔術師の靴は、もともとわたくしたちの祖そ先せんであるシンデレラがばらまいた靴ですもの。あなたが責任を感じることはなくてよ」

「それをおっしゃるなら、普ふ通つうの女の子だったシャルロッテ・ディセントに魔術師の靴を渡したのは、私の祖先ということになります」

　国中に人を不幸にする魔術師の靴を流出させた責任を、シンデレラ伯爵家は負っている。だが元をたどれば、シンデレラをそそのかした魔術師にこそ責任がある。

「……そこまでおっしゃるなら、きちんとお話を伺いましょうか」

　ルディアが目をすがめた。

　おそらく彼女は、母親の意い図とやシャルロッテの昔話でエデルをはぐらかして、この会話を終わりにするつもりだった。

　それをやめて、エデルの話をまじめに聞く気になったようだ。──少し、緊張するが。

「レイさんの行方を捜さがし、彼の動向をつかみたいと思っています。これ以上、誰だれかを危険な目に遭あわせたくないんです。ましてや自分の父親に関することです。私が止めなくては、またほかに誰かが──」

「あなたは、レイ・バーンゼルと何か重要なお話をしたのですか？」

「え……」

「あなたによれば、彼は自分の力を保たもつために他人から魔力を集める必要はなかった。そしてシレーヌさまに靴を渡したのは、次の王妃シンデレラを生むためだと、言い残したと」

「ええ」

　レイと交かわした会話は、できる限りアランに伝えてある。ひとつだけ──レイが、エデルにとっての大切な人間に危害を加えるつもりだということは、言えていないままだ。

　自分にとって大切な人間は、間違いなくアランである。もし真実を知れば、彼のことだ。真まっ向こうからレイに立ち向かおうとするに違ちがいない。

「次の王妃シンデレラ候こう補ほとして、シレーヌさまに目をつけた。けれど、彼女は器うつわではなかった……ならば、次の器が必要というわけですわね」

「はい。次の被ひ害がい者しやが──」

「あなたになるかもしれないですわね」

　エデルは息を吞のんだ。

「あなたはとても強い魔力を持っているようですわ。レイがそれに気がつかないはずがありません」

「それは……」

「あなたが魔術師の靴の誘ゆう惑わくに屈くつしないのは、あなた自身が持っている魔力が大きいからだとお兄さまは考えておいでです。あなたを捕まえて強ごう引いんに靴を履はかせても、本当に叶かなえたい願いがなければ意味がない。あなたに魔術師の靴を履かせるには、犠ぎ牲せいを払ってでも構わないと思うほどのよっぽどの理由が必要です」

「……」

「母親とはいえ長年離れて暮らしていた女性の死くらいでは、理由として足りないと考えるかもしれませんわね。それにあなたのご家族が亡なくなってから一年に満たないとはいえ時間が経過しています。今は絶望の真っただ中ではありません」

　見抜かれている、かもしれない。

　エデルが何を危惧しているのかを。

「あなたが自みずから魔術師の靴を履くには、動機が弱い。だいたいここまでは、予想がつきましてよ」

「ルディアさま、あの……」

「ひとつ言っておきますが、わたくし、泣き寝入りは性しように合いませんの」

「は、はあ」

「ですからあなたがなさろうとしていることに、基本的には賛成のつもりです。あなたが単独行動さえ避けてくださるのならば」

　使用人が見計らったように、テーブルにお菓か子しを置いた。すみれの砂さ糖とう漬づけだ。紫色の小さなすみれに、粉雪のような砂糖がたっぷりとかかっている。

　ルディアはそれをつまんで、ゆっくりと咀そ嚼しやくした。

「ごめんなさいね。わたくし、興こう奮ふんすると甘いものが欲しくなるのですわ。エデルさんもおひとつどうぞ」

「は、はあ」

「──レイ・バーンゼルはまだクラウデッド家に出入りしています」

　エデルがすみれの花を口に放り込むと同時に、ルディアは言った。

「ほ、本当ですか」

「あら、お口にお砂糖が」

　ルディアがナプキンでエデルの口元をさっと拭ふいてくれる。エデルは顔を赤くして、されるがままになった。

「レイがカンディナールで姿を消したのち、この街や王都のあたりまでくまなく捜させたのですが、しばらく彼の足そく跡せきは追えませんでした。しかし最近になって再び、クラウデッド家に挨あい拶さつに現れたのだと聞きました。堂々とね」

　ナプキンをたたみながら、ルディアは続けた。

「シレーヌさまは、先だっての事件を隠しておいでです。なかなか婚こん約やくを承しよう諾だくしてくれない相手のもとへ押しかけていったうえに体調を崩くずしただなんて、言いづらいものですわ。たまたま遊びに行ったカンディナールで事故に遭ったということになさっているようね」

　レイから靴を渡され、水の力を操あやつっていたシレーヌ。彼女は己おのれの力に飲み込まれそうになり、肌に跡あとが残るような怪け我がと、そして声の一部を失った。

　それを恥はじだと思い、黙っていることにしたのだろう。シレーヌらしいといえば、らしい。

「なので、レイさんはまだクラウデッド家の支し援えんを受けて活動していると……？」

「彼が借りてきた貴重な資料は、クジュラ国の王族が直じき々じきに渡したものだそうです。あの国はころころ王政が変わるのですが、それでもクジュラ国の王族と親しいというだけで十分箔はくがつくというものですわ。貴き石せきがとれる鉱山も数多くあります。クラウデッド伯はく爵しやくはそういったつながりを持っておきたいようですわね」

「そんな……でも、シレーヌさまはレイさんに危険な目に遭わされたのに」

「ただでさえ、シレーヌさまと彼女のお父さまの仲はうまくいっていないようですもの。余計なことを言って不ふ興きようを買うのはやめたのでしょう。彼女は完かん璧ぺきな伯爵令れい嬢じようですから」

　ルディアはふたつめの砂糖漬けを口に含ふくんでから、微笑ほほえんだ。

「ここからが本題ですわ。おりよく、クラウデッド家からランタン・デイのパーティの招しよう待たい状じようが届いております」

「クラウデッド家からの……」

「わたくしとお兄さまは、このパーティでレイの動向を探さぐる予定でしたの。でも、エデルさんをこのお屋や敷しきに残していくのはお兄さまも気がかりのようでした。留る守す中に物ぶつ騒そうなことがあってはいけないでしょう？」

「えっと、つまり……」

「レイのことが気になるなら、あなたもパーティに同行するとよろしいわ。シレーヌさまはあなたに恩おんがあるのですから、わたくしが連れて行きたいと言えば無む下げにも断れないでしょう」

（こ、こわい）

　今、ルディアがものすごく人の悪い笑えみを浮かべていたのを、エデルは見み逃のがさなかった。

「でも、私なんかが行って足を引っ張ったりしないでしょうか。場違いな人間が交ざって目立ってしまったり……」

　できればパーティの招待客ではなく、裏方の人間として紛まぎれ込む手はずを整ととのえてもらえると、ありがたいのだが。

「お忘れではなくて？　ランタン・デイは場違いな格かつ好こうをするパーティですわよ。心配なさることはありません」

「アランさまはお許しになるでしょうか……」

「ご安心なさって。わたくしがすべてうまく取りはからいましょう」

　ルディアが自信たっぷりにそう言った。ともかく、ここは彼女に任せて間違いないようだ。

「わたくしもランタン・デイ用の靴を注ちゆう文もんしなくてはならないわね」

「ジジさんにお声をかけておきましょうか」

「あなたにお願いしようかしら……いえ。この家でお仕事の話はやめましょう。わたくしもいろいろと準備をさせていただきますわ」

　ルディアが席を立つと、エデルの緊張の糸はぷつりと切れた。ほうっと息をついて天てん井じようを見上げる。

「……そういえば、私ランタン・デイの衣い装しようを持ってない……」

　アランやルディアと共に行動するのだから、あまり安っぽい衣装では印象が悪いだろうか。ふたりの衣装とのかね合いもあるだろうから、あとで相談した方がいいかもしれない。

　幸さいわいアランからもらった給金はあまり使わずにとっておいてあるので、そこまで高価なものでなければ新しくあつらえることはできそうだ。

（ランタン・デイの衣装かあ……）

　薔ば薇ら伯爵と薔薇夫人には近づかないで──。

　ふと、リリーローズが残した警けい告こくが、エデルの頭をよぎった。
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「クラウデッド家のパーティのことだが」

　アランがそう口火を切ったので、エデルは背を正した。

　業務を終えガラスドームの扉とびらをすべて施せ錠じようし、アランと共に帰りの馬車に乗り込むことは、日常となりつつあった。

「はい、ルディアさまにお誘さそいいただきました」

「お前は行くな」

　馬車が大きく振しん動どうする。エデルはそれをやりすごしてから、おずおずとたずねた。

「あの、やはり私が一いつ緒しよではご迷めい惑わくでしたでしょうか……」

「違う。パーティにレイも来ているなら、猛もう獣じゆうに餌えさを差し出すようなものだと言っているんだ」

「猛獣……」

「話は以上だ。それより今日はお前に見せたいものがある」

　アランはおもむろにハンカチを取り出して、エデルの前に広げてみせた。

「これはなんの変へん哲てつもないハンカチだ」

「……？　はい」

　いったい何を始めるつもりなのだろう。

　エデルは突然のアランの行動に、ついていけないでいた。クラウデッド家のパーティの話をしていたのではなかったか。

「これを、こうすると」

　アランはハンカチを自分の手のひらにかぶせて、再び引き上げた。

　そこにはかわいらしい、ガラス細ざい工くのザリガニがあった。

「どうだ」

「す、すごいですアランさま。いつの間にザリガニを」

「お前にやる」

　エデルはつるつるとしたザリガニを手のひらで包んだ。

　アランは得意満面である。

（アランさま……手品がご趣しゆ味みだったのか……）

　知らなかった。エデルはしばらく透すき通るザリガニをいじっていたが、アランがそんな自分の様子をじっくりと観察しているのに気がついた。

「あ、あの……」

「俺は……手品もできる男だ」

「は、はい。とてもお上手じようずでした」

「それだけか」

「え、ええ？　あ、あの、このザリガニとてもきれいです。ありがとうございます」

　アランはむっつりと黙だまっている。エデルは困こん惑わくした。自分の回答は、どうやら彼を満足させるものではなかったらしい。

　屋敷に到着するまで彼が口を開かなかったので、エデルは泣きそうな気分になっていた。怒おこらせてしまったのだろうか。

　それでも、馬車を降りる際彼は手を貸してくれた。こういうところはやはり紳しん士しである。

　ふたりが玄げん関かん広間に足を踏ふみ入れるなり、ルディアが出で迎むかえてくれた。

「待ちくたびれましたわお兄さま、エデルさん！」

「ルディア」

「ランタン・デイのパーティの衣装がご用意できましたの！　三人分届いておりますわ。さっそく試着しましょう」

「そのことだが、エデルは」

「さあエデルさんこちらへ。お兄さま、覗のぞきは厳げん禁きんですわよ。ドレスアップしてまたここでお会いしましょう」

「えっ、ルディアさま、あの」

　耳元で「わたくしの言う通りになさって」と低い声でささやかれ、エデルは震ふるえながらうなずいた。




　遅おそい。

　アランは広間に置かれた古時計を見やりながら、いらだちをやり過ごしていた。

（ルディアのやつ。エデルをランタン・デイに連れていきたいなどと言いだして……）

　昨晩、妹にその提案をされたのだが、アランは却きやつ下かした。屋敷にエデルを置いていくことは気がかりではあるが、腕うでの立つ人間をエデルの護ご衛えいとして雇やとうか、ルディアひとりに情報収集を任せ自分がエデルと共に屋敷に居い残のこるか、どちらかにしようと決めていたのだ。

（まったく。先ほどエデルの反応が鈍にぶかった原因をたしかめようと思っていたのに、予定を狂くるわされたな）

　アランに用意されていたのは、司し祭さい平へい服ふくであった。

　絹きぬで仕立てた立て襟えりのシャツに黒のスラックス、ボタン付きの黒の外套マント。そしてなぜか眼鏡めがね。

　どうやらルディアの趣味らしい。

　目立たない衣装でいい、と妹に任せっきりにしていたので、まぁ要望は叶えられたということになる。

　アランはあまりこういった催もよおしが好きではないのだ。衣装など、最低限の清せい潔けつ感かんを保ちながら、周りに溶とけ込めさえすればいい。

　目的はパーティで馬ば鹿か騒さわぎをすることではなく、レイを追うことだ。

　今はエデルの前から姿を消しているようだが、いつなんどき現れるか分からない。

　レイは魔術師の靴を所持しているだけでなく、エデルの父親でもある。

　もし親子であることを主張しエデルを手の内に置こうとするのなら、そのときは必ずエデルから引き離し、保護者は自分なのだと分からせてやらなくてはならない。

　そう、自分は彼女の実質的な保護者だ。……プロポーズは失敗したが。

　アランは再び落ち込みかけたが、自身を奮ふるい立たせる。

（失敗はしたが……俺には天てん啓けいがある）

　エデルにもう一度プロポーズをやり直すために、彼女に自分を好きになってもらわなくてはならないのだ。

　着替えたので指し南なん書しよはいつもの上着のポケットの中だ。

　しかし真剣に読み込んだために、内容はそらんじることができる。

【女性を夢中にさせるには、まずは自分が魅み力りよく的てきな男になる必要があります。なにも外見を変える必要はありません。大切なのは、自分を磨みがくこと。容姿や財産に自信がある人でも、人間性が備そなわっていなければその魅力は台無しになります。ここでおすすめしたいのは『一芸を備える』ことです】

【あなたの周りに、こんな人はいませんか。冴さえない男のはずなのに、なぜかモテる。ごく普通の男性なのに意中の女性と長続きしている。そういった人には、必ず人より秀ひいでた特とく徴ちようがあるのです】

　アランの知り合いにも、たしかに思い当たる人物は何人かいた。たとえば一見して容姿が優すぐれていなくとも、すばらしい女性を妻に迎えた友人は、付き合いやすく誰とでも打ち解けられる性格で──抜ばつ群ぐんに歌がうまかった。今の夫人とは音楽会で歌を披ひ露ろうしたときに知り合ったらしい。

（シレーヌ嬢じようも歌を通じて求婚者が絶たえなかったという話だしな……）

【手先が器用、ユーモアがある、女性が興味を持てるような専門的な知識に通じている、乗馬が得意、こういった特技は女性に好かれやすいです。どんどんアピールして、魅力的な男性だと思ってもらいましょう】

　アランはとりあえず、手先の器用さで勝負をかけることにした。

（俺は歌もうまくないし、ユーモアがある人間でもないからな……俺の専門知識といえば靴のことだが、それはエデルもよく知っていることだ……）

　好感度の高い例として壊こわれた家具をいとも簡単に直すというものがあったが、生あい憎にく自分には向いていそうになかった。なんだかんだといって貴族のアランは工具というものをほとんど手にしたことがない。もしかしたら、エデルの方が使い慣なれているかもしれない。

　そこで思いついたのが手品だ。これぞ手先の器用な特技の代表格であるし、エデルも退たい屈くつしないだろう。技わざによっては場所を選ばずにできる。

　しかしエデルの反応は期待していた通りのものではなかった。ザリガニは喜んでいたようだが、肝かん心じんの一言がなかったのだ。

【女性はあなたの特技を気に入れば、「ねえもう一回やってみて」「次もお願いね」などのおねだり行こう為いを始めます。これはかなり脈みやくのあるサイン。あなたの特技に夢中になっている証しよう拠こです】

　そう、エデルからのおねだりサインがなかった──。

　どちらかといえば困惑していたような……気も……。

　アランはその後、まともにエデルに話しかけることもできなかった。すべりだしを完全に間ま違ちがえたショックに、この間のプロポーズお断り事件のときのことを思い出してしまい、二重の苦しみを味わっていたのだ。

（手品はあまり興味がなかったのだな。別の特技でアピールした方がいいか……）

「お待たせいたしました、お兄さま」

　考え込んでいたところ、ルディアが軽い足取りでやってきた。それもそのはず、彼女が身に着けているのは古いデザインの軍服だ。髪かみはそのままに下ろしていたが、まるっきりの男装だった。

　上うわ着ぎは明るい青の生き地じに朱しゆ色いろの鮮あざやかな立て襟えりで、中央に金のボタンが並んでいる。

　白いキュロットに乗馬用ブーツを履いて、普段のドレス姿とは印象がまるで違っていた。

「お前、それ……」

「ランタン・デイですもの。これくらいやりませんと。この乗馬用ブーツでも構かまわないですが、せっかくですから靴も新調しようと思いまして、今ジジに頼たのんでいるのです。お兄さまも素す敵てきですわ。やっぱり普段と違う装よそおいって、新しん鮮せんですわねえ」

「司祭服がか？」

「女性はこういった衣装に弱いのですわ。エデルさんもきっと今のお姿を見られたら、ほれぼれなさるに違いありません」

（そうだろうか）

　アランはそわそわと、ルディアにたずねた。

「ところで、エデルには何を着せたんだ」

　彼女にはパーティに行くなと言ったが、せっかくルディアが彼女を着替えさせてくれたのだから、ぜひとも見ておきたい。

「そんなにあわてなくとも、ご用意は終わっておりますわよ。エデルさんこちらへどうぞ」

　ルディアが、柱の方に向かって声をかける。どうやらエデルは隠れていたらしい。おずおずと顔を出した彼女の頭には、長い耳がついていた。

「……ウサギ？」

「ええ、ウサギです」

　垂たれ耳のウサギである。

　エデルは薄うす桃もも色の、ふわふわとしたケープを羽は織おっていた。襟元を綿わたのようなポンポン付きのリボンで結んでいる。スカートはフリルでふくらませた膝ひざ下した丈たけの白。靴は間に合わなかったのだろう、彼女の手持ちのブーツを履いている。
















「『薔薇伯爵と薔薇夫人』に登場する脇わき役やく、夫人の精神に飼かっている『良心』を表すウサギです」

　ルディアの説明で、アランはようやく出しゆつ典てんを思い起こした。

「そういえば、あの芝しば居いにはそんな場面があったな。夫人が幼い頃の自分を投影した『ウサギ』に、自分の行いを戒いましめさせる……」

　浮うわ気き性しようの薔薇伯爵の心ない振る舞いに、薔薇夫人は精神を壊してしまう。そして夫を異常なほどに束そく縛ばくし、そんな自分を嫌けん悪おする。この嫌悪の場面で登場するのが、まだ心が清きよらかだったときの幼少期の夫人──良心のウサギである。ウサギは夫人の行きすぎた行動を注意し、今すぐに夫を自由にするように説得するのだ。

「薔薇伯爵と薔薇夫人をおふたりでやるには、まだエデルさんに年ねん齢れい的なすごみが足りないでしょう？　ですからこちらを着せてみました」

「そんなセスのようなことを言って……」

　アランは改あらためて、エデルの姿を上から下までながめた。

　たぶんあれが標的なら、自分は狩人かりうどに転職するに違いない。

　はっと我われに返って、アランは自らをとがめた。

　かわいいことはかわいいが、問題がある。

「あれじゃまるで、小さな子どもじゃないか」

　この良心のウサギの仮装は見たことがあったが、アレンジのきく素材なのでみなそれぞれ好きなように解かい釈しやくし、衣装をあつらえていた。その中でもエデルは特別幼く見えるものを着ている。

　これを着たエデルは、どこへ行くにしても『保護者同どう伴はん』という文字がついてまわるだろう。

「そうです。小さな子どもに見えるようにいたしました。エデルさんはよく化ばけておりますわ。よっつは下に見えます」

「あ、あの……。変でしょうか」

「い、いや変じゃない……む、むしろ似合っているが……」

　アランはしどろもどろになった。

「すみません。ルディアさまが豚ぶたやザリガニのお衣装はよくないとおっしゃったので、お言葉に甘えて着させていただいたのですけれど……」

「……豚やザリガニの衣装を着るつもりだったのか」

「？　はい、アランさまがお好きなものを、用意した方がよろしいかと思って……」

　たしかに、豚肉やザリガニに彼女をたとえたことはあったが……これを見たあとでは、圧あつ倒とう的てきにウサギに軍ぐん配ばいがあがるだろう。

「いや、そうだな……ぐっ」

　少し間まが空あいたところで、脇腹に衝しよう撃げきを感じた。

　かたわらにいたルディアが肘ひじでアランを攻こう撃げきしたのだ。そして、本を開くジェスチャーをしてみせる。

（そうだった。女性がおしゃれをしたらすぐ褒ほめる、基本のテクニック……！）

「も、もこもこしていて、ウサギのようでかわいいと……！」

「お兄さま、それでは見たままです」

「似合っている……そのもこもこは、フグのようにふくらんでいるから、肉の薄うすいお前にはぴったりだ」

「……」

　ルディアがそっとアランから距きよ離りをとった。

「フグそのものだ。変なところなど少しもない。それにピンク色のフグは珍めずらしいぞ。いかにも毒がありそうで魅力的だ」

「そ、そう言っていただけてよかったです」

　ルディアがけげんな顔でエデルを見たが、アランは気がつかなかった。

「しかしルディア、なぜエデルを子どもに見えるようにした？」

「それはもちろん面おも白しろ……いえ、レイに気づかせないようにするためですわ。うんと年上に見せるか、うんと年下に見せるか。エデルさんが化けやすいのは後こう者しやではないかと思ったのです」

　たしかに、エデルはもともと幼い顔立ちをしているので年上に見せるにはかなりの努力が必要だろう。

　おまけにこのウサギは仮装では定番なので、悪目立ちすることもない。大変よく考えられている。

「お兄さま、エデルさんと一緒にパーティへ行ってもよろしいでしょう？」

「……いいや、だめだ」

　ルディアが猫ねこ撫なで声ごえでおねだりしてくるが、だめなものはだめだ。

　だいたいこんなウサギがうろついていたら、レイでなくとも変な趣味の男に目をつけられるかもしれないじゃないか。

「こんなにかわいらしいウサギさんを屋敷に置いていけないですわ」

「置いていくのは、ウサギじゃなくてエデルだろう」

　留守番するのに衣装を着る必要はない。

　妹の要求をはねつけ、アランは改めてエデルに向き直った。

「エデル、せっかく着てもらったのに悪いが……」

　言いかけて、エデルがぽうっとこちらを見ていることに気がついた。

「……エデル？」

「あ、も、申もうし訳わけありません」

　エデルはしばしためらった様よう子すを見せてから、言った。

「ルディアさまのお衣装を見せていただいたときも、凜り々りしくて素敵だと思ったのですけれど……アランさまも、すごくお似合いで、みとれてしまいました」

「え」

「パーティには、無理して連れて行ってもらって、ご迷惑をかけられないとは思っています。でも、もう少しだけアランさまのお衣装を見ていてもよろしいですか……？」

　どうやらルディアの言う通り、女性は仮装に弱いらしい。

　ちらりとルディアを窺うかがうと、彼女は自信たっぷりにうなずいてみせた。

「わたくしはおふたりの姿に胸が高鳴って仕方がありません。とても残念ですわ。エデルさんは、パーティに同行できないのならもうこのお衣装は脱ぬいでしまうのですし。来年は目くらましにウサギを着るということもなさそうですわね」

「はい……。ご用意していただいて、ありがとうございました、ルディアさま」

「お気になさらないで。知り合いのご令嬢に、この衣装はお譲ゆずりしますわ。ちょうど年齢の見合った方がいらっしゃいますの」

「──待て」

　誘惑に負ける、というのはこういうことなのだろう。

　気がつけばアランは、ふたりの前に進み出ていた。

「エデルが絶対に単独行動をとらないという約束ができるなら、三人でパーティに行ってもいい」

　まんまと妹の策さく略りやくに乗せられたアランは、エデルの垂れ耳をながめながら、ため息をついた。
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　クラウデッド家のパーティには大勢の人々が集まっていた。

　室内のパーティなので、名物のランタンは個人が持たずに、部屋のあちこちに吊つるされている。

　派は手でな衣い装しようを着て歩き回るのが目的なので、立食式だ。

　アランの後ろに隠かくれるようにして会場入りしたエデルだが、話題はすべてルディアがさらっていったのでまったく目立たずに入り込むことができた。

　男性だけでなく、女性までもルディアの軍ぐん服ぷくを褒ほめそやしている。

　堂々とした足さばきで会場を闊かつ歩ぽするルディアは、男装の麗れい人じんと呼ぶにふさわしい華はなやかさだ。

　足元を飾かざるのはジジが製作した黒のロングブーツで、サイドに金のボタンが並んでいる。実際に軍ぐん靴かとして使われているデザインだ。ジジは、ルディアの足の形がきれいに見えるように全体のシルエットを少し細めにしていた。

「令嬢が軍服なんて、と思ったが当たりだったようだな」

　あれだけ人が集まれば、情報も集めやすいだろう。どこに行っても話題の的まとだ。

　そのうち司し祭さい平へい服ふくを着たアランに気づいたご令れい嬢じようたちが、遠巻きに観察しているのが目についた。

　こういうところに来ると、アランが令嬢たちの憧あこがれの的であることを再確認させられる。

　彼女たちの瞳ひとみは熱っぽくて、まるで人気役者を目の前にした観客のようだ。話しかけるのもおそれおおい、と思われていそうな。

　そして、突つき刺ささるように自分にそそがれる視線。

（ひぃ……）

　エデルができるだけ目立たないように気を配ったとしても、アランの隣となりにいる時点でそれは無理というものだ。

　アランやルディアと比べれば、自分はかなり見み劣おとりするはずだ。そもそもの素材が違ちがいすぎる。

　ルディアがせっかく用意してくれた衣装も、地味な自分では着こなせているとは思えない。

　靴くつも衣装も素す敵てきなものなのにな……。

　エデルはちらりと足元を見やった。

　エデルの靴は、ジジがデザインしてくれた。膝ひざ下したまでの丈たけのレースアップブーツで、真っ白なサテンのリボンが靴ひもになっている。履はき口ぐちに白いファーを使ってもこもことさせているので、靴自体もかなり幼いデザインだ。

　それでもエデルの印象からかけ離れていないのは、ジジが彼女の瞳の色を取り入れた薄うす茶ちや色の革かわを選んでくれたからだ。

（ジジさん、さすがだなあ……）

　場ば馴なれしていないエデルは緊きん張ちようで心しん臓ぞうがどうにかなってしまいそうだったが、ジジが衣装の靴作りを手伝ってくれたのはとても心強かった。外にいても、ガラスドームの仲間に励はげまされているような気持ちになれる。

　今いま更さらアランと釣つり合わない容姿を嘆なげいたところで、仕方がない。本来の目的を見失わないようにしなくては。

　この会場に、レイはいるのか。

　注意深くあたりをながめていると、ふと目に留とまったのは不ふ思し議ぎな色の薔ば薇らだった。

「アランさま、あれは薔薇伯はく爵しやくと薔薇夫人の衣装ですか？」

「ああ、そうだな」

　エデルたちより少し離れたところで飲み物を受け取っている夫人と、彼女が腕うでを絡からませている年かさの男性。ふたりはそろって『薔薇伯爵と薔薇夫人』の衣装に身を包んでいる。

　女性の肩かたに乗った薔薇は濃こいチョコレート色で、花びらの端はしには金きん粉ぷんのようなものが乗せられていた。それが照明の反射を受けて、きらきらと踊おどっているように見える。

（やっぱり靴は、アンティークの靴なのだろうか）

　ジジの講義を思い出して、エデルは女性の足元に目をやった。

　それから目をしばたたいて、もう一度自分の見たものに間違いがなかったかどうかを確認する。

「……エデル？」

「あの、アランさま……。あの夫人の足元に、何か見えませんか？」

「足？」

　夫人のドレスの裾すそが、わずかにふくらんだかと思うと、さっとしぼむ。

「風……が吹くにはおかしいが？」

「あっ」

　ドレスの裾から、手のひらほどの大きさの、小さな人が現れたのだ。

「こびと……？　アランさま、見えました？」

「うっすら。お前ははっきり見えたのか？」

　アランは目が悪い方ではない。この距きよ離りなら、あのこびとの姿ははっきりと見えるはずだ。

　こびとは夫人のドレスにしがみついて、一いつ生しよう懸けん命めいよじのぼっている。あとからあとから、次々とスカートの下から姿を現し、みなめいめいにドレスの生地をつかみ、のぼり始めているのだ。

「お前にははっきりと見えるということは、あれは魔術が関係している、ということか？」

「たぶん……。今、七人ほど、あの夫人のドレスにしがみついています」

　こびとたちは夫人の肩に到とう達たつすると、ごそごそと懐ふところを探さぐりだした。彼らの手に収まっているのは、小指の爪つめほどの大きさの……。

（霧きり吹ふき……？）

　夫人の髪は結ゆい上げられ、薔薇が挿さしてあった。

　こびとたちはその薔薇に水を吹きかけている。あちこちから、薔薇の具合を確認し合っているようだ。

　薔薇はグラデーションのかかった不思議な色合いをしていた。花か芯しんは柔やわらかなオレンジ色だが、花びらの端にかけてシェルピンクに移り変わっている。こびとたちの手によってさらにみずみずしくほころび始めた。

「珍めずらしい薔薇の色ですが……こびとはもっと珍しいですよね」

「俺もお目にかかったことはないな。レイの手先だろうか」

「レイさんがこの近くにいるということですか？」

「それか、あの夫人が魔術師の靴を履いているかだ」

　エデルは注意深く夫人の足元を見る。黒い靄もやは出ていないようだが、骨組みクリノリンの入ったドレスの下の、靴の観察は難しい。

　エデルの視線に気がついたのか、薔薇夫人はこちらを振り返った。

「あら、あなた見て。私の良心がいるわ」

　夫にそう声をかけて、こちらへやってくる。どうやらエデルの仮装に反応したらしい。

「初めまして。カーシー・バーネットです。こちらは妻のリラ」

「あ、あの」

　戸と惑まどうエデルの手をさりげなくとって、アランは優ゆう雅がに挨あい拶さつをしてみせた。

「初めまして。アラン・ディセントと申します。こちらはエデル・アンダーソンです」

「まぁ、あなたがディセント伯爵家の。カンディナール一のやり手経営者と聞いておりますよ」

　バーネット夫人がはずんだ声をあげる。

「買いかぶりすぎです。こちらこそ、バーネット卿きようのご活かつ躍やくは耳に入っておりますよ。なんでもいい競走馬を何頭も育てられているとか」

「どの馬が勝つか分からないほうが、みなさん燃え上がりますからね。最近は賭かけ事ごとだけでなく、純じゆん粋すいに馬を目当てにやってきてくれる人もいて、なかなかやりがいがありますよ」

　どうやら、バーネット卿は競馬場を経営しているらしい。

　エデルは会話についていくこともできないので、ただひたすら夫人のこびとを観察していた。

　夫人は自分の肩にこびとたちが乗っていることに、まったく気づいていないようだ。つるつるとしたドレスの布地に足をとられてひとり転んだのだが、気にする様子もない。

（アランさまが時間を稼かせいでくださっている間に、靴を見なくては）

　夫人の靴は、やはりアンティークのデザインだった。つま先がちらりと見えただけだが、紋織物ブロケードの靴で、甲こうには太いテープにビーズ飾りや刺し繡しゆうなどの装そう飾しよくが隙すき間まなくほどこされている。

（靄はない。夫人は魔術師の靴を履いていない）

　ということは、やっぱりこびとはレイの魔術なのだろうか。彼は近くにいる……？

「ところで、ウサギさんはどちらのお嬢じようさまですの？」

「えっ、あの」

「てっきりシレーヌ嬢とご一いつ緒しよかと思いましたのに、こんなにかわいらしい方をお連れだなんて。婚こん約やくの噂うわさはまやかしでしたのね」

　エデルは貴族ではない。爵しやく位いのない娘むすめをアランが連れているなど、彼の評判が落ちることになる。

　ましてや自分は、彼の正式な恋人でもなんでもないのだ。

　焦あせってアランを見上げると、彼は一度口を閉ざしてから、開いた。

「彼女は私の──」

「アランさま、バーネットさま。ごきげんよう」

　現れたのは、黒いマントに目元を隠かくす白の仮面をつけた、今一番の流行の『仮面の歌姫』である。

「と、いってもこの姿じゃ分かりませんわね」

　仮面を外はずしたその顔は、このパーティを主しゆ催さいするクラウデッド伯爵家の長女シレーヌであった。

　蜂はち蜜みつ色の淡あわい髪に、澄すんだ薄青の瞳。きりっとした薄い唇くちびるが、誇ほこり高い彼女の性格を表しているかのようだ。相あい変かわらず、みとれるほどの美しさである。

「まあシレーヌさま。今年はそのお衣装を選ばれたのね。たしかに歌の上手じようずなシレーヌさまにぴったりだわ」

　先ほどまでシレーヌの噂をしていたので、体てい裁さいが悪かったのだろう。バーネット夫人は大げさにシレーヌの仮装を褒めた。

「ええ、でもまだ真夜中とはいきませんから、歌は披ひ露ろうしないわ。さあバーネットご夫妻、妹たちがその衣装を見たがっていますの。とってもすばらしいドレスなんですもの。今年一番の『薔薇伯爵と薔薇夫人』と呼ばれるに違いないわ」

「まあ、まあ私たちでよければすぐに行きますとも」

　バーネット夫妻を妹たちのところへ追いやってしまうと、シレーヌはアランとエデルのそばに収まった。

「お久しぶりね」

「あの、シレーヌさま……先ほどはありがとうございました」

「なんのことかしら」

　シレーヌはバーネット夫人の質問を遮さえぎって、助けてくれたのだ。

　彼女の足元で金色のトゥーキャップの靴が、きらりと光った。

「あなたは仮装をしなかったんだな」

　アランの言葉に、シレーヌは片かた眉まゆを上げた。

「しているわ。仮面の歌姫の仮装をね。手紙をいただいていたレイのことだけれど、会場にはいないわよ。あの人はいつも気まぐれだから、たまにお父さまに研究成果を報告するときくらいしかこの家には近寄らないの」

「あの、シレーヌさま。先ほどからこのお屋や敷しきにこびとが……」

「こびと？」

　どよめきが起こったのは、その直後だった。

　シレーヌが顔をゆがめる。

「前ぜん言げん撤てつ回かいするわ。もしかしたらこの会場のどこかに、レイがいるかもしれないわね」

　バーネット夫人が、テーブルのそばで倒たおれていた。

　こびとたちが散ちり散ぢりになって逃にげ出している。

　エデルは不安げに声を揺ゆらした。

「な、何があったんでしょう」

　バーネット卿が、蒼そう白はくな顔で妻の体をゆすっている。

「エデル、靄は見えるか？」

「いいえ」

　この場の誰だれからも、魔術師の靴の名残なごりを感じ取ることはできない。

「ならばここは俺たちではなく医師の手が必要だろうな。早々に誰かが呼びに行ったようだが」

　人だかりができてしまい、それ以上は様よう子すを窺うかがえそうになかった。

　たしかにアランの言う通り、魔術が関係していないのなら自分にできることは何もない。幸さいわいにも医術の心こころ得えがある使用人がいたらしく、夫人を別室に運んで、医師がやってくるまでの応急処しよ置ちをするとのことだ。

　エデルはケープのリボンをきゅっと握にぎりしめた。

　──薔薇伯爵と薔薇夫人には、近づかないで。

　先日の忠ちゆう告こくが、エデルの胸をよぎる。

（リリーローズさまはこれを知っていた？　いいえまさか）

　彼女はどこかの庭師だ。このパーティ会場で起こることを、知る由よしもないだろう。

　けれど……何かがひっかかる。

　クラウデッド家の姉妹たちはそれぞれ招しよう待たい客きやくに落ち着くように声をかけ、蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎをどうにか収しゆう束そくさせようとしているようだ。

「私も行かなくては。せっかく来ていただいたのにこんなことになって、申もうし訳わけなかったわね」

　シレーヌはそう言うと、混乱の中に身を投じた。

　すでにパーティの雰ふん囲い気きではなくなっている。

（あのこびとの仕し業わざなの？　どうしてこんなことに……）

　アランは、エデルの手を強く握った。

「大丈夫だ、俺がいるから」

　耳元でささやかれて、エデルは不安な気持ちを少しだけ落ち着かせることができた。

　先ほども、バーネット夫妻との会話をひとりで引き受けてくれた。

　エデルは、アランに守られていた。
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　バーネット夫人が、突然死した。

　瞬またたく間にこの知らせが屋敷中を飛び交かい、招待客は警察の事情聴ちよう取しゆを受けることになった。

　待合室として開放された部屋には招待客たちがごった返していたが、時間が経つにつれ人もまばらになってくる。

「死因はどうやら心臓発ほつ作さのようですわ。もともと夫人には持じ病びようがおありでしたのよ」

　聴取を受ける前、ルディアがふたりのもとへ情報を運んできた。彼女の方は早々と聴取が済んでいて、順番を待つふたりのためにあれこれと話を仕入れてきてくれたらしい。

「わたくしの聴取も形ばかりでしたわ。クラウデッド家はとんだ災さい難なんですわね」

「そうだが……少し、気になることがあってな」

　アランは声を低くして、こびとのことをルディアにささやく。

「まぁ。では魔術師の靴か、もしくはレイが関わっている可能性があるんですのね」

「そうだ。少し、あたってみてくれるか」

「よろしいでしょう。この姿でしたら人死にが出て不安な女性たちに話を聞きやすいですから」

　ルディアが軍服の襟えりにつけられた勲くん章しようを、本ほん棚だなのはめガラスを見ながら整ととのえる。

　警官に名前を呼ばれて、エデルは腰かけていたソファから立ち上がった。どうやら自分の順番が先らしい。

　アランが眼鏡めがねの奥の瞳を険けわしくした。

「エデル。聴取が終わったら、俺の番が終わるまでルディアのもとへ行くか、シレーヌのそばにいるんだ」

「分かりました、アランさま」

　アランは眉み間けんに皺しわを寄せている。

　エデルは首を傾かしげて、アランを見上げた。

「あの、私ちゃんと言いつけ通りにできます」

「いや、保護者だと言えば、一緒に聴取を受けられるだろうか。その見た目だし」

　たしかに、こんなに心強い神しん父ぷさまがついていれば百人力のような気がするが。

「いえ、でも呼ばれたのは私ひとりですから……」

　先ほどから、警官がじろじろとこちらを見ていて落ち着かない。早くしろと言わんばかりだ。

　そわそわするエデルの、頭の垂たれ耳をめくってアランはささやいた。

「ガラスドームの、従業員心得を言ってみろ」

「えっ、い、今ですか……？」

「早く」

　早く、と言われても……。

（と、というか耳に話しかけられると、顔が近くて、心臓が……）

　彼がいつもと違う格かつ好こうをしているというだけでもどきどきしているというのに、これは反則である。

　エデルはちらりと警官の姿を見てから、早口で言った。

「ひ……ひとつ、道に迷まよえば先せん達だつの背中を。ふたつ、道を外せば大声で叫さけべ。みっつ、道の向こうから迎むかえを待て」

「何かが起きたら、絶対に俺に知らせろ。こびとを見ても、追いかけるな。お前は俺の背中だけ追いかけていればいい。それから──」

　アランはエデルの手をとった。

「もしも危機が訪おとずれたときは、絶対に迎えに行く。だからこの心得を忘れるんじゃないぞ」

「は、はい！」

　くらくらしそうだ。アランは時折、エデルの心臓を壊こわそうとしているんじゃないかと思うような行動をとる。

　これでは、今度から朝礼でこの心得を斉せい唱しようするときに、今日のことを思い出してしまいそうだ。

　回れ右をして、ぎくしゃくと扉とびらへ向かいながら、エデルはうるさく高鳴る心臓を持て余していた。

（耳が……アランさまに触さわられていた方の耳が、あったかくなってる）

　エデルはそっと付け耳に触ふれて、赤せき面めんする。




　聴取はルディアの言った通り、形ばかりのものだった。

　バーネット夫妻と以前から面めん識しきはあったのか。バーネット夫人の持病について知っていたか。バーネット夫人の倒れる前後に、何か気になることはあったか。

　こびとについて話してもきっと信じてもらえないので、エデルはそれに関しては口を閉ざしていた。警察も持病の悪化で片づけようとしているのか、熱心な様子でもない。

　早々に解放されたエデルは、足早に廊ろう下かを歩いていた。アランの言いつけ通り、すぐにルディアと合流しなければならない。

（ひ、広いお屋敷だ……）

　うっかりすると、迷まい子ごになる。目印にしておいた絵かい画がを見つけようやくひと安心すると、エデルは不ふ穏おんな気配を感じて足を止めた。

　黒い靄が、うっすらとたちこめている。

　エデルは足元に目をやった。バーネット夫人にまとわりついていたこびとが、ちょこちょこと歩いている。

　この気配は、やはり魔術師の靴のものだ。

　廊下の窓にかけられた大きなカーテンの陰かげに、こびとはすっぽりと体をすべり込ませた。

　エデルはそっと、カーテンをめくってみた。

　こびとはエデルをちらりと見たが、特に関心を示さなかった。カーテンにぶら下がって遊んでいる。

「あなたは、魔術師の靴が生み出したの？」

　こびとはエデルの問いに答えなかった。会話ができないのか、答える気がないのか。

　エデルは窓の外をみやって、はっと口をつぐんだ。

　見覚えのある男の姿だった。暗がりだったが、間違えるはずもない。まがまがしい魔術師の靴の名残を体中にまとわりつかせている。

（レイさん……）

　あの気配。

　シレーヌのときと同じだ。靴はなくとも、彼からただよう魔術師の靴の名残だけは隠せない。

　それに、不思議なこびとの出現──。

　パーティの招待客の死。

　魔術師の靴は、人に不幸をもたらすものである。

　彼は、誰かに靴を渡している。そう考えるのが自然だ。

　レイはエデルのことを次期シンデレラ候こう補ほだと言った。

　そう、あくまで候補なのだ。

　靴を欲している女性がいれば、彼はきっとその人の前にも現れる。シレーヌに靴を渡したときと、同じように。

　エデルのとっての大切な人間──アランはまだ、失われていない。エデルの順番はきていないのだ。

（だめ、悪い想像をしては）

　けれど、アランを呼べない。彼に近づいてほしくない。いつの間にかカーテンを握りしめていた手が、かたかたと震ふるえている。

　レイはおもむろに、振り返った。視線がかち合う。

　唇の端を上げて微笑ほほえむと、レイはエデルに構かまうことなく歩いていってしまった。
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「エデルさん」

　沈しずんだ気持ちでとぼとぼと廊下を歩いていると、ふいに腕をつかまれてエデルは顔をはね上げた。

「どこに行っていたの。捜さがしていたのよ」

　シレーヌだった。

　外套マントの下の美しい顔には、焦しよう燥そうの色が浮かんでいる。

「あの……」

「あなたが長いこと戻もどらないから、アランさまとルディアさまが必死に捜しているわ。いったいどこへ行っていたの。警察はもうとっくに引き上げて──」

　エデルの顔をまじまじと見つめて、シレーヌは声を低くした。

「レイが、現れたのね」

「……はい」

「こちらへいらっしゃい」

　彼女はエデルの手を引いて、屋敷の奥の方へと進んでいった。

　つれてこられたのは、おそらくシレーヌの私室だった。

　暖だん炉ろで温められた部屋の中は香こう水すい瓶びんを乗せたドレッサーや年代物のチェストなどが置いてあり、刺繡の入ったクロスが敷しかれた小さなテーブルには写真立てが飾ってある。

　五人の小さな女の子たちが、おすまし顔で写っている写真だ。少女たちの中で一番姿勢がよく、大人びた顔をしているのがおそらくシレーヌである。

「昔は仲のいい姉し妹まいだったわ」

　シレーヌは水差しの水をコップにそそぐと、エデルに手渡した。

「温かいものを持ってこさせましょうか」

「いいえ、ちょうどお水が飲みたかったんです。ありがとうございます」

　エデルはコップをかたむけて、こくこくと喉のどを鳴らした。本当に喉が渇かわいていたのだ。すぐに中身をからっぽにしてしまうと、シレーヌはさらに水を注いだ。

「レイに何を言われたの。真まっ青さおな顔をしていたわよ」

「……いいえ、姿をちらりとお見かけしただけです」

　それだけでも、十分すぎるほどだった。

　彼を見つけて、自分はどうするつもりだったのだろう。足がすくんで何もできなかった。

「この家で、あの男がおかしなまねをするのを許ゆるすつもりはないわ」

　シレーヌは険しい顔つきで言った。

「バーネット夫人の死は、魔術師の靴が関係しているのではないの？　被ひ害がい者しやが私だけなら、私は口を閉ざしているつもりだった。けれどほかにも彼から靴を渡された者がいるなら……」

　シレーヌは外套の袖そでをまくってみせた。赤黒い跡あとがいくつも、その白い腕に残っていた。

「私は代だい償しようを支払うと知っていて靴を履いた。この結果は自じ業ごう自じ得とくよ。それでもクラウデッド家を悪事の苗なえ床どこにさせるつもりはないわ」

　こんな目に遭あったのに、シレーヌは戦おうとしている。

　彼女が守ろうとするもののために。

（シレーヌさまには、言っておくべきだ）

　今のところ、レイのすぐそばで彼を見張っていられるのは彼女くらいだ。

　ディセント家の使用人たちがクラウデッド家の周りを探っているといっても、シレーヌが目を光らせることで防ふせげることはあるかもしれない。

「レイさんから、魔術師の靴の気配がしていました。けれどバーネット夫人は魔術師の靴を履いていなかったようです」

「それは、誰か別の人間が魔術師の靴を履いてバーネット夫人に危害を加えたということ？」

「たしかなことは、分かりません。でもバーネット夫人の周りにこびとが見えたんです。もしかしたら、魔術師の靴の能力によるものかもしれません」

　シレーヌは一度目を伏ふせてから、顔を上げた。

「私は彼にされたことを、秘密にしているの。知っているわね」

　エデルはうなずいた。

「レイはクジュラ国の重じゆう鎮ちんと密みつ接せつなつながりを持っている。それがクラウデッド家の利になると思っているの。お父さまも同じ考えよ。それに私も──正しよう直じきに言うなら、アランさまを追いかけてみじめな姿になったことを、公おおやけにしたくないと思っているわ。私が黙だまっていることですべてがうまくいくなら、そうしようと考えていた」

　それに、シレーヌがレイの正体を公表すれば、彼もシレーヌの正体──仮面の歌姫であることを、彼女の両親に伝えるかもしれない。シレーヌは、それを恐おそれていたのだ。

「けれど、それは被害者が私ひとりで済んだら、の話よ。クラウデッド家の歴史学者という立場で、家名を汚けがすようなまねをするなら許さない。公表することも辞じさないわ」

「シレーヌさま」

「なんでも知っていることを話してもらえるかしら。私には責任がある。彼をこの家に招まねき入れてしまったのは、私の弱い心のせいだった。──あなたがそんなに怯おびえているのは、バーネット夫人の周りにいたこびとのせい？　それとも、ほかに原因があるのではないの？　あなたたちは、この事件が起こる前からレイを捜しているわ」

　エデルは両手でコップを握りしめた。

「レイさんは次代の王おう妃ひシンデレラを生むつもりだと言っていました。シレーヌさまはその候補であったと。人にん魚ぎよの靴の事件の際、彼は私も候補のひとりになったといいました。私の大切な人間に危害を加えて、魔術師の靴を履かせると」

　シレーヌは息をつめた。

「私の大切な人は……アランさまです。アランさまは、私に新しい世界をくれました。ガラスドームに迎え入れてもらって、人生の新しい目標をアランさまと見つけたのです。ほかにもたくさんお世話になって……アランさまに何かがあるとしたら、耐たえられません」

「もういいわ」

　シレーヌはエデルの肩を抱だいた。

「アランさまのこと、ご本人には？」

　エデルは首をふった。

「アランさまはきっと真まっ向こうから立ち向かおうとするでしょう。それがなんだか不安で……レイさんは、底の知れないところがありますから」

　それに、とエデルは付け加えた。

「レイさんは、私の父親なんです」

　シレーヌはエデルのそばで、体を硬かたくした。

「そう、似ているとは思っていたけれど」

「生まれてからずっと父には会ったことがなかったんです。この間ガラスドームに彼がやってきたときに……そのことが分かって……」

「あなたは実の父親と現在の保護者の間に挟はさまれているというわけね」

「……レイさんのことを、父とは思えないんです。今まで会ったことがないだけでなく、彼の考えも理解できなくて……でも彼は、私を利用しようとしています。そのために私の大切な人を手にかけようと」

「あなたは、どうしたいの」

「私は……？」

「レイがあなたを脅おどした。あなたはきっと、なんとかしようと思ってここへ来たんでしょう」

　そうだ。エデルはうなずいた。

　なんとかしたかった。アランを失いたくはない、だから父親を捜しにやってきた。

「あなたは助けを求めているのではないの？」

　シレーヌはまっすぐにエデルを見た。

「誰かに助けてほしい。そう思っている。あなたをいつも助けてくれていたのは、いったい誰なの」

　──アランさまだ。

　エデルはずっと彼に助けられてきたのだ。

「でも、私からアランさまのことを遠ざけなければいけません」

「自分の父親のことだからといって、誰かに助けを求めてはいけないわけではないわ。遠ざけるって、アランさまの前から姿をくらますつもりなの？」

　わからない。

　何が正解なのか、見当もつかない。

　けれど選せん択たく肢しを間違えれば、取り返しもつかない。

　シレーヌはそっけなく言った。

「あなたは、アランさまのことをもっと信頼してあげたら」

「信頼……しています。とてもお優しい方です」

「強い方ではないと？」

「い、いいえ！　そんなことはありません。いつも私のことを引っ張ってくれるような、そんな方です」

「あなたはアランさまを守りたいと思って悩なやんでいる。けれど守るためにできることは、ひとつだけではないわ。あなた自身を差し出して終わりにしたら、アランさまはどう思うかしら」

　エデルはきゅっと唇を結んだ。

「あなたが逆の立場だったら、どう思うの」

「私が……」

　嫌いやだ。

　アランさまが自分を守るために、黙って耐えていたら。

　何かが起こったときにはじめて、気づけなかった自分を責めるだろう。

　シレーヌはしばらく口を閉ざしていたが、ゆっくりと話し始めた。

「この間、橋の上に復帰したわ」

　声の一部を失い、彼女は『仮面の歌姫』として橋の上に立つことはなくなっていた。

　十分な訓くん練れんを積んでから──もう一度、真まことに自分が信じられる歌だけを歌いたいと、カンディナールを発たつ前に彼女はそう決心したのだった。

「オーウェンと一緒に、橋の上に立った。彼は私に言ったわ。『僕の知らないところで、この歌声を失わずに済んでよかった』と」

　シレーヌのことを陰から支え続けた男だん爵しやく家の次男、オーウェン・ガードナーは、彼女の才能の一番の理解者である。

「私がもし魔術師の靴によって命を落としたり、誰かを傷つけていたら、私の想像のつかないところで誰かが傷ついたかもしれない。その人は、自分が何もできなかったことを悔くやむかもしれない。そのとき、はじめてそう思ったの」

「シレーヌさま……」

「自分の価値を知りなさい。あなたがレイの手に落ちて悔くやむ人がきっと周りにいるでしょう。あなたを守りたいと思っている人は、あなたの価値を知っている人よ。私は、自分にそんな人がいるなんて知らなかった。私の周りの人間は、私よりも『完かん璧ぺきな伯爵令嬢』を求めていると思っていたから。けれど今となっては、私の歌を待ってくれる人のために自分を大切にしたいと思うわ。──これが私の教訓よ」

　シレーヌは立ち上がった。

　呼よび鈴りんを鳴らしてメイドを呼び出すと、アランのもとへ使いによこした。

　アランが迎えに来るまでの間、シレーヌはエデルのそばに座って、歌を口ずさんでいた。

　凍こごえるような極ごつ寒かんの土地で戦う、戦士の歌だった。

　不利な戦況に立たされても、戦士の闘とう志しは歌が終わるまで消えなかった。

　伯爵令嬢でありながら、自分の価値を歌手への道に見み出いだしたシレーヌ自身の歌のようであった。

　そして、エデルへの激げき励れいの歌にも聴きこえた。
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　アランはかけつけてくるなり、乱暴にエデルの手をとった。

「どこへ行っていたんだ。聴取に行く前に話したことを忘れたのか」

「あの……」

「迷っていたのよ、屋敷の中を」

　シレーヌが一歩踏ふみ出した。

「うちの使用人が、子どもと勘かん違ちがいして、親を捜してあちこち連れ回してしまったようなの。申し訳なかったわ。彼女もてっきりアランさまのもとへ連れて行ってくれると思っていたそうよ」

　シレーヌに背を押されて、エデルはつんのめった。アランの胸に頭をつけるようなかたちになり、あわてて距離をとろうとすると、彼はそのままエデルの肩を抱いた。

「ア、アランさま」

「シレーヌ嬢。彼女を見つけてくれて感謝する」

「いいえ。ご心配をおかけしたわ。今日は泊とまっていかれる？」

「いいや。このまま我わが家やへ帰らせてもらう。あなたの親切に感謝しているが、慣なれない場所でエデルとはぐれるのは心配だ」

「賢けん明めいね。お気をつけて」

　シレーヌは扉の外へ送り出してくれた。

　エデルはアランに引きずられるようにして歩いていたが、振り返る。

「シレーヌさま、ありがとうございました」

　自分の手を握りしめるアランの力が強くなったので、エデルはおそるおそる彼を見上げた。

「アランさま、ご心配をおかけしました……」

「まったくだ」

「迎えに来ていただいて、ありがとうございます」

「もっと早く来たかった」

「も、申し訳ありません……」

　アランがぶっきらぼうな口く調ちようになっているので、エデルは肩をすくめた。

「……すまない。クラウデッド家の使用人がお前のことを連れ回したんだったな」

　彼がため息をついて、手の力をゆるめてくれる。

　少し隙間の空あいた部分を物足りないと思いながら、エデルはもじもじと体を揺らした。どうやら自分は、ずいぶんとよくばりになっているようだ。

「あの、そのことなんですけど」

「きつい物言いをして悪かった。お前の姿が見えなくなって、焦っていたんだ。これから屋敷に帰ってゆっくり休もう」

　優しい声こわ音ねでそう言うと、アランは空いている方の手でエデルの頭を撫なでた。

　それからはっとしたような顔をする。

「すまない。つい子ども扱あつかいを」

「い、いえ。あの……ルディアさまもおっしゃっていましたが、そんなに子どもに見えてしまうのでしょうか」

「まあ……それなりに」

（ちょっと傷つく……）

　同い年のルディアは凜り々りしい軍服姿で、年若いご令嬢から「お姉さま」と呼ばれるほどの人気っぷりであった。

　対してエデルはどこへ行っても子ども扱いで、アランとはさらに歳としの差が開いて見えている。

　落ち込んでいるエデルを気き遣づかってか、アランがあわてて言葉をかけ始める。

「似合っているぞ、ものすごく。俺はあまり子どもが好きじゃないが、お前みたいな子どもなら欲しいと、今日だけで五回は思った」

「ご、五回も」

「試着のときも思っていたから総計六回になる」

「そんなに」

　彼の言葉を心の中で繰くり返して、エデルは赤面した。

（わ、私みたいな子どもって……いや、でもプロポーズされたんだから、そ、そういう意味なのかな……）

　意味を深く考えないようにしていたのだが、アランが立ち止まった。

「……今、俺はもう一度プロポーズをしたような状態か？」

　不思議そうな様子でたずねられたので、エデルは困ってしまった。

「え、ええ？　えっと」

「お前のような子どもが欲しいという言葉は、記き憶おくによればプロポーズの台詞せりふとして適切なようなんだが……」

　アランは懐から本を取り出して、ページを真剣にめくっている。そして得とく心しんのいったような顔で、再び本をしまい込んだ。

　エデルは完全に、置いてきぼりである。

「あの……？」

「やはりそのようだな。お前の気持ちを考えずに無神経なことを言ってすまなかった。今のは忘れてくれないか。プロポーズしようと準備した言葉ではなく、ついうっかり口からすべり出た言葉だったので」

（そ、そっちの方が限りなく本心という感じで困る）

　エデルはどぎまぎしながら、本を確認するために離された手を、持て余していた。

　彼女の左手をじっと見つめて、アランはつぶやいた。

「それに今は、指輪も持っていないし」

「あ、あのう」

「もっとお前にふさわしい、魅み力りよく的てきな男になる。そう決めているんだ。だから今のはなしだ」

（も、もう何回もプロポーズされているみたいで、心臓が……）

　アランは涼すずしい顔をしている。一連のやりとりについて、なんとも思っていないようだ。

「ところで手をつなぎたいんだが」

「は、はい」

「いつなんどきお前がいなくなるか分からないからな。屋敷に帰るまではずっとこうだぞ」

　彼が仕事の指示をするときのような口調なので、つい条件反射で手を差し出している自分がいる。

　エデルはすっかり彼のペースに飲まれてしまっていた。

（帰ったら、レイさんのことをお話ししよう）

　自分を大切にしてくれる、アランさまを信じるのだ。

　私の保護者は彼だけだ。これからもずっと、そうだといい。

　アランは言葉通り、ディセント家の本ほん邸ていにたどり着くまで、ずっとエデルの手を握っていた。
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　バーネット夫人の死因は、結局夫人の持病が悪化したせいだという結論になった。

「とはいっても、特に心臓に刺し激げきを与えるような出来事もなかった気がするのですけれど。こういった病気は突然症しよう状じようが現れるものなのかしら」

　ディセント家の本邸で、エデルはアランとルディアと共に、朝食をとっていた。

　カンディナールの屋敷以上の食事の豪ごう華かさに、目が回りそうである。カンディナールの使用人たちはエデルが小食なことを心得ているので、いつも控ひかえめに食事を用意してくれるのだ。

　テーブルに載のっているのはローストされた薄切りの肉、きのこと魚を蒸むしたもの、ふわふわのオムレツ、籠かごにたっぷりと入ったパンや野菜のスープとサラダ、フルーツソースの載ったヨーグルト。エデルはすべてを食べきれないだろうと早々に諦あきらめた。

「お兄さま、どう思われます？　それにエデルさんはこびとを見たのでしょう？」

「ルディア、食事中だぞ。エデルの気分が悪くなったらどうするんだ」

「まあお兄さまったら。もうエデルさんはか弱いウサギさんではなくてよ。それよりも一いつ刻こくも早く何か手がかりを見つける方が先決でしょう」

　エデルはウサギの耳を取って、淡いブルーのブラウスと長めのプリーツスカート姿だ。ルディアもデイドレスに袖を通し、今は軍人でなく立りつ派ぱな伯爵令嬢である。

「あの……そのこびとなんですけれど、魔術師の靴の力だと思います」

　エデルはオムレツを切っていたナイフを置いて、か細く話し始めた。

「でもバーネット夫人から黒い靄は見えなかったんでしょう？」

「ええ。でも私、あのあとレイさんを見たんです。黒い靄がかかっていて……」

　アランが目を見開いた。

「聞いていないぞ。昨日きのうの聴取のときか」

「申し訳ありません。クラウデッド家の屋敷のどこにレイさんが潜ひそんでいるか分からなかったので……」

　少なくとも、このディセント家の本邸に身を置くまでは口に出すわけにはいかなかったのだ。

　ルディアは給仕に下がるように命じると、テーブルに身を乗り出した。

「お兄さま。ドゥーガルドの遺のこした魔術師の靴リストに、こびとが出てくるような靴はありますか？」

「そのまま、『こびとの靴』は存在する。その靴を履けばこびとが次々と現れて、持ち主の願いを叶かなえてくれるというものだ。もし靴のせいでバーネット夫人が亡なくなったのなら、夫人に恨うらみを持つ者が履いているのかもな」

「承しよう知ちいたしました。その線をあたってみましょう」

　それで、とアランは顔をしかめた。

「レイが姿を現して、ほんとに何もされなかったんだな？　どうしてすぐ俺を呼ばないんだ」

「あの……。アランさまを、レイさんに会わせたくなかったんです」

「なぜだ。ひとりでレイに相あい対たいする方がよほど危険だと、お前も分かっているだろう」

　エデルは思い切って、いっきに口に出した。

「実は、レイさんは私の一番大切に想っている人に危害を加えるつもりなんです」

　アランは眉間に皺を深く刻きざみ、ルディアは表情を変えなかった。彼女は薄々感づいていたのだろう。

「この間のシレーヌさまの事件のときに、彼は私に警告しました。私の一番大切な人間を、見み極きわめるつもりだと。その人間に危害を加えて、私に魔術師の靴を履かせる、つもりだと……」

　ぎゅっと拳こぶしを握る。

「アランさまなんです」

「……え？」

「私の一番大切な、お慕したいしている方はアランさまなんです。だから──」

　ルディアはそっと席をたち、部屋から出ていった。

　どうやら気を遣ってくれたらしい。

「だから、私はアランさまが大切な方だと気づかれないようにしなくてはと思いました。最悪の場合、カンディナールを出るべきかもしれないと。けれど私の知らないうちにレイさんが動いたらと思うと怖こわくて、ガラスドームからも離れたくなくて、お屋敷でそのままお世話になりっぱなしになっていました。けじめがつけられなくて、ごめんなさ──」

　テーブルの上でかたく握りしめていたこぶしに、アランが手を重ねた。

「そんなけじめなんて、つけなくていい。つけてほしくない」

「アランさま」

「俺のために悩まなくていい。俺は、お前が悩んでいる方がつらい」

　アランはエデルのことを真しん摯しなまなざしで見つめていた。

「それに、父親のことでも悩む必要はないんだ、エデル。父親のことを考えて、自分のやりたいことを諦めたり、思いとどまったりする必要はない。俺のことはともかくとして、ガラスドームのことや自分の将来のことに、影えい響きようされる必要はない」

「でも……」

「自分でガラスドームで働くと、決めたのだろう。その選せん択たくは父親にも邪じや魔まできないはずだ。お前自身が決めたことは、たとえ誰であっても取り上げられない。お前はヴァイオレットと別れたばかりの小さな子どもではないんだ。自分で選択し、自分で判断を下せる。父親は何も口を出す権利はない。お前自身の判断がすべてだ」

　自分で決めるのが大切なこと──。

　最近ジジから教わったことを思い出して、エデルはその言葉の意味をかみしめていた。

（そう、私は自分で考えられる。レイさんに揺さぶられても、迷っても、最終的に判断を下すのは私だ。だから私の決定が、一番大事なんだ）

　突然父親が現れて、エデルは戸惑っていた。ガラスドームで働き始めて少しは自立できたと思っていた自分の足をすくわれた気がした。まるで無力な子どもになったような気持ちだった。

　何があっても、アランやガラスドームの仲間とは離れたくない。

　その気持ちを大切にしていいのだ。

　エデルがほっと落ち着くと、アランが重ねた手をぎゅっと握りしめたので、はっと我われに返る。

「あ、あの」

　アランは笑えみをこぼした。

　エデルはわけが分からなかった。命をねらわれているのに、なぜ彼がこんな風に笑うのか。

「俺は、てっきりお前に嫌きらわれてしまったのかと思った。レイのせいだったんだな。安心したよ」

「あ、アランさま……！　お命が危ないんですよ」

「お前に嫌われる方が死にそうだ」

「そ、そんなこと」

　──でも、私もアランさまに嫌われたら、かなりつらいかも。

　かっと顔が熱くなる。

「ではすぐにでも指輪を渡したいんだが」

「え、あの」

「俺のプロポーズを断ったのは、脅されていたからなんだろう」

「えっと、それはそうなんですけれど」

「なら問題ないな、俺は脅しに屈くつしない。以上だ。残念だな、今日に限って両親がカントリーハウスへ行っているなんて」

　アランの両親は、オルハラ国の郊こう外がいに設もうけたカントリーハウスでのんびりと休きゆう暇かを楽しんでいるらしい。アランにとっては間まが悪かったようだが、エデルは大いにほっとした。バーネット夫人の事件のおかげで急きゆう遽きよ本邸に滞たい在ざいすることになってしまったため、心の準備が何もできていないままだったのだ。

「仕方がない。先にヴァイオレットの墓前に挨拶にいくか」

「あのう」

「いや待てよ。とりあえず一番近い身内のルディアに挨拶に」

「ルディアさまにおはようございますはもう言いました、アランさま、あの……」

　きびきび動こうとするアランの腕をつかんで、エデルは精いっぱい言った。

「あの、でもまだ婚約をお受けするわけにはいきません」

　アランの顔が、みるみる青くなる。

　彼は重々しくたずねた。

「……それは……俺が一芸に秀ひいでている男ではないからか……？」

「……？　アランさまは、何に対しても優すぐれていらっしゃいます」

「でも手品は」

「手品……？」

　アランは大きく息をつくと、浮かしかけていた腰こしを落として、椅い子すにもたれた。

「すまない……。俺が魅力的な男でないばかりに」

「いえ、そんなことはありません。私がお伝えしたいのは、アランさまでなく私に問題があるということなんです」

　エデルは途と方ほうに暮れた。

　カンディナールのお屋敷もすばらしく贅ぜいをこらされていたが、本邸はそのさらに上だった。

　アランはこの屋敷と、多くの使用人たちを管理し、伯爵家を継つぐ人間なのだ。

　クラウデッド家のパーティで、エデルは自じ己こ紹しよう介かいをすることすらためらっていた。

　彼の隣に、自分のような者がいては迷めい惑わくがかかる。

　アランは構わないと言ってくれるかもしれない。けれど周囲の目は、そんなに寛かん容ようではない。

「わ、私はアランさまのことが好きです。でも現実的に考えて、難しいのではないでしょうか」

「ああ、身分のことか。これから両親を説得するから、時間はかかるかもしれない。けれどお前に恥はじをかかせるようなことはしない」

「恥をかかれるのは、きっとアランさまの方です」

「お前と婚約して自じ慢まんすることはあっても、恥をかくことはないな」

「……」

　自信満々に言いきる彼に、エデルはぽかんと口を開けてしまった。

「あの、そもそも……なぜ私なのでしょうか」

　そう、この疑問はプロポーズされたときからエデルの中にあった。

「アランさまの周りには大勢、素敵な女性がいらっしゃるのに……」

　エデルは少し考えて、思い当たるふしを見つけた。

「まさか……私がはじめてのキスを奪うばってしまったからですか!?　それでやぶれかぶれに」

「なってない！」

　アランは咳せき払ばらいをした。

「この間説明した通り、俺はお前を愛していると言っただろう。これでは理由にならないのか」

　エデルは真まっ赤かになったまま、固まった。

「分かった、愛にいたるまでの経けい緯いについて、詳しよう細さいを知りたいんだな」

「あ、あのう、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　これ以上この話題を掘ほり下げられたら、心臓が爆発する。

　エデルは精いっぱい遠えん慮りよ申し上げた。

「結果的にレイのことを抜きにしても、お前は俺と交際できないというんだな」

「は、はい。私のような者がアランさまと……結婚を前提にお付き合いできるとは、どうしても思えません」

「でも俺のことは」

「お慕いしています」

　アランが黙ってしまったので、エデルは首をかしげた。

「アランさま？」

「いや、なんでもない……いろいろ、かみしめていただけで」

　アランは続ける。

「では俺の両親に認みとめてもらうまで、交際はできないということか？」

「それもありますが……まずは、自分の父親の件について決着をつけなくてはいけないと思います」

　自分の大切な人を守りたい。

　そのためには、レイとの件に決着をつけなければ前に進めはしないだろう。

　アランと一緒にいることでどんなに幸せな気持ちになったとしても、レイの存在がそれに水を差す。どこにいても、不安がつきまとう。

　そんな状態でアランとの交際を考えることは、エデルにとっては難しいことだった。

「ふん、いいだろう。こちらも売られた喧けん嘩かは買わなくてはならないからな」

　アランは腕を組んだ。

「まずはこびとの靴を封ふう印いんしよう。相手から靴を奪えば、その分だけ被害者が減る。バーネット夫人の周囲はルディアが調べてくれるが……」

「こびとは、夫人の肩を目指してドレスをのぼっていました。そして夫人の髪の薔薇に水をかけて……」

「そういえば夫人が頭に挿していた薔薇は珍しい色合いだったな」

　エデルは、どうしてもこびとが世話をするあの薔薇が気になっていた。色合いが珍しかったのもそうだが……なんとなく、嫌な感じがする。うまく説明することはできないが。

「私たちは、薔薇をあたってみませんか。あの日のパーティに飾っていた薔薇はどこからやってきたものなのか調べたら、何かヒントにはならないでしょうか」

「薔薇か……」

「もしこびとが持ち主の願いを叶えるというのなら、こびとの行動に意味があるような気がします」

「そうだな、シレーヌに連絡してみよう。彼女の妹が夫人の仮装について何か聞いているかもしれない。手がかりがあれば俺たちで掘り下げるぞ」

「その間お店を開けるわけにはいきませんよね、どうしましょう」

　ランタン・デイの注ちゆう文もん靴ぐつは仕上げを待っているものがたくさんある。さすがにセスが抜けて、エデルとアランまでガラスドームを離れるわけにはいかない。

「いや、俺たちは一度カンディナールに戻ったほうがいい」

「どうしてですか？」

「レイは俺たちの情報を、こびとの靴の持ち主に教えるかもしれない。お前や俺が下へ手たに姿を表せば、持ち主は靴を奪われると警けい戒かいするだろう。俺たちが動くのは、最後の一手を詰つめるときだ。それまで相手には油断しておいてもらわなくてはならない。俺たちはカンディナールでいつも通りに生活し、時がくるまで爪を隠しているのがいい」

　アランが目つきをするどくしてそう言うと、エデルはぞくりと背を震わせた。

　いわくつきの靴を手に入れるためなら、手段を選ばないハンター。彼はそうたとえられることがあるのだ。

「さて、では俺たちはカンディナールに帰るとするか」

　アランはハンターから保護者の顔になる。

　彼に微笑みかけられると、エデルはうずうずしてしまうのだ。

　エデルは気持ちを落ち着かせるべく、大きく息を吸った。
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　カンディナールの屋敷に戻ってから数日も経たたないうちに、シレーヌから手紙が届いた。

　アランはクラウデッド家の印章で封をされた封ふう筒とうを、ペーパーナイフで丁てい寧ねいに開ける。

（バーネット夫人の薔薇については手がかりなしか……）

　シレーヌによれば、彼女の妹たちがドレスについてたずねる前に夫人が倒れてしまったらしい。

　美しい筆ひつ跡せきをたどりながら、アランは顔をしかめた。




　ですが、気になることがあります。

　その日バーネット卿が小さな女の子と話しているのを、使用人が見たと言っているのです。

　パーティが始まる前に、庭の茂しげみに隠れるようにして、バーネット卿はやけに深しん刻こくな顔をしていたのだと。

　父親が子どもを叱しかっているように見えたそうです。

　ただし、私の記憶によればバーネットご夫妻にお子さまはいらっしゃらなかったはずです。

　この情報がお役に立つかは分かりませんが、念のため書き添そえておきます。





シレーヌ・クラウデッド






　アランたちに手がかりを伝えるために急いで手紙を書いたのだろう、挨拶などは省はぶかれて必要な情報だけを記しるしてある。

　バーネット卿に子どもがいないのなら、たしかに気になる話である。

　手紙を折りたたむと、アランは書しよ斎さいで待たせてあるエデルのもとへ向かった。

　次の被害者が出る前に、こびとの靴を回収し、レイのたくらみを止めなくてはならない。

　そうすれば、ディセント家の使命をまたひとつまっとうできる。──そして、エデルと一緒にいられる。

（たしかにあいつは、俺のことを慕っていると言った……）

　朝食のときに言われたことを未いまだに信じられずに、アランは繰り返し頭の中で反はん芻すうし続けていた。「お慕いしています」「お慕いしています」「お慕いしています」……エデルが頭の中で幾いく人にんも出てきては、アランに告げるのだ。すでに彼の脳内のウサギ小屋（回想中はエデルが増えすぎるので、『思い出しエデル』はここに入ってもらっている）はいっぱいになっている。

　慕っているというのは、あのときの会話の流れからして雇やとい主ぬしとして信頼しているという意味ではなく、完全なる恋愛感情に起因するものだった。

　それもこれも、教科書にのっとって彼女に言葉をかけ続けた努力の結果にほかならない。

　あのときの──熱にうなされたときの天てん啓けいは、やはり正しかったのだ。

　プロポーズをやり直して、指輪を受け取ってもらえる日が近いかもしれない。来年のランタン・デイには正式に彼女をみなに紹介できるだろう。

　ただし、今年のような衣装は着せない。注意深く彼女の周りを観察していたが、エデルを視線で追っている男を何人か見つけた。彼らの特とく徴ちようを記憶しておいたので、ルディアに伝えて身元を割り出し今後の付き合いを控ひかえる必要がある。

（まぁ、エデルがウサギの衣装をどうしても、どうしても気に入っているというのなら、この家の中だけは着用を許すのもやぶさかではない）

　アランは談話室の扉を開けた。使用人に飲み物を給仕してもらっていたエデルが、恐きよう縮しゆくしたような様子で座っている。

　彼女はガラスドームでお客さまに給仕する側の人間なので、慣れていないのだ。それでも一緒になると決めたからには少しずつ慣れてもらわなくてはならないが……。

　アランはゆるみかけた顔つきを引きしめた。

「待たせたな。シレーヌから連絡が入った。薔薇に関しては有ゆう益えきな情報がなかったが、バーネット卿はパーティが始まる前に小さな子どもに会っていたらしい」

「小さな、子ども」

「女の子だそうだ。しかし、バーネット夫妻に子どもはいない」

　エデルは「私の考えすぎかもしれませんが」と前置きをして、話し始めた。

「先日ガラスドームに、十歳の女の子が来店されたんです。庭師として働いていて、でも仕事を辞やめたいと。そのために靴が欲しいとおっしゃって」

　リリーローズはエデルに忠告をしていた。

　薔薇伯爵と薔薇夫人には近づかないでと──。

「それは──今回の事件を予期していたということか？」

「詳くわしいことは、なんとも。でも今考えてみれば、そうとしか考えようがないですよね。カンディナールから少し離れた場所とはいえ、薔薇夫人の仮装をしていた方が亡くなっているのですし……」

　バーネット卿は、小さな子どもとひっそりと会っていた。

　その子どもは、ガラスドームにやってきた子どもと同一人物なのだろうか。

「お名前は、リリーローズ・シュタインさまと名乗られました。来店されたときはエプロンドレスを着ていて、お金の入った巾きん着ちやく袋ぶくろを持ってらっしゃいました。ちょっとお疲つかれのご様子で……。無理な労働を強しいられているのかもしれません」

「分かった。このあたりで庭師を雇える大きな庭を持っている家をあたってみよう。また店に彼女がやってきたら教えてもらえるか」

「はい、アランさま」

　はきはきと返事をしたエデルに、アランは微笑んでみせた。

　エデルは彼の視線を受けて、頰ほおを赤く染そめている。

「あ、あの……」

「またザリガニのようになっているな。悪くないぞ」

「は、はあ」

「ウサギ小屋はいっぱいなので、今のお前を思い出したら、水すい槽そうの中に入れておこうと思う」

「？　私、し、死んじゃいます」

「ザリガニは水辺の生き物だから大丈夫だ」

　置いてきぼりのような顔をしたエデルをよそに、アランは紅茶のカップをかたむけた。




　シレーヌから届いた新たな情報をルディアに伝えるため、アランは席を立っていた。

　エデルはその間ドゥーガルド・ディセントの手記を借りて、こびとの靴の記述を追うことにしたのである。

『こびとの靴の能力は、こびとを出現させ持ち主の意のままに操あやつること。小さな奴ど隷れいを幾人も従したがえているようなものだと思えばいい。持ち主の心の願いを、こびとたちは忠実に遂すい行こうしようとする』

（特に、誰かを呪のろい殺すような靴ではないみたい……）

　代償としてあげられているのは、こびとが言うことを聞かなくなるというものだ。履いている本人が怪け我がをしたり、命を落とすというようなことは記されていない。

　ひとまずほっと胸を撫で下ろし続きを読み始めたが、過去に靴を履いた少女の記録はあまり安心できる内容ではなかった。

『フランネル・ボーク　十八歳。　事故で片腕の自由がきかなくなった彼女は、こびとに繕つくろいものや炊すい事じを任せる。こびとたちははじめ忠実であったが、フランネルの魔力が尽つきると手のひらを返し、動かせる方の腕を潰つぶして消えた。こびとは、報ほう酬しゆうがなければけして働かない』

　こびとたちは、少女の生命力──魔力をいただいて、働いているらしい。

『靴に吸われる生命力とこびとに与える生命力は別のようで、こびとの靴を履いた少女はほかの靴を履いた者よりも激しく消しよう耗もうする』

（そんな……）

　こびとが反はん旗きをひるがえす前に、急いで持ち主から靴を取り上げなくてはならない。

「エデル、待たせてすまない」

　アランはメモを片手に、談話室へ入ってきた。

「ルディアからも知らせが届いていた。さっそくだが、バーネット卿は夫人のことをあまりよく思っていなかったらしい」

　アランがそう口火を切ったので、エデルは驚おどろいた。

「でも、とても仲むつまじく見えましたけれど……おそろいの衣装を着てらっしゃいましたし……」

「バーネット卿はたいそうな浮うわ気き者もので、金遣いも荒かった。もともと夫人の持ち物だった競馬場を売るように迫せまっていたそうだ。夫人は競馬場を売らずに夫がこしらえた借金を返そうと、いろいろと試し行こう錯さく誤ごしていたらしい。最近馬の質にこだわり始めたのも夫人のアイディアで、それでなんとか持ち直してきていたところだったとか」

　とてもそんなふうには思えなかった。パーティ会場でバーネット夫人は夫を立てていた。のんびりとした口調や「良心のウサギ」に扮ふんしたエデルを見つけたときの喜き々きとした様子も、お嬢様がそのまま大人になったかのような無む邪じや気きな印象であった。

「妻に借金を返してもらう夫、と言われたくなくてバーネット卿は妻の手て柄がらを横取りして、自分が競馬場を建て直したと吹ふい聴ちようしてまわっていたわけだ。夫人はよき妻であろうと否ひ定ていもしなかったのだろうな。まぁこの部分だけでもあまり聞いていて気持ちのいいものではないが、ここから先が問題だ。どうやらバーネット卿は、とある未み亡ぼう人じんと不ふ倫りんの関係にあって」

「ふ、ふりん……」

　アランの口から飛び出す単語として、あまりにも耳慣れなかった。

「その未亡人と結婚の約束をしていたんだ。妻は体が弱いから、きっとすぐに再婚できると」

　アランは汚けがらわしいものを見るような目で、書き留めたメモをにらみつけている。

　潔けつ癖ぺきな彼は、こういった話があまり好きではないのだ。

「夫の浮気に気づいた夫人が、牽けん制せいのためにあちこちのパーティで薔薇伯爵と薔薇夫人の格好をして出席していたようだ。バーネット卿も妻が生きている間は競馬場の権利は彼女のものだから、従うしかない」

　そういえば、ジジは言っていた。薔薇伯爵と薔薇夫人の衣装は、夫人の独どく占せん欲よくを表したものだと。

　仲のいい夫婦が日常とは違う刺激が欲しくて身に着ける衣装のようだが、もしかしたらバーネット夫妻の場合は、事実をありのままに投影した衣装だったのかもしれない。

　あの夫婦の間にそんな事情がうずまいていたとは。人は見かけでは分からないものである。

「夫人の出席するパーティの先々で、例の薔薇を自慢していたらしい」

「あの、グラデーションのかかった薔薇ですか……？」

「珍しい薔薇だから、気に留めた人間も多かったようだ。ルディアが聞き込みをした人物はみな口をそろえて、夫人が頭に挿していた薔薇が美しかったと言っていたそうだ」

　各パーティで子どもの姿が目もく撃げきされていたかどうかは、引き続きルディアが調べてくれるらしい。

「こびとの靴が人を殺す靴でないのなら、あの薔薇の方に問題があるはずです。もし、バーネット夫人がその……殺されたと仮定したら、ですけど」

「薔薇に薬か何かを仕込んでいたということか？　たしかにそれを使えば、容よう易いに毒物を持ち込むことはできるはずだが。死因が特定できずに心臓発作で片付けることも、ままあるらしいからな」

（もしリリーローズさまが、この薔薇に関わっているのだとしたら）

　バーネット夫人に個人的な恨みを持っておらず、ただ誰かに命じられて薔薇を運んでいるのだとしたら。

　仕事を辞めたい。

　そう思うだろう。彼女は、人殺しの手伝いをさせられているのだ。

　エデルへの警告も、毒物に近づかないようにさせるため──？

「薔薇のルートの特定が必要だな」

　エデルは深い息を吐はいた。いろいろな情報をもらって、いっぱいいっぱいだ。

「すまない。疲れさせたな」

「い、いいえ。いろいろと……驚く事実が多くて……」

　夫婦の不仲や不倫や独占欲など、なんだか小説の中の一番重たいシーンを読んでいるかのようだった。

　でも、これが現実にありえるのだ。今まで歩んできた人生からは考えもつかないようなことが。

「バーネット夫人は、きっと旦だん那なさまのことが好きだったんですね。お金のことや、秘密の恋人のことがあっても」

　薔薇夫人のドレスを着て、なんとか夫をつなぎとめようとしていた。彼女の中にも良心のウサギはいたのだろうか。だからエデルを見つけたときに、思わず声をかけたのだろうか。

「そうまでしなくてはつなぎとめられなかった夫婦生活など、もうすでに破は綻たんしているだろう」

　アランは冷たい声音で言った。

「芝しば居いの『薔薇伯爵と薔薇夫人』は、最後に夫人が伯爵を殺してしまうんだよ。夫人は罪つみの意識から逃のがれようと精神を幼児退行させて、心に飼かっていた良心のウサギと同化してしまう、悲劇のエンドだ。夫を束そく縛ばくする妻の苦く悩のうを前面に押し出した作品で、妻の行き過ぎた行動は非難されることもあるが……俺はそうは思わない。妻をそこまで悩ませた夫に一番の問題があるだろう」

「幼児退行……」

「夫婦はお互たがい協力し合って、人間的に成長してゆくべきだ。片方に負ふ担たんがかかるのはおかしい。夫は妻を守り、妻は夫を信頼しなくては、破綻してしまう。俺も一応教養としてあの舞台を見に行ったが……あまり好きなテーマではなかったな」

　アランは憮ぶ然ぜんとした表情で続けた。

「薔薇夫人は、早々に夫に見切りをつけるべきだった。周囲の人間が離婚なんてとんでもないと言うものだから、夫人はただ必死になって、夫を愛そうとしてしまったんだ。たとえ世間から何を言われても、夫の人間性を客観的に見てやるべきだった。結局薔薇伯爵も薔薇夫人も、どちらも不幸になってしまったんだからな」

　薔薇夫人の幼児退行。見切りをつける。どちらも不幸に、ならないために。

　エデルは何かが心にひっかかった。バーネット夫人のことではない。もっと、別のどこかで──。

「エデル？」

「あ、いえ。すみません、ぼうっとしてしまいました」

　エデルははっとして、姿勢を直した。

「いや、俺もつい熱くなってしまった……。最近結婚生活について考えることが多くなってたからつい……」

　言いかけたアランは、口を押さえた。

「いや、今のは忘れてくれ」

「あ、あの」

（それはもしかして、もしかしなくとも私との結婚生活、でしょうか……）

　と、たずねるのはやめておいた。

「とにかくだな、俺は妻を不幸にはしないぞ。自分が選んだたったひとりの女性しか、愛するつもりはない」

「あ、あのもう」

「もちろん妻の方にも、浮気はしないでもらわないと」

　アランがじろりとエデルをにらんでいる。

（怖い……！）

　彼はそれ以上何も言わないが、何かとてつもない圧力を感じる。

「お前は……お前は夫の浮気を許せるのか」

「え」

「たとえ話だからな。たとえば、お前がその、結婚してだな……夫が浮気をしていたら、どう思う」

（そ、そんな）

　プロポーズを断ったとはいえ、もうアランのことが好きだとは伝えてあるのだ。このたとえ話は、限りなく、あてはまる人物が特定されている。

　エデルはもごもごしながら答えた。

「浮気は……嫌です」

　頭のてっぺんから湯ゆ気げが出そうである。

「どのくらい嫌なのか説明してみろ」

「え、ええ??」

　エデルは困りながらも、想像してみた。

　もし、万が一自分がアランと結ばれることができて、でも彼が早々にほかの女性に夢中になってしまったら──。

　たとえばシレーヌのような美しくて身分もあり、教養を持ち合わせている女性と……。

　最近彼女に嫉しつ妬との感情をおぼえたばかりのエデルは、たやすく想像することができた。

「たぶん毎日悲しんでいると思います。私にはその……愛せる人が彼しかいないのに、彼はそうではなかったんだという事実に、傷つくと思います……ご、ごはんが食べられなくなります」

　アランは満足そうな顔をしていた。

「安心しろ。お前は毎日、満まん腹ぷくになるまで食事ができるだろう。豚ぶたのように愛らしい姿になる」

（それは嫌だ……）

　アランはまじめな口調で言った。

「夫婦は協力してこそだ。俺もお前も、結婚したら浮気はなしだ。一緒に幸せな豚を目指そう」

「ぶたを……」

　アランの『幸せな豚』発言にしばらくぼんやりしていたエデルは、彼の真剣なまなざしを受けて戸惑った。

「アランさま……？」

　アランは無言でメモ用紙を切り取ると、折り目をつけ始めた。

　エデルは目を白黒させて、なりゆきを見守っていた。彼は休きゆう憩けいに手て遊すさびをする人だっただろうか。

（ディックくんなら、デザインが煮に詰つまったときによく革のきれはしで工作したりしていたけれど……もれなくジジさんに、怒おこられていたけれど……）

　角をしっかりとそろえて、几き帳ちよう面めんに紙を折ってゆく。ひっくり返したり戻したりと複雑な動きを繰り返し、できあがったのは薔薇だった。紙でできた薔薇だ。

「これをやろう」

「わあ、ありがとうございます」

「それで、どうだ……感想は」

「アランさま、折り紙もできるのですね。すごいです。この間のザリガニと一緒にお部屋に飾ります」

「わざわざそれを飾らなくとも……別に何個だって作ってやるぞ。ほかに色いろ紙がみもあるし、もう一回折ってほしければ……」

「いえ、この薔薇とてもきれいです。大切にしますね」

「そうか……」

　アランの沈んだ声に、エデルは首をかしげた。

　そういえば、いったいなぜ突然折り紙が始まったのだっけ。

「……寝るか」

「はい、アランさま」

　話が終わると、彼はエデルを部屋へ送り届けてくれた。

「アランさま、明日もよろしくお願いします」

　深くおじぎをしてから顔を上げると、アランは体をかたむけた。

「おやすみ」

　彼に耳元でささやかれて、エデルの心臓は火がついたように熱くなった。彼女が固まっている間に、アランはさっさと自室へ戻ってしまったようだ。

（息が耳に、かかった……。もう寝るのに、どうしよう）

　ふいうちでどきどきしてしまい、エデルは途方に暮れそうになった。これはしばらく寝つけそうにない。
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「あのウサギのブーツはどうだった？　エデル」

　ガラスドームの工こう房ぼうで、ジジは机の上に上等な馬うま革かわを広げながらたずねた。

　アランの許きよ可かが下りたデザインを型紙に起こし、クリッキングと呼ばれる裁さい断だん作業を行うところである。

　型紙にはすでにパーツごとに裁断型が作られていたので、革の色むらを考えながら、どの部分を靴に使用するかを考えてくりぬくように切り取るのだ。

　革を無む駄だにしないように。色ぬきのきれいなところが甲こう革かわに出るように配置してゆく。

　ジジの指定した革の箇か所しよをたしかめながら、エデルは答えた。

「とても素敵でした。あのとき限りではもったいないので、冬の間はときどき履はこうかと思います」

　クラウデッド家のパーティに履いていったブーツはクリームできれいに磨みがいて、シューズラックにかけてある。飴あめ色いろのような薄うすいベージュの革は、仮装に限らずとも普段使いでも十分履けるものだ。

「あのウサギの衣い装しようを着たところ、私には見せてくれないのか？」

　ジジはデザインを起こすにあたって、衣装を見ているのだ。

「あ、あれは……。事情があってお借りしたものですので」

「でもすぐに返すわけじゃないんだろう？　せっかくデザインしたのに履いているところを見られないなんて、寂さびしいなあ」

「あ、あのでは今度制服でよければ履いてきますので」

「私は制服じゃなくてウサギの衣装に合わせてデザインしたんだぞ」

　エデルが困っていると、ふと背筋がぞくりとするような感覚に襲おそわれた。

　開けっ放しの扉とびらのそばに、アランが立っていた。

　彼は眉み間けんに皺を寄せて、叫さけぶように言った。

「ウサギは見せない！」

「ア、アランさま……」

　執しつ務む室しつに行かれていたはずでは。

「おれがデザインボードを見てもらうついでに、オッサンがエデルに嫌がらせしてるって告げ口しといた」

　アランの後ろから顔を出したディックが声をあげる。そういえば、彼は腕いっぱいにデザインボードを抱かかえている。

「ところでアランさん、おれのデザインで使える案はあったか!?」

「ひとつもなかった。お前はデザインの基本を叔お父じからみっちり学べ。そして奴やつの余計な動きを封じろ」

「おい、アランさん！　改良版『ミイラ』はなかなかいけてるんじゃないか!?　おい!?」

　アランはきびすを返して執務室へ戻もどってゆく。ディックがくやしげにため息をついて、ボードを机の上に置いた。

「ちぇっ、なんだよー……」

「でも、アランさん律りち儀ぎにメモを残してるじゃないか。すべてのデザイン分」

　ジジの言う通り、アランは几帳面にメモを書いて貼はり付けていた。ディックの自信作、靴ひもの『ミイラ』には『斬ざん新しんなアイディアを模も索さくするのは悪いことではない、ただし履きたいという気持ちにさせてほしい』と添そえられている。

「普ふ通つうは『話にならない』で終わりにするところなのに、アランさんは本当にまじめだなぁ。ここまでされたら私が教育し直すしかないか……やれやれ」

「あっ、オッサン何するんだよ!?」

　ジジはディックのシャツの襟えりをつかむと、引きずるようにして椅子に座らせた。

「これからみっちり個人授業だ。覚かく悟ごしとけよまったく」

　店の入り口のベルが鳴る。誰だれかが来店したらしい。

「私、応対してきます」

　エデルはエプロンのリボンをきっちりと結び直して、カウンターへ向かった。

「お待たせいたしました……」

　エデルは、はたと足を止めた。

　ベルは鳴ったというのに、誰の姿も見えなかったのである。

「え……？」

　でも、たしかに今ベルの音がしたのだけれど。聞き間ま違ちがい？

　エデルは異変に気がついた。ベルの中からひょっこりと、鼻の長いこびとが顔を出したのである。

「あ！」

　あれは、パーティ会場で見たこびとだ。

　こびとはするすると壁かべをつたって下りてくると、待合室のソファにぼすんとお尻しりから着地をした。それを合図に、店内のあちこちがもぞもぞと動き出した。クッションやチェストの下、扉の脇や、カウンターのへりから、こびとが出てきたのである。

　どこからこんなに……と思い部屋を見渡せば、ステンドグラスをはめた窓まどが半分だけ開いていた。おそらく朝、見習いが空気の入れ換えのために開けておいたのだろう。

（アランさまにお知らせしないと）

　こびとたちは扉の前に集まって、肩車をし始めた。一いつ生しよう懸けん命めい扉を開けようとしているらしい。

（……？　扉の向こうに、何かがあるの？）

　エデルはおそるおそる、扉に近づいた。

　こびとは突然やってきたエデルに驚おどろいて腰こしを抜かしている。「ごめんね」と声をかけてから、エデルは顔を覗のぞかせた。

「悪いけれど、お嬢じようさん。お引き取り願えるかな」

　ドアマンが優しい声こわ音ねで、小さな少女に話しかけていた。

「この間お店で委い任にん状じようの話はされたんだろう？　それを持っていないなら、ここには入れないよ」

「あの……どうかされましたか？」

「ああ、この間ご来店くださったお客さまが、またいらっしゃったんですよ。委任状を持っていないようなので、私からお話を」

　エデルは目を見張った。

　リリーローズだった。この間よりもずっとやつれた様よう子すで、目はどんよりと曇くもっている。

「あの、中に入れてあげていただけませんか。私のお客さまです」

「？　ですが……」

「アランさまもお許ゆるしになっています」

　彼はリリーローズが再び来店したら教えてほしいと言ったのだ。このまま追い返してしまうわけにはいかない。

　しぶしぶ、ドアマンは承しよう諾だくした。リリーローズはゆっくりと顔を上げて、エデルをとらえた。しかし瞳にエデルがうつっているかは分からなかった。

　エデルはリリーローズの靴を注意深く観察する。

　可か憐れんなコスモス色の靴だった。甲の部分は大きなペリドットが花はな模も様ように配置されている。葉よう脈みやくをかたどった刺し繡しゆうが甲からかかとの部分にかけてほどこされており、しずく型の──この靴の模様の場合はおそらく植物の種をかたどっているのだろう、ガラスビーズがところどころに縫ぬいつけられている。

　かかとは低く、留とめ具のないスリッポンだ。運動靴のように見えないのはひとえにその細かい装そう飾しよくのおかげである。

　黒い靄もやが、とても濃こくかかっている。

「すみませんが、アランさまにお知らせ願えますか。待っていた方がいらっしゃったと」

　店内を振り返ると、こびとたちはあちこちに隠かくれてそっと様子を窺うかがっていた。彼らはとても、臆おく病びようなようだ。

　リリーローズを招まねき入れ、そっと扉を閉じると、エデルは表情を硬かたくした。直感でしかないが、かなり悪い状じよう況きようだということを感じた。

（魔術師の靴を履いたとき、ジュディさまには意識がきちんとあった。シレーヌさまのときも、自身を失われてはいなかった。けれどカーレンさまは靴の意のままに操あやつられていた。リリーローズさまは……確認してみないと）

　エデルはしゃがんでリリーローズと目線を合わせると、質問をした。

「その靴はどなたから渡されたのです？」

「……」

「今、履かれているのはとても危険な靴なのです、リリーローズさま。脱ぬぎましょう」

「……」

「薔ば薇ら伯はく爵しやくと薔薇夫人について──ご存じだったのですね？」

　リリーローズはぴくりと肩かたを動かした。

　反応があった。エデルは安あん堵どして、質問を続けた。

「一いつ緒しよに考えましょう、リリーローズさま。私はおそらく、あなたの作られた薔薇を見ました。グラデーションのかかった美しい薔薇でした。あれはリリーローズさまの作られたものでしょう？」

「……そうよ。終しゆう焉えんの薔薇は、庭主さまが作られて、私が受け継ついだの」

　どうやらあの薔薇は、終焉の薔薇というらしい。

「私は仕事を辞やめたかった。だから靴を履いて願った。誰か私の代わりに仕事を受け継いでほしいと。次の日の朝目覚めたら、予定していたよりもたくさんの薔薇が咲いていた。私はそれを届けるだけでよくなった。けれど、でも……」

　リリーローズはこびとたちを見た。

「次の日の朝になったら、顧こ客きやくリストがなくなっていた。終焉の薔薇も、消えていた。どうやらあの子たちが、配達までやるようになってしまったみたいなの。お給金の袋を持って帰ってきて、私……もともとできるだけ、依い頼らいを受けないつもりだった。庭主さまが動けなくなってからは、薔薇の数が少ないからと断ってきた。でも薔薇はどんどん増えるし、あの子たちにやめてと言っても聞いてもらえないの。ディセント家は、いわくつきの靴に詳くわしいんでしょう。だから私、またここへ……」

　リリーローズの体がぐらつく。エデルはあわてて、彼女を支えた。

「リリーローズさま！」
















（今のうちに靴を脱がせるべき？）

　エデルははっとした。こびとたちの様子がおかしい。エデルのことをにらみつけながら、じりじりと近づいてくる。

　うなり声をあげたこびとが、エデルに襲いかかってきた。

　悲鳴をあげて振り払おうとするが、数が多すぎる。あとからあとから窓辺に現れて、彼らの勢力は増すばかりだ。足首をがぶりと嚙かまれて、エデルは思わず目をつむった。

「エデル！」

　ドアマンに呼ばれて、アランが姿を現した。こんどははっきりと彼にもこびとの姿が見えたらしい。

　エデルの足首に歯をたてるこびとを見たとたん、彼の表情に怒いかりの色が浮かんだ。

　彼は無言でこびとを蹴け飛とばした。こびとたちは火がついたように怒おこり出し、リリーローズの服にしがみつく。その体の大きさとまったく比例しない強い力に、エデルはあらがえなかった。リリーローズはあっという間に彼女の腕から引きずり下ろされ、首尾よく扉を開けたこびとたちに運ばれてゆく。まるで蟻ありの集団が大きな餌えさを運んでいるようだ。

「ま、待って」

　ずきんとするどい痛みが走って、エデルは体勢を崩くずした。アランが支える。靴下には血がにじんでいた。

「手当てをしよう」

「アランさま、でも追いかけないと」

「リリーローズ・シュタインの情報はルディアがとらえた。すでに彼女の『仕事場』は押さえてある」

　アランの告げた場所はカンディナールと王都の間に位置する、小さな村の名前だった。

「アランさん、どうしたんだ？　今悲鳴が……」

　ジジがカウンターから様子を窺いにやってきた。エデルの様子を見て、顔色が変わる。

「どうしたんだ、怪け我がしているじゃないか」

「悪いがエデルは早退させる。予約客の対応は頼たのめるな」

「分かった。でも店の中でなんで……」

「あ、あの転んでしまったんです。たいした怪我ではありませ……わっ」

　アランがエデルを抱きかかえて立ち上がった。

「執務室で休ませておく。屋敷に連絡を頼む」

「あ、ああ……」

　ジジが急いできびすを返す。エデルはおそるおそるアランを見上げた。

「アランさま、すみませんお手数をおかけして」

「そんな風には思っていない。怪我をさせて、すまなかった」

　アランのせいではない。自分の不注意だ。こびとに対して警けい戒かい心しんが足りなすぎた。

　執務室へ入ると、彼はエデルをソファにゆっくりと下ろしてくれた。

　それからおもむろに、エデルの靴のボタンを外はずす。

「あ、あの自分でやれます」

「動かなくていい」

　靴下に手をかけて、傷口を刺し激げきしないよう、少しずつ下ろされる。

（な、なんだかものすごく恥はずかしい……）

　彼が自分の足の裏に手を添えて、真剣に傷口を吟ぎん味みしている。

　エデルは自分を叱しつ咤たした。手当てしてくれているのだから、どきどきしている自分がおかしいのである。

　アランはハンカチを血のにじんでいる箇所にあてがった。

「一見して、傷口から魔ま術じゆつを感じない。嫌かもしれないが、お前の目でも傷口を見てくれないか？　靄もやは見えるか？」

「い、いいえ」

　おそるおそる傷口に目をやる。犬に嚙まれたような歯形はあるが、靄は見えない。

「派は手でに出血はしたがそこまで深い傷ではないようだ。あのこびと、蹴飛ばすだけでは足りなかったな。次に見つけたら絞しめ殺す」

「アランさま、でもあの子たちは私がリリーローズさまの靴を脱がせようとしたから怒ったんです。刺激してしまったのは私の方で……」

　アランのこめかみがひくついているので、エデルはぶるりと震ふるえた。これはちょっとやそっとのことでは、怒りの矛ほこ先さきを収めてくれそうにない。

　どうしたものかと思っていると、ジジから事情を聞いたらしい見習いが救急箱を持ってきてくれた。アランはそれを受け取ると、少しは気持ちを落ち着けたらしい。軟なん膏こうの蓋ふたを開けて指で伸ばしながら、大きなため息をひとつついた。

「しみるぞ」

　予告通り痛みが走ったが、アランが優しく傷口を撫なでてくれたので、だんだんと慣なれてくる。

　彼はガーゼにはさみを入れ始めた。

「アランさま、手当てがとってもお上手じようずなのですね」

　アランは、はっとしたような顔つきになった。

「アランさま……？」

「俺の手当ては、うまいか？　つまり……手先が器用な部類に入るか？」

「はい、とても」

「一般的な男性よりも？」

「一般的な男性がどのような手当てをされるのか分からないのですが……アランさまはとても鮮あざやかというか、す、すごいと思いました。私はそんなにてきぱきできないと思います」

　アランは慎しん重ちような口ぶりでたずねた。

「もし……もしお前がもう一度怪我をするようなことがあれば……いや、ないにこしたことはないが……俺の手当てをもう一度受けたいと思うか？」

「え、えっと……」

　どうなのだろう。雇やとい主ぬしの手をあまり煩わずらわせたくはないし、いくらアランが応急手当がうまいからといって甘あまえていいわけでは……。

「どうなんだ、受けたいのか受けたくないのか!?」

「う、受けたいです!!」

　アランがほっとしたような顔をしている。エデルはわけが分からなかった。とりあえず勢いきおいで答えてしまったが、大丈夫だろうか。

「俺の応急手当は、ルディアに鍛きたえられた。あいつは傷をこしらえる名人だったから」

「ええ？　ルディアさまがですか？」

「庭中をかけずりまわっては転ぶし、高いところにすぐのぼろうとするし、大変なものだった」

「とても想像がつきません……」

　ルディアは近寄りがたいほどの美び貌ぼうを持つ令れい嬢じようだ。その美しさは神秘的であるともいえる。男の子のように外で走り回っていた過去があるなんて、今の彼女を知るたいていの人が信じがたいと思うに違いない。

「そうか？　好こう奇き心しん旺おう盛せいで好戦的なのは今も昔も変わらないが」

　アランはガーゼで傷口を覆おおうと、包帯を巻いて固定した。

「でも、あの頃のあいつはかわいげがあったな。すり傷や切り傷をこしらえては、お兄さまお兄さまと。今思えば人を救急箱がわりに使っていたんだろうが。メイドに頼んだら親に告げ口されると思ってたんだな」

「あ、アランさま。きっとルディアさまはお兄さまとご一いつ緒しよの時間を過ごされたかったんですよ」

　ルディアが兄想いだということは、エデルもよく知っている。今も兄の手助けとなるべく情報集めに奔ほん走そうしてくれているのだ。

「まぁ……あいつにはかなり助けられているからな。正直ルディアがいなければ、今のように次々と靴を回収することはできなかっただろう。ときどき感じる、兄を下に見ているような物言いもあいつの思いやりの裏返しだと、俺は──」

「もったいないお言葉ですわ、お兄さま。さっそくリリーローズ・シュタインの話をいたしましょう」

　ふたりははじかれたように顔をあげて、執務室の扉に目をやった。

「かわいげのない妹が参上いたしましてよ」

　ベルベットのドレスに身を包んだルディアが、にこりと笑いかけている。

　エデルは目を白黒させた。

「ル、ルディアさま……」

「なぜここにいる。本ほん邸ていにいたんじゃ」

「情報を集め終えましたので、こちらへ移動いたしました。この時間ならきっとお兄さまはまだガラスドームにいらっしゃるのではと思いまして、寄ってみたら大当たりでしたわ。ジジに聞けばエデルさんは怪我をしたというではありませんの。わたくしの乗ってきた馬車で一緒に帰りましょう」

　ふたりは顔を見合わせた。

　心強い味方が帰き還かんして、あとはリリーローズを追うばかりである。

「歩けるか？　エデル」

「問題ありません。アランさまが手当てしてくださったのだから、すぐに治なおります」

　アランはエデルの手を引いて、少しずつ階段を下りてゆく。

「お兄さま、そこはエデルさんを抱だき上げるくらいしませんと」

「そ、それはさっきしていただきました」

「そう。それなら安心ですわ。一秒でも疲つかれたならすぐお兄さまをお使いになってね」

（そんなこと、できるわけがない……）

　エデルが顔を引きつらせていると、アランが立ち止まった。

「疲れたのか？」

「い、いいえ！　とっても元気です！」

　エデルは頭をふって、その拍ひよう子しに体勢を崩しかけた。アランがとっさに抱き留めて、ふうと深い息をつく。

「やっぱりだめだな。まだ歩かせられない」

「あ、あの……。でも深い傷ではないですし」

「お兄さま、さっさとエデルさんを抱き上げて運んでさしあげなくては、エデルさんはきっと無理をしてしまいますわ。そこはお兄さまが察さつしてあげませんと」

「分かっている、ルディア」

「わぁ！」

　エデルはやはり抱き上げられてしまい、恥ずかしくて消え入りたい気持ちになった。店先には、ジジやディックだけでなく見習いたちがオーナーとその妹を送り出すために出てきていたのだ。

　しかもアランががっちりと抱きしめているため、エデルは呼吸すらままならない状態である。

（く、苦しい）

「それでは、あとを頼むぞジジ」

「アランさんも、エデルが窒ちつ息そく死しする前に早く運んであげてくれよ」

「エデルお大事に！　アランさん、デザインボードはまたリベンジするからなー！」

　みなに送り出されて馬車に乗せられると、エデルはようやく空気を吸い込むことができた。

「アランさま、も、もう大丈夫です。お屋や敷しきについたらひとりで部屋まで行きます。重いでしょうし、これ以上ご迷めい惑わくをおかけしたくないんです」

　アランは涼すずしい顔で言った。

「重くなかった。むしろ抱き心地ごこちがよかったので、気にしなくていい」

「だ……だ……」

　エデルが動どう揺ようしている間に、アランはすかさず最後にやってきたルディアに向かって手を差し出す。

「まぁ、どうなさったのエデルさん。お顔が真まっ赤かよ」

　不思議そうな顔でたずねられて、エデルは無言で首を横にふるしかなかったのであった。





[image: ]






　屋敷に到着すると、さっそくルディアの報告会が始まった。

「バーネット夫人が髪かみに挿さしていた薔薇は、ごく一部の人間の間で『終焉の薔薇』と呼ばれております。この薔薇の匂においには強い催さい眠みん効果があるようです。それを目当てに、高値で取引する人間がいるようですわね」

「催眠効果……」

「相手を催眠状態に陥おとしいれ、精神的に追いつめるのに利用するようですわ。大昔は自白剤としてこの薔薇の精油が使われていたようですけれど、あまりにも強い効果をもたらすので使用を禁じられています。どうやら摂せつ取しゆを続けるとショック状態に陥おちいってしまうようなのです」

　この薔薇はかつて、戦時中によく利用されていた。捕ほ虜りよにこの薔薇の芳ほう香こうを嗅かがせたり、薔薇を加工した食べ物などを投与し軍事機密を吐はかせていたらしい。薔薇一本の香りくらいではほとんど効果は見込めないが、長期に渡って少しずつ薔薇の香りに親しませれば、脳がだんだんと麻ま痺ひしてくる。精神が壊こわれ、それにより体調に影えい響きようが出る者もいるし、薔薇の成分そのものが体に合わずにショック死する者もいるようだ。

　ルディアはいくつかの資料を広げて見せてくれた。

　薔薇のスケッチと、新聞紙の切り抜き記事。若い女性や青年実業家が突然死した記事に、バーネット夫人の訃ふ報ほうも交ざっている。

「これらはすべて終焉の薔薇によるものではないかと推すい測そくされます」

「どうしてそれが分かる。情報のルートはどこからだ？」

　アランが記事に目を落としながらたずねる。

「教会です」

「「教会？」」

　エデルとアランの声が合わさった。

「人は不幸があったときと、やましいことがあるときは特に教会を必要とするものなのです。バーネット卿は夫人が亡なくなる前からよく教会に足を運んでいたようですの。お金に汚くて浮うわ気き者ものの夫だとしたら懺ざん悔げはしてもしたりないほどあるのでしょうね、信心深い方とは思えませんでしたけれど」

　ルディアは新聞紙の記事を扇おうぎの先で指した。

「このバーネット夫人を含ふくめた三人の被ひ害がい者しや、全員が同じ教会で葬そう儀ぎをあげています。時期はあけていますが、死因は同じ心臓発作です。その教会は、聖シュタイン教会という名前ですわ。聞き覚えがありますでしょう？」

　──リリーローズ・シュタイン。

　エデルは口元を押さえた。

「お兄さまがお捜さがしの庭師は、おそらくこの教会の子どもです。この教会、資金は潤じゆん沢たくなようで孤こ児じ院いんの経営もしておりますの。大勢の子どもたちに清せい潔けつなベッドと食事を与えられるだけの規き模ぼでね。あのままの設備を維い持じするというのなら、よほど親切なお金持ちが莫ばく大だいな寄付をしなければすぐに経営破は綻たんしますわよ」

「つまり、お前の推測によるとこうだな。バーネット卿は教会から終焉の薔薇を買い取った。そして夫人を手にかけたと」

「懺悔室で妻に対する愚ぐ痴ちをこぼしていたとしましょう。そこで神しん父ぷは秘密の取引を持ちかけるのです。あなたの妻は人間の皮をかぶった悪魔です、生かしておいてはなりません。悪魔を葬ほうむる代わりに、大勢の子どもたちを救いませんかと」

　ルディアは笑顔で続けた。

「申もうし訳わけありません、この情報を手に入れるためにお兄さまが着ていらっしゃった神父の衣装を使用人に着せてしまいましたわ」

「……まさか、懺悔室に偽にせ者ものを送り込んだのか」

「はい。顔を合わせないのですから、大丈夫でしょう？　さすがにわたくしでは声で男ではないとばれてしまいますから」

「も、もしばれたら危なかったのでは……」

　エデルがおそるおそるたずねると、ルディアは表情を変えずに返した。

「うちの使用人はちょっとやそっとのことで殺されたりしませんわ。訓くん練れんを積んでおりますもの。それにさっそくバーネット卿が懺悔室にやってきて、いろいろと吐いてくれましたわ」

「やはりバーネット卿が夫人に薔薇を使ったのか」

「ええ。薔薇の一本だけでなく、どうやらジャムやお菓か子しに加工したものまで夫人に贈おくっていたようですわ。あのときのパーティで心臓発作が起きたのは、その積み重ねだったようです。あの薔薇を少しずつ使えば、怪あやしまれることなく人を殺すことができます。ましてや夫人はもとよりお体の弱い方ですものね」

　夫人は夫からの贈り物の薔薇を、毒であるとも知らずに喜んで身に着けていたというわけだ。

　夫人が亡くなったのちにバーネット卿は新たな悩なやみを抱えていたらしい。

「不倫相手の未亡人とすぐにでも挙式したいとせがまれているが、妻が病死したばかりなのでと断っている。未亡人があまりにも急いでいる様子なので競馬場をねらっているのではないかとバーネット卿はすっかり疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていたそうですわ。その女と一緒になりたいから薔薇を買ったというのに、誰も信じられなくなるなんて皮肉なものですわね」

　ルディアは用意された紅茶に口をつけた。

「まぁ、こんなにくだらない男のことなどどうでもよいことですわね。問題はリリーローズ・シュタインですわ」

　ルディアが視線をよこしたので、エデルはあわてて背をただし、店で起こった出来事を説明した。

　こびとが言うことをきかなくなり、焦あせったリリーローズはいわくつきの靴を蒐しゆう集しゆうしているというアランの噂うわさをたよりにガラスドームへやってきたこと。彼女のこびとは庭を手入れし、そしてできあがった薔薇を勝手に配達し始めてしまったこと。

「リリーローズさまは、こびとたちにさらわれてしまいました。それにかなり生命力を食べられているのではないかと感じました」

　アランが難しい顔で付け加えた。

「こびとの靴は持ち主の消しよう耗もうが最も激しいといわれている靴だ。幼おさない体では早々に耐たえきれなくなるぞ」

「さっそく現場へ向かいたいところですが、妙みようなこともありますの。その教会のオスカーという神父がつい最近ぱったりと姿を見せなくなったようで、夫人の葬式も近くの教区の神父が代理でかけつけたとか。だから簡単に使用人をもぐりこませることもできたのですが」

「神父が消えた？　それはなぜ？」

「そこまではまだ分かりませんわ。けれどオスカー神父が消えてから、あちこちで例の薔薇が目もく撃げきされているようなのです。今までこの神父が依頼の数を調整して、慎重に薔薇を届けていたから取引が明るみに出なかったのではないでしょうか。今のやり方では少々ずさんというか……オスカー神父がいなくなって、もう戻ってこないのは確実でしょう。物ぶつ騒そうな薔薇を他人に任まかせるとは考えにくいですわ」

「それではオスカー神父からリリーローズを追うことはできないということか？　どこかに庭を隠しているに違いないと思ったのだが」

「わたくしも探させましたが、土地勘かんのない者たちばかりでそれらしき場所をなかなか見つけられないのですわ。巧こう妙みように隠されているのね、きっと」

　ふたりは困ったようなため息をつく。

　エデルは少し考えてから、思い切ったように口にした。

「……庭の場所が分からなくても、神父さんがいらっしゃらなくても、薔薇の手がかりはつかめるかもしれません」

「エデル？」

「リリーローズさまは、こびとにお仕事を変わってほしいと願ったそうです。孤児で帰る家がないなら、彼女は終焉の薔薇を作らなければ生きていけません。逃げ場がなくなって、そしてこびとの靴に願ってしまったのです。こびとが持ち主の願いを忠実に叶かなえるというのなら、彼らは薔薇の注文を受け付けます。そのために姿を現します」

「偽の注文でおびきよせるのか」

　エデルはうなずいた。

　こびとがリリーローズの言うことを聞かなくなり始めているとはいえ、彼女のそばから離れようとしていないのは、まだリリーローズ自身の生命力が残っているからだ。それを食べ尽つくすまでは、リリーローズの願いを叶えようと働くだろう。

「庭の場所が分からないなら、こびとが出現すると予想される教会の懺悔室へ行くしかないな」

「その作戦では、わたくしは外れるしかありませんわね」

　ルディアは残念そうな顔で言った。

「わたくしはお兄さまやエデルさんと違ちがい、魔力をいっさい持っておりませんもの。こびとが出現したとしても、可視できるか分かりません。追いかけることはできませんわ」

「え……？」

　エデルはまばたきをして、ルディアを見つめた。

　本来、女性のほうが強い魔力を有していると言われている。そのために魔術師の靴はすべて女性用の靴なのだ。

　アランは強い魔力を持った王妃シンデレラの子孫であり、男性でも祖そ先せんの残した魔術を使うことができる。

「エデルさん、わたくしたちがこうしてしっかり役割分担している意味がお分かりになりましたでしょう？　残念なことに、わたくしはディセント家の娘でありながら無力なのです。靴の誘惑に打ち勝てるほどの力が、わたくしにはありません。わたくしの代わりにどうかお兄さまを助けてさしあげて──」

　アランが、ルディアの言葉を遮さえぎるように言った。

「たとえ魔力を持ち合わせていなくとも、お前はそれを補おぎなってあまりあるほどの働きをしている。そんな物言いをするのはやめろ」

「まあ、お兄さまったらお優しいのね。感動で涙なみだが」

「茶化すな。それに……両親の考えは違うかもしれないが、俺は、お前が大きな魔力を持っていないからこそ安心して情報を集めてきてもらっているところもあるんだ」

（兄きよう妹だいって、いいなあ……）

　エデルはふたりのやりとりをなごやかな気持ちでながめてから、気を引きしめた。

　ルディアばかりを頼るわけにはいかない。これはレイが関わっている、自分自身の問題でもあるのだ。

「私が薔薇を買いにいきます。この中で一番、こびとの姿がはっきりと見えるのは私です」

「いや、俺が行こう。懺悔室であの凶きよう暴ぼうなこびとと一緒になるなんて悪夢でしかない。お前は怪我をしているだろうが」

「はい。ですから、追いかける役は難しいと思います。私が薔薇を注文したのちにこびとの動きを追うのは、アランさまにお願いしたいのです。懺悔室のこびとがうまく庭まで誘ゆう導どうしてくれるとは限りませんので、誰か別の視点からこびとを見張る人が必要になります」

　懺悔室にやってくるこびとと、庭を管理したり薔薇を配達したりするこびとは別の個体である可能性がある。しかし、役割分担がされているなら必ず情報を伝達するためにそれぞれのこびとは接せつ触しよくをするはずだ。どちらにせよ懺悔室の中だけではなく、別の視点からこびとを見張っておく必要がある。エデルではたとえ外を移動するこびとを見つけたとしても、すばしっこい動きについていくことは難しい。

「あの子たちは集団で行動していて、仲間意識が強いようです。きっと懺悔室の近くにたくさんこびとがいるはずです」

　アランはしぶっていたが、ルディアが口くち添ぞえをした。

「付き添いにメイドをつけます。わたくしの供で場数をこなしておりますし、エデルさんに異変があれば彼女はすぐに気がつくでしょう。懺悔室のそばで待たい機きさせておきますわ」

「……それなら、いいだろう。俺は教会の周辺でこびとを見張る」

「わたくしはシュタイン孤児院について引き続き探さぐりを入れましょう。しかしすでに包ほう囲い網もうはできあがりましたわね。愚おろかな小人はすべて靴箱に押し込めてさしあげましょう」

　もう時間は残されていなかった。

　三人はめいめい準備を整ととのえるべく、立ち上がった。
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　聖シュタイン教会は、カンディナールと王都の中間に位置する小さな村に建っている。教会の設備は、ルディアの言う通り村の規模から考えてもかなり立りつ派ぱな作りであった。

　エデルはそろそろと教会の中に入った。すでに夕刻を過ぎていたが、扉に施せ錠じようはされていなかった。

（気配は感じる……）

　小さな生き物がどこかで動き回っているような、ざわざわとした嫌な気配。あちらも息を殺してエデルを窺っているらしい。

　エデルは勇気をもって、誰もいない教会の中で声をあげた。

「懺悔をしたいのです。どうか、お話を聞いてくれませんか」

　返事はない。当たり前である。

　神父がいなくなったので、ここには昼の間だけ代理の神父がやってくる。夕方にはその神父も引き上げて、完全に無人になる。

（ルディアさまの話では、あと数週間でもとの神父と連絡がつかなかったら別の人が派は遣けんされるってことだった）

　その間は、懺悔室はお休み。懺悔をしたければ別の教区の教会へ足を運ぶしかない。

　ぎい、とゆっくりと奥の扉が開いた。

　懺悔室の扉だ。彼らと目を合わせないように注意して様子を窺うと、数人のこびとが一生懸命扉を押しているところだった。

　エデルはできるだけ堂々と──足元に小さな生き物がいることに気づいていないと思わせるために──靴を鳴らして懺悔室へと足を踏ふみ入れた。歩きやすいように選んだ馬革のショートブーツは、ヒールは低いながらもしっかりとした音を響ひびかせる。

　エデルは扉を閉じて、深呼吸をしてから椅い子すに座った。本来ならば教会の人間がいるべき壁の向こうに、何かの気配を感じた。

（これは、魔術の気配に敏びん感かんでない人ならば、壁の向こうに人がいるように感じるかもしれない……？）

　エデルは目を閉じて、壁の向こうの景色を想像した。

　こびとが折り重なるように集まって、大きな個体になろうとしているような。

「……始めても、よろしいでしょうか」

　とん、と壁を叩たたく音がした。エデルはそれを了承の合図だとみなして、用意してきた台詞せりふを少しずつしゃべり始めた。

「父と縁えんを切りたいんです」

　──こびとに噓うそだと気づかれてしまわないために、脚きやく本ほんにほんの少しの事実を混ぜましょう。

　ルディアはそう言って、エデルの偽の依頼を考えてくれた。

　万が一こびとがレイに薔薇を届けることになったとしても、そう簡単に死ぬような人ではないでしょうし、と。

「最近になって生き別れの父が現れたんです。彼は私の結婚を、幸せを邪じや魔ましようとしています。どうしてかは分かりませんが、私のことが……気にくわないようなのです」

　壁の向こうはしんと静かだ。

「こんなことを思うのはばちあたりなことだと分かってはいますが、父さえいなければ……私は今きっと幸せでした。いなくなればいいのにって思うこともあります。けれどそんな風に悩むこと自体が罪つみ深ぶかいことです。それでも、それでも私は……」

　エデルはこぶしをぎゅっと握にぎって、最後の一言を口にした。

「父と縁を切りたいのです。二度と私の前に現れないでほしい。そのためには、なんでもしてしまいそうで怖こわいのです」

　エデルは深く息を吐いた。

　用意された台詞だが、思わず力が入ってしまった。

（いなくなればいいのに、とまでは思わなかったけれど……）

　ならば自分が彼に対してどんな感情を抱いだいているかを説明するのは難しいことだった。血のつながった父親ではあるが、彼はエデルの知り得るなかで最も理解できない人間でもあった。

　ぼんやりと浸ひたっていると、足元にかさりとしたものが当たった。

「契けい約やく書しよ……？」

　拾い上げて、綴つづられた文字を追いかける。




［契約書］

　己おのれの中の悪あしき心と戦い、悔くい改あらためようとするあなたのその姿を神はきちんと見ていらっしゃいます。

　あなたの心を救うために、聖シュタイン教会では献けん花かをご用意しております。

　この契約を交かわすことで、あなたの秘密が外部に漏もれることはけしてございません──。




　エデルは食い入るように書面を読みふけった。

（献花……終焉の薔薇を取引するための契約書だ）

　契約書に薔薇の効能についての説明はない。

（神父がいた頃は、ここで詳くわしいやりとりを行ってから契約書を交わしたのかもしれない）

　ある程度契約の内容を理解してからの、最終的な意思確認の段階の取り交わしなのだとしたら、簡かん素そな内容でも納なつ得とくができる。

　献花の本数と、届け先の名前と住所を記入する欄らんがある。

　思わず数え直してしまうほど、一本単位の金額が大きい。

『献花の本数が多ければ多いほど、あなたの願いは達成に近づきます。いただきました寄付で親のぬくもりを知らぬ子どもたちに愛の手を差し伸べることができるでしょう。神はあなたの英断を評価します』

　ルディアの言った通りだった。気に入らない人間を始末する対価として莫大な寄付金を要求していたのだ。

　じっくりと目を通していると、ころころと扉の隙すき間まからペンが転ころがってきた。いつの間にかインク壺つぼまで用意されている。

　エデルはしばし考えて、心の中で謝しや罪ざいした。

（ごめんなさい）

　とりあえず一本、レイのもとへ花を届けてもらうことにする。住所は分からないので、名前だけを書きつづった。届くことはないと思うが、彼ならばこびとが来てもひとひねりだろう。

　こびとたちはエデルの手元を覗き込んでいた。それに気がつかないふりをしながら、ペンを走らせる。

　契約書を床ゆかに置くと、さっと壁の向こうに吸い込まれていった。がやがやとあちら側が騒さわがしくなったのを見み計はからって、エデルは立ち上がった。

　アランは目印を残してくれているはずだ。エデルは怪我した足を気き遣づかいながら、彼の向かう場所へ急いだ。
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　リリーローズは、懐なつかしい記き憶おくに身を投じていた。

　彼女は多くの子どもたちの中からたったひとり選ばれた。

　孤こ児じ院いんでは、突然死ぬ子が多かった。なんの前まえ触ぶれもなく倒たおれたり、幻げん覚かくのようなものを見ている子どももいた。ベッドに空あきができても、誰だれもなんとも思わなかった。当たり前の日常だった。

　それでも死が恐おそろしくなかったわけではない。暴力的なまでに突然やってくる死に、多くの子どもたちが怯おびえていた。オスカー神しん父ぷは決まって言った。「大人の言うことをきかない愚おろかな子どもには、天てん罰ばつがくだるのです。残されたあなたたちは、神の加護を失わないようにしなさい」と。

　級友たちは次々と先立ち、リリーローズは数えきれないほどの葬そう儀ぎに出席していた。

　オスカー神父はリリーローズを美しい庭へ連れて行った。山の中に隠かくされるようにして存在しているその庭は、薔ば薇らの匂においでたちこめていた。鼻をすんすんと動かして、リリーローズはそれがいつもおやつの時間に出されるジャムと同じ匂においがすると気がついた。ビスケットにたっぷりとつけて食べるのを、毎日みんなが楽しみにしているのだ。あれはこの薔薇のジャムだったのだ。

「よくお聞きなさい、リリーローズ。あなたは終しゆう焉えんの薔薇に耐たい性せいがついています。多くの子どもたちのなかから、たまにあなたのように特別な子どもが出てくるのです。あなたは今日をもって孤児院を卒業し、職しよくを得ることになります」

「ジャムを作るのですか？」

「ジャムも作ります。けれどあなたは庭師という立りつ派ぱな仕事に従事することになるのです」

　神父はことさら声を低くして、リリーローズにささやいた。

「あなたがこの薔薇を育てることは、天命です。仕事を投げ出したり、手を抜いたりしてはいけません。大人の言うことに逆らってはいけません。かわいそうな子どもたちがどうなったか、あなたはよく知っているはずですよ」

　リリーローズは力なくうなずいた。

「私のことを今日から、庭主と呼びなさい」

「庭主さま……？」

「私もあなたと同じくシュタイン孤児院で育ち、耐性がついている人間です。特別な薔薇を世話することができます。しかし、私の命も永遠ではありません。私の体はそろそろ、無理がき始めています。薔薇の世話を引き継つがせて、次の世代へつなげなくてはいけません。私もかつてそうやって前の持ち主から庭を引き継いだのです」

「前の持ち主は、どのような方だったんですか」

「私の師です。彼もまた、前の庭主からこの庭を受け継ぎました。この薔薇には古い歴史があり、かつての戦争ではオルハラ国を勝利へ導みちびきました。誰しもが正しよう直じきになれる、特別な花です。初代の庭主さまは長年の研究を重ねてこの花を生み出したのです。我々の代でついえさせてはなりません。いつまたこの花が戦場で役に立つか分かりませんから──あなたにはまだ、すべてを理解するのは難むずかしいでしょうね」

　リリーローズはうなずいた。戦場で花が役に立つことなどあるのだろうか。大人になれば、それが分かるときがくるのだろうか。

「いずれすべてを理解するときがくるでしょう。水のやり方、土の整え方、天てん候こうのよみ方。すべてをあなたに教えましょう」

「はい」

　オスカー神父を見上げて、リリーローズは返事をした。神父のしわがれた手と、落ちくぼんだ目。世の中を知り尽つくしているような顔。言わずもがな、彼は大人だった。子どもを判定し、よりわける裁さい量りようを持っている人間だ。

　天罰を受ける者と、そうでない者を。

「あなたは私の言うことをよく聞き、この薔薇を育てるのです。けして枯からしてはなりません」

「はい」

　難しいことはよく分からなかった。

　はっきりと言えることは、リリーローズは今大きな庭で薔薇を育てることを任まかされたということ。そしてそれは、誰もができる仕事ではないということ。

　神に──大人に認みとめられ、天罰をまぬがれたということだった。




　そっと目を開けて、リリーローズは終焉の薔薇をながめた。

　はじめてこの庭に来た日、まだ彼女は六歳だった。自分が選ばれた人間であるということと、生き物を育てる喜びを知って、しばらく彼女の人生は充実していた。

　異変に気がついたのは、配達業をするようになってからだ。

　リリーローズが薔薇を届ける人間は、たいていが裕福そうな人間だった。けれど、幸せそうではなかった。みな何かに切せつ迫ぱくしているか、表面上は笑顔で取り繕つくろっていても、薄うす気き味み悪い考えを持っているように思えた。彼らはみな一様に用心深く、代理人が薔薇を受け取ることや、リリーローズを野の良ら犬いぬの子のように追い払うこともあった。

　不ふ審しんには思っていた。でも、疑うたがってはいけなかった。神のすることを──大人のすることを疑えば、罰ばつせられる。心臓が痛みだして泡あわを噴ふいて苦しんだり、存在しないものが見えるようになるなんて、恐きよう怖ふでしかない。まともでいたいなら、ただ従したがっていればいいのだ。

　こびとたちがせっせと肥ひ料りようを運んでいる。

（こんなものが見えている時点で、私はもうまともじゃないんだ）

　とっくの昔にまぬがれたはずの、死が近づいている。

　靴くつを履はいて、誰かに仕事を変わってほしいと願ったから──。

　特別な靴を履けば、人生が変わるらしい。孤児院で習ったシンデレラ王おう妃ひの歴史は、リリーローズのお気に入りだった。硝子ガラスの靴を与えられたシンデレラは、どん底の人生から成り上がってみせたのだ。

　勇気を出してガラスドームをたずねたのも、シンデレラに憧あこがれていたから。神父に何かがあった後も、しばらくは生活に困らないようにと手渡されていた給金を持って、心細い気持ちを抱えながらカンディナールに向かったのだ。

　けれど、結果は変わらなかった。

　リリーローズは自分の薔薇がどのように使われているかを、知らなかった。神父が読んでいた新聞を偶ぐう然ぜん見つけて、驚きよう愕がくした。すべてリリーローズが薔薇を届けた人間に、関係のある人物のものだった。終焉の薔薇の注ちゆう文もんが入るとき、リリーローズは届け主を間ま違ちがえないよう、依い頼らい人にんやその周囲の人間を徹てつ底てい的てきに覚えさせられていた。

　紙面をにぎわせていたのは精神を狂くるわせて入院した者や突然命を落とした者たちばかり。

　もしかして──もしかしてあの薔薇は、とんでもない花なのではないか。

　戦争で使う？　なんのために？

　子どもたちは、どうして次々と死んでいった？

　私は──私には、耐性がある。だから選ばれた。

　その耐性はどうやって作られたのだ？

　リリーローズは思いいたった。あのジャムだ。みながおやつの時間にビスケットに塗ぬっていた、あのすばらしくおいしいジャム。

　すべては、人殺しの道具を作るために。

　リリーローズの生活は修しゆう道どう女じよのように管理されていた。不要な外出を避さけ、ただひたすら薔薇の世話をし続けた。

　神父を問いただしたかった。けれど怖かった。天罰がくだることが恐ろしくて、身動きがとれなかった。けれど自分の考えが限りなく真実であるようにしか思えなかった。

　リリーローズは考えることをやめた。

　薔薇を枯らせば天罰がくだる。

　どのみち、もう神父に何も求めることなどできないのだ。
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　アランは用意していた布で顔を覆おおった。薔薇の香りに毒性があるなら、すでにここは危険地帯だ。

　こびとたちは、山の中を進んでいた。

　草木をかき分け、道なき道を進む。気をつけていなければ方向感覚が狂いそうになる。

　やがてアランが見つけたのは古い屋や敷しきだった。大きくはないが、蔦つたが絡からんでどこか不気味に感じる。屋敷の前は他者を拒きよ絶ぜつするような高さの鉄製の門、その奥には薔薇の茂しげみが見える。

　門の鍵かぎは壊こわれていた。

（秘密の庭なら、こんな風に鍵が壊れたまま放置するということがあるだろうか……？）

　神父が消えたと言っていたが、何か関係しているのか。

　茂みの下にこびとが次々と吸い込まれてゆく。彼らは庭仕事を始めるようだ。

　庭の中央に白いテーブルとベンチが置いてある。小さな少女がベンチに横たわっていた。

「リリーローズ」

　少女の目がゆっくりと開いた。

「動けなくなってしまいました。私に天罰がくだろうとしているのです。私にしかできない仕事をこびとに任せたから」

　アランは子どもの扱あつかいに慣なれてはいなかったが、できるだけ優しい声こわ音ねで言った。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺は君を助けに来た」

「大人に逆らった私をですか？」

「君は誰にも逆らってなどいない」

「庭主さまに逆らいました」

　庭主……。おそらく彼女の保護者である。

「その庭主というのはどこにいる。俺が話をつけてこよう。君は一いつ刻こくも早く靴を脱ぬいで、静養しなければならない」

　リリーローズは虚うつろに目を動かした。

　アランはその視線の先を追った。

　小さなあずまやに、誰かが腰こしをかけていた。後ろ姿しか見えないが、白髪しらがの交まじった──男のようだ。

「少し待っていなさい」

　雇やとっている人間がこんな状態になっているというのに、まるで頓とん着ちやくしない男。人を管理する者として、まるでなっていない。アランは見ず知らずの『庭主』に怒いかりをおぼえていた。

　年とし端はもいかぬ子どもに毒の薔薇の世話をさせている人間が、人間らしい心を持っていると思う時点で甘あまいのかもしれないが。

「失礼する。おたくの庭師の少女のことで、少したずねたいことが──」

　アランは、次に出すべき言葉を吞のみ込んだ。

（死んでいる……）

　男は司し祭さい服ふくを着ていた。表情は分からない。すでに肉が腐くさり始めている。この場所で、事切れたのだ。

　ならば何がリリーローズをそこまで追い立てているのか。彼女に労働を強制していた男はもういないというのに。

　ふと、背中に強きよう烈れつな魔力を感じてアランは振り返った。こびとたちがぞくぞくとリリーローズに向かって行進を始めたのだ。アランはあわててベンチに駆かけ寄り、リリーローズを抱だき上げた。

「靴を脱がせる。きみはもう働はたらく必要はない」

「……死にたくない。苦しみたくない。だから、働かなくちゃ」

「リリーローズ！」

　こびとたちは足並みをそろえると、懐ふところから道具を取り出した。はさみやじょうろをはじめとする、庭を整ととのえるためのものだ。

　アランが指を鳴らしてドゥーガルドの魔ま法ほう陣じんを出現させると、こびとたちは驚おどろいて行進を止めた。が、これも時間稼かせぎにすぎない。

　アランはリリーローズの靴裏をたしかめる。

（これはエデルでないと脱がせられない）

　かなり靴と足の一体化が進んでいる。アランは歯は嚙がみした。ルディアだけではない、アランもその身に宿やどしている魔力は祖そ先せんと比べかなり少ないのだった。シンデレラの末まつ裔えいたちは年々、魔術を扱う力が衰おとろえている。

「アランさま！」

　エデルが門の手すりを握にぎりしめて、アランの名を呼んでいた。

「アランさま！　リリーローズさまをこちらに！」

　アランは門に駆け寄って、リリーローズの様子をエデルに見せた。エデルは深しん刻こくな顔つきになる。

「靴を脱がせたい。この子はこのままじゃ危ない」

「はい、アランさまはこびとを……少しでも、時間を稼いでください」

　アランはリリーローズをエデルに託たくした。

「庭の奥にはあまり愉ゆ快かいでないものがある。お前はここでリリーローズと会話を試こころみてくれ」

　ポケットから予備のハンカチを取り出し、エデルの口に巻いてやる。

　アランは手袋を外はずして、新たな魔術を試ためすことにした。




　エデルは考えていた。

　リリーローズと出会ったときのこと、彼女が再びガラスドームへやってきたときのこと。

　仕事を辞やめたいと訴うつたえた、リリーローズのことを。

　子どもは世界を変えられない、と彼女は言った。

　それでも靴を求めてリリーローズはやってきた。ほんのわずかな、可能性にすがったのだ。子どもでありながら、人生を変える方法を求めて。

（私も……私も大人だったら、あのとき自分の足でお母さんに会いに行ったのだろうか）

　エデルは五歳のとき、母のヴァイオレットから祖そ父ふのもとへ預あずけられた。母と引き離され厳きびしい修しゆ業ぎように身を投じ、つらい思いもしてきた。母に会いたいと思っても、手段がなかった。旅費もなければ道のりも分からない。子どもがひとりでうろうろしては大人の目について、あっというまに引き戻されてしまう。子どもは大人の管理下から、けして逃のがれられなかった。

　けれど、そのような日々はいずれ終わりを迎むかえる。

　子どもは、大人になれる。誰しもが平等に。

　何もできなかった五歳のエデルはやがて十六歳になり、自分の足でアランのもとへたどり着いたのである。

　リリーローズも、嘆なげく必要はない。彼女には未来がある。その未来を作るためには、今を逃げず見つめてゆくしかない。

　エデルは、自分の肩かたに額ひたいをくっつけているリリーローズにささやいた。

「リリーローズさま。お迎えに来ました。あなたの靴くつは私が作ります。あなたが大人になってゆくための靴を、私が」

　リリーローズの肩が、びくりと動いた。

「子どもは世界を変えられないと、あなたは言いました。けれど子どもは大人になれます。リリーローズさまが大人になるためのお手伝いをさせていただけませんか？」

「私が、大人になってどうなるの。大人になっても仕事は変わらない」

「自分でさまざまなことを選せん択たくできるようになります」

「終焉の薔薇はほかに育てられる人がいないの。私が死んだら、この薔薇はおしまい。戦争に使われることもなくなる。役に立つこともなくなって、研究していた人の夢がついえるの」

「……それは、どなたから教わったことなのですか？」

　リリーローズはぱっと体を起こして、エデルをまじまじと見つめた。

「戦争に使われる薔薇を望んでいるのはどなたですか？　リリーローズさまは、なんのために薔薇を作られているのです？」

「……作らないと、天罰がくだるの。死にたくない。生きるためには薔薇を作らないと」

　エデルはリリーローズの足元を見つめた。

　黒い靄もやが足首まで覆い尽つくしていた。

　彼女は迷まよっている。教えられたことと、自分の気持ちとの間で、懸けん命めいに葛かつ藤とうしている。

　彼女はとても賢かしこい子なのだ。大人に教えられたことが正しくないことだと知っている。だからこそ靴を求めてやってきた。

　彼女を縛しばり上げているのは──恐怖だ。死から逃れるための恐怖。

　エデルは質問を変えた。

「私のことは、大人だと思いますか？」

「……大人に近い、人」

　エデルは微笑ほほえんだ。自分の幼おさない顔に今少しだけ感謝をしたい。

「私はあなたに天罰をくだせる人ではありません。だから正直に教えてください。あの薔薇のことを、どう思っていますか？」

「最初は、きれいだと思った。今は……分からない。憎にくらしいような気もするけど、考えたくなくて」

「ご自身が一生懸命作ったものが、人を不幸にすると知れば悲しいものです。リリーローズさまのお考えは正しいのです。丹たん精せいこめた薔薇は美しい、けれどそれを素す直なおには喜べません。これはリリーローズさまのお考えです。大人に教えられたことではありません」

　戦争だとか、研究した人の夢だとかは、すべて彼女が教え込まれてきたことだ。エデルが知りたいのはそんなことではない。

　大切なのは、自分で決めること。ランタン・デイの靴を作ったとき、ジジはそう言った。周囲から影えい響きようを受けても、考えることを誰かにゆだねてはならない。

　アランは自分の選択を大切にしていいと教えてくれた。

「これは私の大切な方たちからの受け売りですが……リリーローズさまは、悲しいと思っていいんです。自分を殺す必要はありません。やりたいことを考えていいんです。大人になるということは、そうした選択をしてゆくことです。それに、リリーローズさまはすでにそれをひとつ、成なし遂とげられています」

「私が？」

「ええ。私に警けい告こくをしてくださいました。薔薇伯爵と薔薇夫人には近づかないで、と。この薔薇をリリーローズさまに作らせていた人は、誰かに注意をよびかけろとは言わなかったはずです。その節は、ありがとうございました」

　リリーローズは、エデルの腕うでを握った。

「私は……私はあなたの役に立ったの？」

「とても助かりました。ですから、あなたを殺す靴を脱いで、私に新しい靴を作らせてください。そして、ガラスドームの裏庭に咲いているハーブのお手入れ方法を教えてくださいませんか？　最近たくさん生はえてきてしまって、どうしていいか分からないんです。リリーローズさま、ハーブは育てたことがありますか？」

「あるわ、練習で」

　リリーローズの心が、少しずつほどけてきている。雪解けを静かに待つ植物のようだ。

「この庭はどうなるの？」

　リリーローズの質問に、エデルはしばし考えた。

　見つけてしまった以上このままにはしておけないだろう。ディセント家がどのように判断するかは分からないが、アランの性格上放っておくことはしないはずだ。

「なくなってしまうのね」

「……たしかなことはいえませんが、おそらく」

「こびとたちは、もう育てるものがなくなるの？」

「もう何も育てなくてもよくなります」

「私……私、こびとを自由にしたい。私の願いを叶かなえるために働いているのなら、今すぐにやめてほしい。あの子たちは私の代わりに人殺しをしている。何も知らないで、やってる。それはとても──残ざん酷こくなことなの」

「リリーローズさま……」

　エデルは彼女をそっと地面に下ろした。

　こびとたちはアランの魔術で蹴け散ちらされ、ほうぼうに飛んで行った。なかには薔薇の棘とげで怪け我がをしたこびともいる。そこらじゅうに真まっ赤かな足あし跡あとが残されていた。

　彼らは裸足はだしで、靴を履いていないのだった。

「人のためになる仕事をさせてあげたかった。人を陥おとしいれるためでなく」

　エデルはリリーローズの足元を見つめた。靄が薄くなりかけている。

（もしかして）

　エデルはしゃがんで、リリーローズの靴に手をやった。

「リリーローズさま。こびとたちへ想いを伝えてあげてください。もしかしたら──彼らが求めているのは魔力ではないのかもしれません」

　この靴は、こびとが持ち主の願いを叶える靴だ。

　靴とこびとは密みつ接せつに関係している。

　エデルが見たところ、こびとには感情があるようだ。ならばリリーローズの呼びかけに応こたえるかもしれない。

　リリーローズは一歩踏ふみ出し、声を張った。

「あなたたち」

　こびとはリリーローズのほうをいっせいに見る。

　きょとんとした表情だ。

「私はもう薔薇を作らない」

　彼女はしぼり出すように言った。

「子どもは世界を変えられないんじゃない、私が何も知らない子どもでいることにしていたの。そうすれば、自分がしてきたことから逃れられると思った。大人は神様だから、言うことを聞いていればいいと思っていた。でも、大人は神様じゃなかった。私が、神様だと思っていた、そう思って考えないようにしていただけなの」

　神様の正体を、リリーローズは知っていた。自分の経験が作り上げてきた、畏い怖ふの対象。それが、彼女にとっての神様だった。

「でも私は大人になる。大人になった私はきっと、神様じゃない。でも、自分で決められる人間でありたい。私はもう薔薇を作らない、人を殺さない。今日そのことを決めたいの。今まで私のために働いてくれて──本当にありがとうございました」

　こびとたちはしばらく、しんとリリーローズの言葉を聞いていた。

　大勢のこびとたちは、誰ひとりとして動こうとしない。

　リリーローズが固かた唾ずを吞んでいると、かしゃんと小さな音がした。小さなスコップが、地面に落とされたのだ。

　ひとりがスコップを捨てると、それを見たほかのこびとたちも次々と道具を捨て始めた。

（こびとたちは、リリーローズさま自身だったのだ）

　天罰を恐れ、ただ忠実に働く者たち。

　リリーローズの言葉で、彼らは解放された。

　こびとのひとりがそろそろとリリーローズのもとへやってくると、小さな手を差し出した。

　何かの種のようだった。黄金こがね色いろにきらきらと光っている。

「これ……」

　エデルは一いつ緒しよに手元を覗のぞき込んだ。

「リリーローズさまの、魔力ではないでしょうか」

　リリーローズの靴は、よく見れば模も様ようがひとつ欠かけている。エデルは経験上、靴の装そう飾しよくの一部に持ち主の魔力が宿ると知っていた。

「返してくれるの？」

　リリーローズがたずねると、こびとはうなずいた。

　彼女の手のひらに種をのせてくれる。

「でも私、あなたたちにあげられるものがない」

　こびとたちはにっこりと笑うと、リリーローズの周りを囲んで輪を作っていた。

　踊おどっているようだ。ぐるぐると円をなして、楽しそうにしている。

　アランが庭の奥にいたこびとを抱かかえてやってきた。地面に放してやると、次々と輪に加わってゆく。

「そいつらはおそらく魔力を求めていたんじゃない。やりがいが欲しかったんだ」

「アランさま……」

「こびとの靴は多くのこびとを使し役えきするので持ち主の疲ひ弊へいも早いが、生存例も多く存在する。この国の伝でん承しよう上じよう、こびとは悪いものだともされていないしな。持ち主に感謝されたい一心だったんだろう。そいつらはもう十分すぎるものを受け取っている」

　リリーローズはぐすりと鼻を鳴らして、目元をぬぐった。

「靴を脱ぎたいけれど、うまく抜けないんです。協力してもらえませんか」

「はい、もちろんです」

　エデルは手のひらに靴を乗せた。靄はかなり薄くなっている。

「痛みだしたら俺につかまるといい」

　アランがリリーローズの上半身を支えた。

　エデルはこびとからはさみを借りて、手の甲こうを軽く傷つけた。うっすらと血がにじんだのを確認し、そっと血液をこびとの靴にあてる。

　エデルは息を吸って、手に力をこめた。彼女の瞳が靴と同じコスモス色に変化する。

「あなたは本来の目的を遂げました。リリーローズさまから離れてください」

　リリーローズがおそるおそるつま先を上げると、ころりと靴が抜け落ちた。

　アランはリリーローズの靴下が汚よごれぬように抱き上げた。

（本当は、ここで靴を壊すべきなんだけど……）

　血液を使い、もう少し力をこめればおそらく壊せるはずだ。これ以上被ひ害がい者しやを出す前に、破は壊かいしてしまったほうがいいだろうか。

　エデルは踊るこびとたちをながめた。

　靴を壊してしまえば、彼らはきっと消えてしまうだろう。

「アランさま。靴は壊さずに、靴箱館に封ふう印いんできないでしょうか」

「……できるなら、そうしたい」

　アランはこわばった声で言った。

　茂みの向こうに男が立っている。

「けれどあいつに渡してしまうくらいなら、壊したほうがいい」

　エデルは表情を硬かたくした。男の──レイの手には、一輪の終焉の薔薇が収まっている。

「エデル、最低のプレゼントをどうもありがとう」

　彼は表情を変えずにそう言った。
















「きみだろう、これを贈おくってくれたのは。顔にまずいって書いてある」

「あ……あなたのことを殺そうと思ったわけではありません。それでも、してしまったことは謝ります」

「靴をこちらへよこして、エデル」

　エデルは首を横にふった。

「あなたは次期シンデレラ候こう補ほを生み出すためにこの靴をリリーローズさまに渡したんですよね。でも結果は分かりきっていたはずです。こんなに小さな子が、多くの魔力を吸い上げる靴に耐たえきれるわけがない。どうしてこの子に靴を渡したんです。それにあなたは……他人から魔力を必要としないと言っているのに、シレーヌさまからも魔力を奪うばっています」

「ぼくには魔力が必要なんだ」

「なんのために？」

「──ヴァイオレットをよみがえらせるためだよ」

　エデルとアランは目を見開いた。

　ヴァイオレットをよみがえらせる。

　そんな馬ば鹿かげたことが──死んだ人間をよみがえらせるなんてことが、できるはずがない。

「ありえないことを現実に引き起こすのが魔術だろう、エデル。ぼくは次代の王妃シンデレラの誕たん生じようを見届けるためにさまざまな研究を重ね、幾いく人にんもの少女を見てきたが、ヴァイオレットにかなう人物には未いまだに出会えていないんだ。そしてある考えに思いいたった。ヴァイオレットほどの人物に会えないのなら、いっそのことヴァイオレットを復活させてみてはどうかってね。きみだってもう一度会えるのなら、ヴァイオレットに会いたいだろう。家族三人で仲良くやろうじゃないか」

　もう一度会えたら、どんなにいいだろう。

　母の死の知らせを受け取ってから、エデルは何度もそんなむなしい空想を繰くり返していた。ガラスドームにやってきてからはそのような考えにふけることも少なくなってきたが、今でも時折、ベッドの中で幼い頃の思い出に浸ひたっているときがある。

　記憶の中で、母はいつも笑っている。

「死んだ人間をよみがえらせる方法は、ないわけじゃない。力を持っていた頃の大昔の魔術師は懸命に研究をしていたようだ。分かっているのは膨ぼう大だいな魔力が必要であること、そして特別な女性の存在だ」

「特別な……」

「魔術は女性の方が強く引き出すことができる。同じ魔術を使っても、男と女じゃ結果が大違いなわけさ。膨大な魔力と、それを扱う女性。どちらも手に入れるためには魔術師の靴を使うのが手っ取り早い。リリーローズはずいぶんと業ごうが深い人間だったから、魔力も多く取れるだろうと思ったんだ。それに見どころがあるようなら途と中ちゆうで靴を脱がせて、あと五年ほど彼女の成長を待ってもいいと思った」

　アランがきつい声音でたずねた。

「靴を脱がせにきたのか？」

「いいや。魔力だけいただきに来た。こびとにナメられているようじゃだめだ」

　レイが足元のこびとを踏みつぶした。ぐえっ、と苦しそうな声をあげたこびとを、さらに踏みにじる。

「や、やめてください」

「どうして？　こいつらはただの道具だ。感情なんて抱いだく必要はないよ」

　レイは唇くちびるの端はしを上げた。

「エデル、きみもきっと気に入ると思うよ。ぼくがよみがえらせるのは、王妃シンデレラにもっとも近いと思われた頃の彼女だ。ぼくと出会ったばかりの、あのときのヴァイオレットだよ」

「レイさんと、出会ったばかりの……？」

「そう。田舎いなか町まちからひとりぼっちで王都にやってきて、どんな手を使ってものしあがろうとしていた、野心溢あふれるヴァイオレット。恋を知って台無しになる前の、あのときの彼女。きみが生まれる前のヴァイオレット・ファーだ」

　エデルはぞっと背筋を震ふるわせた。

　レイの瞳ひとみが、泥どろのような茶に色を変えていた。吸い込まれそうな狂気を感じる。

「ぼくは自分の手で彼女を台無しにしてしまった。ヴァイオレットは、ぼくを愛してしまった。愛情をおぼえた彼女はすっかり平へい凡ぼんな女になってしまったんだ。愛情やぬくもりなんてものは、頂点に立つ女性には最も不要なものだというのに。王妃シンデレラは死ぬまで孤こ独どくだった。灰かぶりだった頃から、それだけは変わらなかったんだ」

　レイは、この人は自分の理想の女性を求めている。ありし日のヴァイオレットに、異常なまでに執しゆう着ちやくしている。

　ヴァイオレットとレイが出会ったときから、もうかなりの時が経過している。彼はその間、ずっと変わらなかったのだ。ヴァイオレットは変わっていったというのに。

（出会ったときも、こんなにお母さんに執着していたのだろうか？　それとも、時が彼をそうさせてしまったの？　もしこうなるって、こうなるってお母さんが気づいていたとしたら）

　母がレイのことを愛したのだとしたら、きっと彼のこういった面ではない。もっとほかの部分を愛していたのだろう。ジュディは以前、ヴァイオレットとエデルの父親は愛し合っていたと教えてくれた。

　今の彼はとても、アランよりずっと年上の男性には見えなかった。まるで少年だ。欲しいものを本能的に求めている。おもちゃを壊すように、簡単に人を切り捨てる。シレーヌやリリーローズも、捨ててしまった。

　風が吹いて、薔薇の花びらが散ちった。

　エデルはふと、アランとの会話を思い出していた。

　幼児退行。見切りをつける。どちらも不幸に、ならないために──。

「私の研究は終わったんですね」

　なりゆきを見守っていたリリーローズが口を開いた。

「どうでしたか？　結果は満足いくものでしたか？」

「いいや、あんまり。こびとたちを納なつ得とくさせたところは面おも白しろかったけど。でもきみは見込み違いだった」

　アランは懐に手を入れて、拳けん銃じゆうを取り出した。

　レイはあざ笑った。

「撃うってみろよ。ここで死体が増えたところでどうとでもなるだろう」

「死体が、増える……？」

「エデル、聞かなくていい」

　アランはそっとリリーローズを自分の後ろへ追いやった。

　手て負おいのエデルと、体力を消しよう耗もうしているリリーローズ。ふたりをかばいながらかなり不利な状じよう況きようだ。

　──どうしたらいい、どうしたら。

　エデルは必死に考えをめぐらせた。自分が足手まといにならずに、リリーローズを助け、アランを援えん護ごする方法。

　せめてリリーローズだけでも、安全な場所へ逃にがしたい。

「あなたは私の魔力を受け取れば、大人おとなしく引き下がりますか」

　リリーローズの言葉に、ふたりはぎょっとした。

　アランは厳しい声音になった。

「リリーローズ、それはきみの生命力そのものだ。簡単に人にあげてはならない」

　エデルはリリーローズのにぎりしめたこぶしに目をやった。

　あの中にはこびとから受け取った、黄金色の種がおさまっている。

（こびとの靴の代だい償しようは、持ち主の生命力を奪うことだ）

　魔力の詰まった種を渡してしまえば、それはつまりリリーローズの寿じゆ命みようを手放すことと同じ意味を持つ。

　アランが諭さとすように言った。

「それを渡してしまえば、君の未来の可能性を狭せばめることになる」

「だからこそ、この種の使い道を誤あやまりたくありません」

　彼女はそう言うと、アランの後ろから進み出た。

「こびとからもらった魔力を、靴の対価としてお渡しします。なので私たちと靴は見逃してもらえませんか」

「リリーローズさま」

「たとえ私の人生の残り時間が少なくなったとしても構わない。私は、もう誰かが苦しむところを見たくありません。たしかに私はこびとの靴を履いて人生を変えました。この靴を履かなければこのまま一生人殺しを続けていたでしょう。これは純じゆん粋すいなお礼です。そして、私はこの人たちを助けたい。長く生きられなくとも、意味のある人生にするために」

　レイはしばらく考えていたが、やがて答えた。

「いいだろう。きみのその気持ちを買って、その魔力だけで勘かん弁べんしてあげる」

「だめだ、リリーローズ！」

　アランの静止をふりきって、リリーローズは種を思い切り投げた。こびとのひとりがそれを受け取り、レイのもとへ運んでゆく。

　彼は小さな黄金色の種をぱくりと飲み込んだ。

　──止められなかった。

　エデルが彼女を止めようとする前に、リリーローズはあっという間に種を手放してしまったのだ。

「これでいいんです。おふたりがいなければ、どのみち私はこの庭で、死んでいたのです。人殺しのまま死にたくなかった。おふたりが、私を助けてくれたのです。ですから、そのような顔をなさらないでください」

　リリーローズはエデルとアランを見上げて、そう言った。

（そんな……リリーローズさまの、魔力が）

　エデルは唇をかみしめた。

　レイは満足そうな顔をする。

「おいしい。きみに対する評価をし直そう。成長しだいでは、見どころのある女性になる。しかし魔術を扱う者としてでなく、大人としてだ。安心しなさい、この量なら年寄りにはなれないが、大人になることはできる」

「私はもう、判定されることはありません。自分で選択をしますから」

「そうだったね。もうジャムの試験で選より分けられることもない。おめでとう、リリーローズ。きみは自由だ」

　次の瞬しゆん間かん、レイは姿を消していた。

　三人はしばらく、ただぼんやりと庭をながめていた。

　終焉の薔薇は、それまでの出来事などまるでなかったかのように、変わらず咲き誇ほこっている。

　レイは目的を遂げた。おそらくもうここには現れないだろう。

（リリーローズさまを休ませて……それからこの庭を、なんとかしなくては……）

　リリーローズは唇を引きむすんで、レイが去ったあとの禁きん園えんを──彼女の仕事場を見つめていた。

「リリーローズ。君が了りよう承しようするなら、この庭を今処しよ分ぶんしてしまおうと思う」

　アランの言葉に、リリーローズは彼を見上げた。

「今……ですか？」

「この庭がある限り、君の気持ちはこの庭へ帰ってきてしまうだろう。君に教えられた考えや習しゆう慣かんは、そう簡単なことでは払ふつ拭しよくできない。どこかできれいに清算するべきだ。できるだけ早く、君が思い悩なやまないうちに」

　リリーローズは幼い頃から庭を守るように言い聞かされていたのだ。たしかに、アランの言う通りそう簡単に気持ちを切り替えることはできないだろう。処分しなければと分かっていても、どこかで過去の記憶にさいなまれて決断に苦しむことになるかもしれない。

　アランは、そのことを心配していたのである。

「庭をきれいに処分し終わったら、俺のところへ来てほしい」

　リリーローズは驚いた顔になった。

「ディセント家へ……？」

「そうだ。うちの庭師として、学び直してほしい。君には新しい庭が必要だ。でたらめに咲く薔薇園でなく、四季を知っている庭が。俺は庭仕事に詳くわしくはないが、庭師は一流のを雇っているから、その者から教わってほしい」

「なぜ、そこまで」

「大人には、責任があるからだ。魔術師の靴を履いて、君は俺たちを守るために生命力を手放した。君を危険な目に遭あわせたのは、もとはといえば魔術師の靴をばらまいた俺の祖先に責任がある。まぁ、この話はおいおいするが」

　アランはしゃがんで、リリーローズと視線を合わせた。

「君が今まで見てきた大人がどんな人物だったのかは、君にしか分からない。しかし、これから君は大人になるのだろう。ならば多くの大人を知っていた方が、のちのちいいと思わないか」

「はい」

「うちには多くの使用人がいるし、ゆくゆくはガラスドームの庭づくりも頼みたいと思っている。そうなれば靴店の職人たちや見習いと接する機会もある。遠巻きになら、お客さまも見ることができる。大人はたくさんいる、君のなりたい大人を君自身の目で見つけてゆくべきだ。俺は、君にさまざまな世界を見せることで責任を果たしたいと思っている。少なくとも成人するまではうちで働くといい。その後の選択は君に任せる」

「……いいんですか？　雇ってもらったうえに、自分で、決めても」

「もちろんだ。君の人生は、君だけのものだ」

　リリーローズは、アランの目を見て言った。

「庭を、処分します。でも、自分の手でやりたいです」

「いい覚かく悟ごだ」

　アランはリリーローズの頭に手を置くと、立ち上がった。

「エデル、屋敷の人間を呼ぶ。足がつらいなら先に帰っているか？」

「いいえ、一緒に」

　エデルは、リリーローズの顔を見て安あん堵どした。

　こわばっていた表情が解けて、瞳の輝かがやきが戻ってきている。

　もしかしたら、彼女はすでになるべき大人の姿を見つけているかもしれない。

（ガラスドームで働き続けようと決めたとき、私も同じ顔をしていたのかな）

　リリーローズが、アランのあとをちょこちょことついてくる。

　大人を怖がっていたリリーローズの中に、喜ばしい変化があったことをエデルは感じ取っていた。




　屋敷から助すけっ人とが到着した。

　草木を刈かり取るための道具が運び込まれ、薔薇はリリーローズの手を借りていっせいに摘つみ取られた。

　庭の中央に集めると、相当な量だ。幻げん想そう的てきな色の薔薇が光を受けてきらきらと輝いている。

「この中に、火をつけられるものはあるか？」

「油とマッチが」

「燃え広がらないように対策を打ってほしい」

　使用人たちがてきぱきと動きだす。アランはリリーローズの方を振り返った。

「神父は、どうする」

「……」

「本来なら、彼の死を公表し正規の手順をたどって、弔とむらうことになる」

「彼が守ってきた、この庭のことは」

「亡なくなった場所については公表しないのが、世のためだろう。君だけがこの花の育て方を知っていると分かれば、おそらくまた次の庭主が現れるだけだ」

　エデルは察さつした。この庭にある遺い体たいとは、リリーローズの雇い主のものだ。おそらく消えた神父の──。

　心得たような顔をした使用人たちが、次々とあずまやの方へ移動する。

　リリーローズが、刈り取られた薔薇に点てん火かした。

「火傷やけどするから、あっちに行ってなさい」

　まとわりつくこびとたちに彼女は声をかけたが、こびとは動かなかった。固唾を飲んで、薔薇が焼かれていくのを見届けていた。

　すっかり薔薇が焼けてしまうと、整えられた庭は見捨てられた荒野のような有様となった。

「大丈夫ですか、リリーローズさま」

「はい。これで、すっきりしました」

　ぼちゃん、と足元でバケツの水がはねる。こびとが浮いていた。どうやらかなり熱かったらしい。体を冷やしているようだ。

「俺たちも帰って風呂に入るか」

　アランがバケツを持ち上げた。

　リリーローズは真剣に、薔薇のなくなった庭を見つめていた。エデルとアランは、それを邪魔しなかった。気の済むまで彼女にこの景色を見せてあげたかった。

　それは少女が新しい一歩を踏み出すために、必要な景色であると思ったからだ。
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　薄うす桃もも色の硝子ガラス細ざい工くがはめられた、ＸＬＩ４１番目の靴箱。そこにこびとの靴を収めるには、いささか問題があった。

「こびとが消えてくれないんだが……これでは靴箱に入りきらない」

　アランはぼやいた。こびとたちはそのままこびとの靴のあとをついてきている。

　なかには靴箱によじのぼって中に入ろうとしている者もいるが、それを許ゆるしてしまえば全員を押し込めなければならなくなる。エデルはこびとをすくって外に出してあげた。

「何かまだ訴えたいことがあるのでしょうか」

　彼女はじっとこびとの姿を見つめた。

　そういえば、気になっていたことがあるのだ。彼らはみんな──。

「裸足ですね」

　ひょっこりと顔を出したのは、リリーローズだ。

　背の高い机によりかかるようにして、靴のつま先をぷらぷらと揺ゆらしている。

　エデルがこしらえた、新しい彼女の靴。大人になるための靴だ。

「リリーローズさま、毎日それを履いてくださっているのですね。あとでお手入れのクリームをお渡しします」

「とても気に入っているので助かります」

　庭仕事がしやすいようにと考えてデザインした、くるぶし丈たけのブーツ。土の色に映はえるように、レモンイエローに染そめた丈夫なヤギ革かわを使用している。飾かざりは少ないが、つま先からレースを模もしたピンキングカットをほどこした。大きな瑪瑙メノウのボタンは丸く加工されていて、歩くたびに艶つやのある光を反射する。

　一見すると、小さなサイズと革の鮮あざやかなレモンイエローを除のぞけば、大人が履くような靴だ。

　リリーローズのためにはりきって子ども用シューズ作成に取り組もうとしていたエデルだが、彼女は大人になるために歩き出すと決めたのだ。その手助けをする靴なのだからと、エデルは大人が履いても子どもが履いても不自然にならない、中間的なデザインにしたのだ。

　この靴も似合うけれど、いつかお出かけ用の靴はまた違うデザインを提案させてもらいたい、とも思っている。子どもサイズは存外、革の裁断や縫ぬい合わせも楽しかったのだ。

「靴箱館の周りの手入れ、だいたい終わっています。そのうち新しい花が芽め吹ぶくはずです」

「ありがとう。次はガラスドームを頼む」

　あの禁園は墓地として生まれ変わる予定だ。

　禁園は、神父亡き後リリーローズに相続される手続きがなされていた。彼女が成人するまで、後こう見けん人にんとなったアランが管理を預あずかることになる。

　ルディアの調べによると、シュタイン孤児院では終焉の薔薇を使ったジャムを子どもたちに与えていたらしい。精神を壊したり、発ほつ作さを起こす子どもが後を絶たたなかったそうだ。

　孤児院の子どもたちの死は、秘ひ匿とくされていた。秘ひ密みつ裡りに共同墓地に埋まい葬そうされていたのだが、今度は場所を移されることになる。

　終焉の薔薇を葬ほうむり、そのために亡くなった人たちのことを忘れないこと。これがリリーローズの出した結論だった。

「墓地のお金は、お給金から少しずつ引いてもらえませんか」

「優秀な庭師をひとりもらい受けたのだから、墓地の費用など構かまわない」

「ここのお庭に場所を少し借りられたので、百ゆ合りの花を育てているんです。花が咲いたら、お供そなえにいこうと思います」

　ふたりのやりとりを聞きながら、エデルは革のきれはしで小さな靴を縫っていた。ガラスドームで余った革は処分されることになるので、もらってきたのだ。

「何を作っているんだ？」

「こびとの足が痛そうだったので。どうでしょう、サイズは合うでしょうか」

　ミュールのようなかたちをしているが、簡単に縫い合わせただけのものだ。あまりに小さいので本格的な靴を作ることはできなかったが、つっかける程度ならちょうどいいだろう。

　こびとのひとりに靴を手渡すと、不ふ思し議ぎそうな顔で受け取った。何人か集まって、まじまじと靴を見つめている。

　リリーローズが靴を履かせてやった。こびとは足をとんとんさせて、それからぱあっと笑うと、煙けむりをふりまいて消えてしまった。

「えっ」

　三人は目を見開いた。

「も、もしかして……履き物をあげれば、いいんでしょうか」

「この人数分をか？」

　ざっと五十……庭をうろついているのも合わせれば、もっといるに違いない。

「夜なべですね……で、でもこんなに小さな靴をいくつも作ったら技術は向上するかも……」

「──ならディックにも手伝わせるか。人形の靴を作れとでも言って」

　アランが低い声で言った。

　細かい作業に絶ぜつ叫きようするディックの顔を思い浮かべてしまい、エデルは気の毒ながらも笑ってしまった。
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　夜のとばりがすっかり落ちた、穏おだやかな時間。

　ディセント伯はく爵しやく家けの、エデルの部屋である。

　作業机に散らばった道具を片付けていると、アランから声がかかった。

「エデル、今話はできるか？」

「は、はい」

　エデルは扉とびらへ駆け寄った。アランの声で呼ばれるとすぐに飛んでいきたくなる。これはもはや条件反射だ。

「こびとたち用の靴を作り終わったんだろう。手間をかけさせてすまなかった」

「いいえ、お役に立てたのならうれしいです。それにこういった靴作りも新しん鮮せんでした」

「いっそのこと、人形用の靴でも本当に作り始めるか。コレクターからオーダーが入るかもしれない」

　そうなったら、ディックは泣くであろう。工房でこびと用の靴を作っていた彼はさんざんだった。細かい神経を使うので、いつも以上にまいっていたのだ。しかし縫い目がきっちりとしてきたとジジに褒ほめられてはいたが。

「では談話室へ行こうか」

「お部屋でお仕事をされていたのではないのですか？　もしそうなら私そちらへ……」

「結婚前の男女が、互いの寝室を行き来するものではない」

　アランはきっぱりと言い放った。

　そういえば、彼は扉の外側に立ったままで、けして中に入ってこようとはしない。

　ガラスドームではしょっちゅう彼の執しつ務む室しつに出入りしていたので、エデルはそういった感覚が鈍にぶっていたらしい。

（アランさまの看かん病びようのとき入っちゃったんだけど……ど、どうしよう……）

　正直に告白した方がいいだろうか。

　けれど、アランはショックを受けるかもしれない。妻でもないエデルがアランの部屋に入ったうえに、着替えさせている。それに……。

（だ、抱きしめられたんだあのとき。どこまで説明したら……）

　とても自分の口からは言えそうにない。

　エデルはもやもやとした気持ちを抱えたまま、アランのあとに続き談話室へ入った。

　彼は遅おそい時間に使用人を呼びつけるのはよくないと、自みずから飲み物をそそいでくれる。

　エデルはまごまごしていたが、決心した。

　彼にとって大切な決まりを破ってしまったことを、秘密にしているのはよくない。

「あの、アランさま」

「なんだ」

「私……以前、アランさまのお部屋に入ってしまったことがありまして」

「俺がいないときか？」

「いいえ。お熱を出された、ときです。ルディアさまに看病を頼まれまして、それで」

　がしゃん、という音でエデルははっとなった。

　アランが手をすべらせてカップを割ってしまったようだ。

「ア、アランさまお、お怪我は」

「いや、大丈夫だ。すまない」

　エデルがしゃがんで割れたカップを片付けようとするのを、アランは止めた。

「指を傷つけるから、やめておけ」

　これはやはり使用人を呼ぶことになりそうだ。アランはふうと息を吐はいて、言った。

「確認したいんだが……お前は、俺が熱を出したとき、俺の部屋にいたというのか？」

「は、はいそうです。申もうし訳わけございません。ついガラスドームにいるときのような気分で、お部屋に入ってしまいまして……」

「で、ではあのときの天使は……」

「天使？」

「いや、気にしないでくれ」

「アランさま？」

　アランは頭を抱えるようにして、しゃがみ込んでいる。

　彼の耳が赤くなっているので、エデルは心配になった。やはりエデルが彼の寝室に入ってしまったという事実が、よほど衝しよう撃げき的てきだったのだろう。受け止めきれないのかもしれない。

「あの、アランさま。追い打ちをかけるようで大変申し訳ないのですが」

「……」

「実はあの、アランさまのお着替えを、僭せん越えつながら私が」

　アランはがばっと顔を上げた。

　美しい青紫色の瞳が、驚きに見開かれている。

「着替えを」

「は、はい。黙だまっていて申し訳ありませんでした。使用人の方がみな出払っていらっしゃるということでしたので」

「それは、手間をかけさせたな……それに、未婚の女性にそのようなまねをさせてしまうとは……なんと詫わびていいか」

「いいえ、お詫びしなければならないのは私の方で、み、未婚のアランさまを着替えさせてしまうなど」

「いや、別にそこはいいんだが……未婚は関係なく」

　アランは後ろ頭に手をやって、のろのろと立ち上がった。

「俺は夢の中でその……だな。天使を見ていて」

「はあ」

　アランはあのとき天使の夢を見ていたらしい。悪夢でなかったのなら幸さいわいである。

「その天使を、思い切り抱きしめた記憶があるんだが」

「……！」

「あれは、お前だったりする……のか？」

　否ひ定ていした方がいいだろうか。

　エデルは顔を赤く染めて、ぱくぱくと口を動かした。

　アランはそれで、すべてを察したらしい。

「す、すまなかった。けしてやましい気持ちではなく」

「そ、そうですよね。アランさまはきっと私のことをくせものと勘かん違ちがいして、拘こう束そくなさっただけなのだと。あのときそう理解しましたから」

「そうだな。そ、そういうことになるかもしれない。天使によく似たくせものと勘違いし、乱暴に扱ってすまなかった」

「いいえ、もとはといえば私がその、看病が不ふ慣なれなもので、いろいろ」

「いや、俺が体調管理を怠おこたったから」

　ぎこちなく会話を続けていたが、やがてふたりとも息をついて飲み物を入れ直すことにした。

　紅茶に砂糖とブランデーを少しずつ入れれば、冬の寒い夜はとても温まるのだ。

　一息ついて落ち着くと、彼はかしこまった様子で告げた。

「その……エデル。お前に言っておきたいことがある」

「はい」

「今回も、レイを捕とらえることができなかった。心からすまないと思っている。リリーローズにも、申し訳ない気持ちだ。俺にもっと魔術を扱う力があれば、結果は違っていただろう」

「アランさま……」

　あの状況では仕方のないことだった。リリーローズとエデル、彼はふたりを守らなくてはいけなかったのだ。

　結果的にエデルとアランはリリーローズに助けられた。彼女の決断を、レイは気に入ったのだ。そうでなかったら今頃どうなっていたか分からない。

「リリーローズさまには感謝しております。靴を作ってさしあげるくらいでは、足りないくらい。でもアランさまも私たちを守ってくださいました。私もリリーローズさまも、そのことをよく分かっています」

「俺はもっと、強い男になる。お前も自分の使用人も……全員を守れるくらいに」

「アランさまは十分頼りになる方です」

「いや、俺はそう思っていない。リリーローズの靴を脱がせ、彼女に魔力を返してやるのは本来ならば俺がやらなければならない仕事だった」

　アランは思いつめた表情をしていた。

「アランさま……」

　彼がリリーローズを手元に置き、後こう見けい人にんになることで責任を果たす決断をしたのは、負おい目めを感じているからかもしれない。

（けれどそれは違う。レイさんのしたことに、アランさまが責任を感じる必要はどこにもないのに）

　リリーローズの寿命を奪ったのは、レイだ。アランではない。

　けれどそれを言ったとしても、彼は問題を片付けたことにはしないだろう。

「リリーローズさまの寿命のことは、私たちで見守りましょう。おひとりで抱えこまないでください。それに、リリーローズさまはアランさまのおそばで働けて、幸せを感じていると思います。それは、私が一番分かります。私がそうだから」

「エデル」

「アランさまは頼りになる保護者です。私たち労働者にとって、尊敬できる雇やとい主ぬしを持つことは何よりも大事なことです。リリーローズさまは、いまはいきいきと働いています。それはアランさまもご存じのはずです」

　最初に店にやってきたときとは比べ物にならないほど、リリーローズの瞳は輝かがやいていた。

　彼女は勇気ある決断をした。そしてここで、新しい人生を始めたのだ。

「俺は、このままあぐらをかくべきではないな。リリーローズにも、お前にも必要とされる主あるじでいなければ」

　アランはそう言って、目を細めた。

「本当はこの事件が片付いたら、すぐにでもプロポーズをやり直そうと思ったんだが、まだ俺にはその器うつわがないな」

「は、はい？」

　どうしてそこからプロポーズの話に飛ぶのだろう。

　アランはしばらくためらっていたが、ようやく口にした。

「実は毎日お前にプロポーズをすることを考えているんだ」

（い、言わなくていいです）

　エデルは真っ赤になってうつむいた。

「自分を叱しつ咤たしてはいるんだが……その、お前と同じ屋敷にいるとどうしても、お前が妻になったところを想像してしまう」

「ひ、ひぃ……」

「今回の事件で反省した。俺は気持ちがゆるんでいたのかもしれない。お前と結婚したいあまりに……申し訳ないと思っている」

「い、いいえとんでもありません」

「お前の願い通り、レイに勝てたそのとき、また改あらためてお前に結婚の申し込みをする。結婚を前提としたお付き合いではなく、結婚だ」

「い、いきなり」

「もう我が慢まんができないからだ。いいな」

　いいな、と言われても……。

（も、もちろんそうなったらどんなに……）

　エデルははっとなった。気持ちがゆるんでいるのは自分もだ。レイの問題があるというのに、こんなに将来に想いをたかぶらせているなんて。

「わ、私も我慢します。どきどきしても、冷静でいられるように」

「そうだな、俺たちは今、冷静になるべきだ」

　と、口で言うのは簡単だがそうそう気持ちをコントロールできるものではない。

　アランを看病したり、おやすみを耳元で言われたり、同居が始まってからエデルは翻ほん弄ろうされっぱなしである。このままでは心しん臓ぞうが持たない。

「でも、どきどきを我慢する方法ってあるんでしょうか」

「任せておけ」

　アランはサイドテーブルに置かれた救急箱を手にとった。

「こんなこともあろうかと、用意していた。エデル、お前は俺の手当ての腕を見ていたはずだ」

「は、はい。とてもお上手じようずでした」

「俺はこの一芸に秀ひいでている。つまり手当てをされているとき、お前は俺にどきどきしただろう」

　そうかもしれない。ガラスドームではアランに靴下を脱がされて、いつもより心臓がうるさかった。

「していました」

「つまりは、俺が手当てをたくさんすれば、お前はたくさんどきどきする。そして慣れる」

「そ、そういうものでしょうか」

「では早く足を出せ」

「ひっ、で、でも」

「いいから出せ」

「わ、分かりました」

　アランの剣けん幕まくに押されて、エデルはおずおずと足を伸ばした。エデルの足を包んでいるのは、彼に贈られたライラック色のストラップシューズだ。ミルク色の薔薇の飾りが、祝しゆく福ふくを受けたように花開いている。

「肘ひじ置おきに背をつけろ」

　言われた通りにすると、アランはエデルの足を膝ひざに乗せて、靴を脱がせにかかった。

「アランさま、お召めし物が汚れてしまいます」

　ぱちん、とボタンを外されて、エデルは上ずった声を出した。
















「あの、アランさま、靴はやっぱり自分で……」

「なぜだ」

「ど、どきどきするから……です？」

「では主しゆ旨しから外れていないだろう。どきどきに慣れるのが目的だ」

「そんな……」

　エデルが泣きそうな声をあげても、アランは無む頓とん着ちやくだ。時間をかけて靴を脱がせ、靴下を下ろしにかかる。

（これに慣れるときがくるのか……こない気がするんだけれども……）

　アランの膝に足を乗せたまま、というのもなんとなくいただけない気持ちである。

　傷口はもうほとんど治なおりかけているというのに、アランは軟なん膏こうを丹たん念ねんに塗りつけてゆく。

「まいったな。慣れる前にお前の足が治る方が早そうだ」

「そ、そうですね」

「次のどきどきを探さなければならないな……俺の新たな一芸を」

　手当てを終え、靴まできちんと履かされると、エデルはほっと息をついた。すぐさま足をアランの膝から下ろし、ソファに座り直す。

　どきどきに慣れる、というのはずいぶん難しい課題である。たぶんあと百回手当てされたとしても、百回分どきどきしそうだ。

（しかも足をさすってもらったせいか、眠くなってきた……）

　こびとの靴を作り続けていた疲つかれもたたって、エデルに眠ねむ気けが襲おそいかかってきた。

　無意識のうちにアランの肩に頭をもたれさせ、エデルはまどろんでいた。

「お、おい。俺までどきどきに慣れる必要は……」

　解決しなければならないことはたくさんある。レイのこと。母を復活させようとしている、彼の恐ろしいたくらみのこと。そして──アランとの将来のこと。彼は結婚すると言っているが、そう簡単に事は運ばないだろう。

　それでも今、そばにアランがいてくれる。

　その事実は今エデルを何よりも励はげましてくれている。

　アランはそっと息をつくと、エデルの肩に手をまわした。

　大事なものに触ふれるように、エデルの髪に手を伸ばし、指先で梳すいてくれる。

（どんなに揺さぶられても、自分で決めたことが、大切なこと……）

　彼に教えてもらったことを思い出しながら、エデルは眠りに身をゆだねた。

　安やすらげる場所は彼のそばだけだ。これから何があっても。

　どんな困難が待ち受けていたとしても、彼と一緒にいたい。

　その気持ちだけは、はっきりとしているのである。
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　シンデレラ伯はく爵しやく家けの靴くつ箱ばこ館かん、第四巻です。

　今回の童どう話わモチーフは「こびとと靴くつ屋や」となっております。ゲストキャラクターは靴屋さんではありませんが、こびとはたくさん登場しますので楽しんでいただけたら幸さいわいです。




　今回はページ数に余裕があるはず……ですので、あとがきで少し作品の裏話を書こうと思います。

　第四巻のサブテーマはランタン・デイ。キャラクターたちが仮か装そうしています。衣装を決めるにあたり、女性陣は即決でしたが、アランはいつまでも決まらず、苦労しました……。

　個人的に最有力候補であった「吸きゆう血けつ鬼き」は担当様に「普通です」と言われてしまい、色々と候補を出しても打ち合わせ時間内に決まらず、宿題となってしまいました。

　ちなみに候補には「海かい賊ぞく」「軍人」「狩人かりうど」「女装」などがありました。最終的に何になったかは、本編を読まれた方はすでにご存じかと思います。あとがきから読まれているみなさま、念のため女装ではありませんのでご安心を。




　それでは、ここからはお礼の言葉を。

　担当様。いつも助けていただいてありがとうございます。

　イラストのあき先生。今回もすばらしい靴のイラストと爽さわやかな表紙絵に、ただただ感動しています。表紙のエデルの表情とスカートの広がりがとても可か愛わいいです。

　編集部のみなさまをはじめ、この本に携たずさわってくださったすべてのみなさまに感謝申し上げます。

　編集部宛にお手紙をくださったみなさま。いただいたお手紙は何度も読み返して、励はげみにしています。お返事を書くのがいつも楽しみです。

　そして最後に、シンデレラシリーズをお手にとってくださったみなさま。みなさまのお力で、物語の続きを出すことができました。本当にありがとうございました。

　また五巻でお会いできたらうれしいです。








仲なか村むらつばき
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６月27日生まれ。埼玉県在住。

ビーズログ文庫のリニューアルを記念して、初回特典にペーパーが封入されています。

ラブコメになりすぎるため、本編では使えなかったネタを、この機会に書かせていただきました。とても楽しかったです。




※電子版には初回特典のペーパーは掲載されていません。
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くしゃみが止まりませんが、花粉症ではないと信じてます。
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